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理学療法学科 教育課程 【平成27年度】

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 心理学 2 15 15 榎本 光邦 榎本 光邦

2 生命倫理 2 15 15 吉田 幸恵 他 吉田 幸恵

3 教育学 2 15 15 髙野 利雄 髙野 利雄

4 医療民俗学 2 15 15 板橋 春夫 板橋 春夫

5 健康スポーツ理論 2 15 15 鈴木 聡子 鈴木 聡子

6 健康スポーツ実技 1 15 15 鈴木聡子･衣川隆 鈴木 聡子

7 総合英語Ⅰ 1 15 15 杉田 雅子 杉田 雅子

8 総合英語Ⅱ 1 15 15 杉田 雅子 杉田 雅子

9 英語表現 1 15 15 須川久美子 須川久美子

10 ステップアップ英語 1 15 15 柴山森二郎 柴山森二郎

11 中国語 1 15 15 深町 悦子 深町 悦子

12 コリア語 1 15 15 青木  順 青木  順

13 個人・家族と生活 2 15 15 坂本 祐子 坂本 祐子

14 個人・家族と社会 2 15 15 坂本 祐子 坂本 祐子

15 地域社会学 2 15 15 坂本 祐子 坂本 祐子

16 ボランティア活動論 1 15 15 竹澤 泰子 他 竹澤 泰子

17 法学（日本国憲法含む） 2 15 15 西川 久貴 西川 久貴

18 経済学 2 15 15 飯島 正義 飯島 正義

19 環境学 2 15 15 西薗 大実 西薗 大実

20 情報処理Ⅰ 1 15 15 西谷  泉 西谷  泉

21 情報処理Ⅱ 1 15 15 西谷  泉 西谷  泉

22 生活の中の数学 1 7.5 7.5 栗田 昌裕 栗田 昌裕

23 大学の学び入門 1 15 15 杉田雅子･榎本光邦 杉田 雅子

24 生物学 1 15 15 佐藤久美子 佐藤久美子

25 化学 1 15 15 日置 英彰 日置 英彰

26 物理学 1 15 15 岡崎 彰 岡崎 彰

27 解剖学Ⅰ 2 30 30 浅見･浅田･加藤･黒川 浅見知市郎

28 解剖学Ⅱ 1 15 15 浅見･浅田･加藤･黒川 浅見知市郎

29 解剖学実習 1 22.5 15 7.5 浅見知市郎 浅見知市郎

30 表面解剖学と触診法 1 15 15 浅田春美･黒川望 浅田 春美

31 生理学Ⅰ 1 15 15 洞口 貴弘 洞口 貴弘

32 生理学Ⅱ 1 15 15 洞口 貴弘 洞口 貴弘

33 生理学実習 1 22.5 22.5 洞口 貴弘 洞口 貴弘

34 運動生理学 1 15 15 江口 勝彦 江口 勝彦

35 生化学 1 15 15 高橋 克典 高橋 克典

36 運動学Ⅰ 2 30 30 高橋 正明 高橋 正明

37 運動学Ⅱ 1 15 15 高橋正明･浅田春美 高橋 正明

38 運動学実習 1 22.5 22.5 江口 勝彦 他 江口 勝彦

39 人間発達学 1 15 15 中   徹 中   徹

40 栄養学(含食品学) 1 15 15 後藤 香織 後藤 香織

41 医療概論 1 15 15 宗宮 真 宗宮 真

42 病理学 1 15 15 塩﨑 秀一 塩﨑 秀一

43 薬理学 1 15 15 栗田 昌裕 栗田 昌裕

44 公衆衛生学 1 7.5 7.5 石館 敬三 石館 敬三

45 臨床検査・画像診断学 1 15 15 古田島伸雄･宗宮真 古田島伸雄

46 臨床医学特殊講義 1 15 15 郡隆之･正田純史 郡   隆之

47 内科学 1 15 15 門傳  剛 門傳  剛

48 整形外科学Ⅰ 1 15 15 宗宮  真 宗宮  真

49 整形外科学Ⅱ 1 15 15 宗宮  真 宗宮  真

50 臨床神経学Ⅰ(神経内科学) 1 15 15 宗宮  真 宗宮  真

51 臨床神経学Ⅱ(小児神経学・脳神経外科学) 1 15 15 井埜利博･設楽信行 井埜 利博

52 精神医学 1 15 15 平尾 良雄 平尾 良雄

53 小児科学 1 15 15 井埜利博･秋元かつみ 井埜 利博

54 リハビリテーション医学 1 15 15 宗宮 真 宗宮  真

55 老年医学 1 7.5 7.5 栗田 昌裕 栗田 昌裕

56 救急・免疫・感染症学 1 15 15 高橋克･北林･小池 高橋 克典

57 スポーツ医学 1 15 15 奈良 純夫 奈良 純夫

58 緩和医療学 1 15 15 江口 勝彦 他 江口 勝彦

59 カウンセリング 1 15 15 榎本 光邦 榎本 光邦

60 リハビリテーション概論 1 15 15 松澤  正 松澤  正

61 リハビリテーション関連領域論 1 15 15 唐澤･真砂･谷 唐澤 一男

62 臨床心理学 1 15 15 榎本 光邦 榎本 光邦

63 安全管理 1 15 15 根生とき子 根生とき子

64 生体計測工学 1 15 15 目黒力･仲保徹 目黒  力

65 医療統計学 1 15 15 木村  朗 木村  朗

66 社会福祉・地域サービス論 1 15 15 金谷 春代 金谷 春代

67 障害者スポーツ・レクリエーション論 1 15 15 城下 貴司 城下 貴司

68 リハビリテーション工学 1 15 15 目黒  力 目黒  力

担当者 単位認定者

教
養
科
目
群

発
達
･
行
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･
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理

必
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5
単
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＋
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4
単
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1
8
単
位
＋
選
択
1
0
単
位
以
上

言
語
と
文
化

単位数 年間
コマ
数

履修方法
及び
卒業要件

1学年

計（履修方法・卒業要件） 28

2学年 3学年 4学年

必
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2
単
位
＋

選
択
2
単
位
以
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人
と
社
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必
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4
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位

以
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礎
教
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必
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4
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位
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門
基
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人
体
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能
及
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身
の
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達
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修
及
び
選
択
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目
か
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1
5
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以
上

疾
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と
障
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の
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立
ち
及
び
回
復
過
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の
促
進

必
修
及
び
選
択
科
目
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1
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位
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上
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念

必
修
6
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計（履修方法・卒業要件） 39
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必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

担当者 単位認定者
単位数 年間

コマ
数

履修方法
及び
卒業要件

1学年 2学年 3学年 4学年
授業科目

69 理学療法概論 1 15 15 木村  朗 木村  朗

70 基礎理学療法学 1 15 15 中   徹 中   徹

71 理学療法セミナー 1 15 15 鈴木  学 鈴木  学

72 理学療法特論 1 15 15 目黒  力 目黒  力

73 臨床推論演習 1 15 15 中徹･鈴木学 鈴木  学

74 理学療法研究論 1 15 15 木村 朗 他 木村  朗

75 理学療法管理学 1 7.5 7.5 江口 勝彦 江口 勝彦

76 卒業研究 2 30 30 木村 朗 他 木村  朗

77 理学療法評価学 2 15 15 中･加藤･黒川 加藤 仁志

78 理学療法評価学演習 1 15 15 中･浅田･加藤･黒川 黒川  望

79 臨床動作分析学 1 15 15 高橋正明･浅田春美 高橋 正明

80 運動療法総論 1 15 15 加藤 仁志 加藤 仁志

81 運動器系理学療法評価・治療学 2 15 15 城下 貴司 城下 貴司

82 運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅰ 1 15 15 城下 貴司 城下 貴司

83 運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅱ 1 15 15 城下 貴司 城下 貴司

84 神経系理学療法評価・治療学 2 15 15 鈴木  学 鈴木  学

85 神経系理学療法評価・治療学演習Ⅰ 1 15 15 鈴木  学 鈴木  学

86 神経系理学療法評価・治療学演習Ⅱ 1 15 15 鈴木  学 鈴木  学

87 呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学 2 15 15 仲保  徹 仲保  徹

88 呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学演習 1 15 15 木村朗･高橋哲也 木村  朗

89 小児理学療法学 1 15 15 中   徹 中   徹

90 理学療法特殊講義 1 7.5 7.5 江口･木村･柴田 江口 勝彦

91 物理療法学 2 15 15 松澤･目黒･黒川 黒川  望

92 物理療法学演習 1 15 15 目黒力･黒川望 目黒  力

93 装具学 2 30 30 江口 勝彦 他 江口 勝彦

94 義肢学 1 15 15 平井 正利 平井 正利

95 徒手系理学療法学 1 15 15 城下 貴司 城下 貴司

96 スポーツ傷害理学療法学 1 15 15 城下･山口･松田 城下 貴司

97 日常生活活動学 2 15 15 浅田 春美 浅田 春美

98 日常生活活動学演習 1 15 15 中･浅田･城下 浅田 春美

99 地域理学療法学 2 15 15 加藤仁志･伊藤隆夫 加藤 仁志

100 地域理学療法学演習 1 15 15 加藤 仁志 加藤 仁志

101 生活環境学 2 15 15 目黒力･佐藤満 目黒  力

102 環境理学療法学 2 15 15 目黒力･中村大介 目黒  力

103 見学実習 1 1ｗ 1ｗ 黒川  望 黒川  望

104 評価学実習 3 3ｗ 3ｗ 加藤 仁志 加藤 仁志

105 総合臨床実習Ⅰ 7 8ｗ 8ｗ 鈴木  学 鈴木  学

106 総合臨床実習Ⅱ 7 8ｗ 8ｗ 鈴木  学 鈴木  学

必
修
1
8

単
位

計（履修方法・卒業要件） 61

卒業要件（最低）単位数 128

専
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5
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療
法
学

必
修
7

単
位
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床
実
習
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理学療法学科【教養-1】 

 授 業 科 目 名  心 理 学   単 位 認 定 者  榎 本  光 邦 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義･演習（講義内にて） オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 月・水・金の昼休み（305研究室） 

科 目 の 目 的 心理学の各領域に関する基礎的な知識を習得することを目的とする． 

学 習 到 達 目 標 

1. 心理学の概要を理解し，国家試験対策の基礎を形成する． 

2. 心理学理論による人間理解を深めるとともに自分について振り返る． 

3. 心理学的援助の概要と方法について理解し，自らの専門分野に生かす． 

関 連 科 目 

【教養科目群】生命倫理，教育学，個人・家族と生活，個人・家族と社会，地域社会学，大学の学び入門 

【専門基礎科目群】生理学Ⅰ，生理学Ⅱ，人間発達学，臨床神経学Ⅰ（神経内科学），臨床神経学Ⅱ（小

児神経学・脳神経外科学），精神医学，小児科学，リハビリテーション医学，老年医学，カウンセリング，リハ

ビリテーション関連領域論，臨床心理学，安全管理，生体計測工学，医療統計学  

【専門科目群】運動器系理学療法評価・治療学，小児理学療法学，理学療法特殊講義 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）に受講時の意見文・感想文やレポート課題等平常点（20％）を加味して評価する． 

準 備 学 習 の 内 容 前回の講義時に指示をする． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
 

9 
 

10 
 

11 
 

12 
 

13 
 

 
14 

 
15 

心理学の歴史と方法 
 

脳と心理学 
 

心の発達 
 

生涯発達心理学 1 
 

生涯発達心理学 2 
 

感覚と知覚 
 

学習 
 

記憶と思考 
 

動機づけと情動 
 

性格 
 

対人関係と集団 
 

神経発達症／神経発達障害 1 
 

神経発達症／神経発達障害 2 
  

 
臨床心理学 1  

 
臨床心理学 2  

心理学の領域，心理学史 
 

脳の構造，脳の働き，高次脳機能障害 
 

発達の諸側面，子どもの発達 
 

乳児期，幼児初期，幼児期，学童期 
 

青年期（思春期・青年期・青年後期），成人期，壮年期，老年期 
 

感覚，知覚的な体制化，奥行き知覚と知覚の恒常性，錯覚，運動の知覚 
 

レスポンデント条件づけ，オペラント条件づけ 
 

記憶のしくみ，記憶の二重貯蔵モデル 
 

動機づけと欲求，感情・情動，表出行動とコミュニケーション 
 

類型論，特性論，性格検査の信頼性と妥当性 
 

対人認知，対人感情，関係の維持 
 

自閉症スペクトラム症／自閉スペクトラム障害，AD/HD，LD 
 

知的能力障害（知的発達症／知的発達障害）や関連障害，発達障害者への支援，
特別支援教育 

 
コラージュ療法の体験 

 
コラージュ療法の理論 

 

 教 科 書 山祐嗣・山口素子・小林知博編著（2009）「基礎から学ぶ心理学・臨床心理学」 北大路書房 

 参 考 書 講義中に随時紹介する 
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理学療法学科【教養-2】 

 授 業 科 目 名  生 命 倫 理   単 位 認 定 者  吉 田  幸 恵 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・グループワーク・発表 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

生命倫理・医療倫理の概要・諸問題を、講義形式だけではなく、映像資料・映画を適宜参照したりグループ

ワークなどを実施したりしながら解説し、自分で考える力を身につけることを目的としています。時事問題に

沿って講義内容を変更する場合もあります。 

学 習 到 達 目 標 

医療者は時に「医療者視点」が絶対的であるという思い込みに陥りがちになります。医療の主役はあくまで

患者さんやその家族です。この授業を通して「医療は誰のものか」ということを改めて考えることができるよう

になることを目指します。   

関 連 科 目 公衆衛生学、免疫・感染症学、緩和医療学、家族学、ジェンダー論 

成績評価方法 ・ 基準 
毎授業後に実施するミニレポートの提出（30%）、グループワークでの発表（30%）、期末レポート（40%）による

総合評価。 

準 備 学 習 の 内 容 授業の前後において、可能な範囲で、教科書や参考書の該当箇所に目を通してください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

授業のイントロダクション及び 

「生命倫理」の誕生(1) 

「生命倫理」の誕生(2) 

戦争と優生思想と生命倫理 

「病い」を生きる 

被験者になるということ 

出生前診断と生殖技術(1) 

出生前診断と生殖技術(2) 

安楽死／尊厳死(1) 

安楽死／尊厳死(2) 

臓器移植をめぐる諸問題 

外部講師によるレクチャー 

グループワーク 

プレゼンテーション 

医療の役割 

まとめ 

授業全体の予定や授業の進め方などの説明、生命倫理の概要と社会的・歴史的変

遷 

生命倫理の概要と社会的・歴史的変遷（続き） 

戦争と倫理の問題について（日本とナチスドイツを中心に） 

ハンセン病史における倫理的問題 

医学研究におけるインフォームド・コンセント 

中絶・生殖技術を巡る立場と問題、様々な生殖技術 

里子問題などを通して、子どもの「生きる権利」について考える 

安楽死／尊厳死とは？安楽死を巡る日本の状況について 

安楽死を巡る世界の状況について 

臓器移植の歴史、臓器移植と法 

内容は講義進行具合を見ながら決定 

テーマを受講生から募り、グループワーク 

グループワーク結果の発表 

医療の論理、医学の進歩と医学研究のこれから 

授業全体のまとめ、期末レポート相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教 科 書 
・「はじめて出会う生命倫理」玉井真理子・大谷いづみ編 有斐閣 

・「メディカルサイエンス研究のための研究倫理ハンドブック」神里彩子・武藤香織編 東京大学出版会 

 ※仮題（5月出版予定） 

 参 考 書 未定 
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理学療法学科【教養-3】 

 授 業 科 目 名  教 育 学   単 位 認 定 者  髙 野  利 雄 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義、演習、討論 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 教育活動についての学びを通して、看護・医療の対人援助職に必要な教育者的素養を身につける。 

学 習 到 達 目 標 教育の役割を理解し、対人援助職を目指す自らのありようを述べられること。 

関 連 科 目 心理学 

成績評価方法 ・ 基準 試験（６０％）、随時の提出物と授業への取り組み（４０％） 

準 備 学 習 の 内 容 必要に応じて指示する。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

人間の活動としての教育 

 

学習権という人権 

 

教育活動の時と場 

 

家庭教育と社会教育 

 

学校教育の柱と方法 

 

指導と評価 

 

教育思想① 

 

教育思想② 

 

公立学校と私立学校 

 

学校教育現場の諸問題 

 

教育の土台となる信頼関係 

 

援助の教育 

 

児童生徒理解 

 

障碍児教育 

 

まとめ 

教育とは何か。人間は教育によって何を達成しようとしているのか。 

 

義務教育、教育の機会均等、子どもの権利条約。 

 

人間の成長と発達課題。家庭・学校・社会での教育と学習 

 

家庭教育と社会教育の実状。子育て支援。 

 

教科指導と生活指導。指導と援助。 

 

指導法と評価法。学習の動機づけ。 

 

西洋の教育をたどる。 

 

日本の教育をたどる。 

 

教育基本法。建学の精神。 

 

いじめ、不登校、学級崩壊。 

 

良好なコミュニケーション。ゴードン・メソッド。 

 

学校保健、スクールカウンセリング、スクールソーシャルワーク 

 

生徒指導と教育相談 

 

特別支援教育の考え方と実状 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 講義時に紹介する 
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理学療法学科【教養-4】 

 授 業 科 目 名  医 療 民 俗 学   単 位 認 定 者  板 橋  春 夫 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 授業終了時 

科 目 の 目 的 誕生から死に至る習俗を医療文化としてとらえる。 

学 習 到 達 目 標 日本人の生命観と現代医療の関わりなど、医療民俗学の基礎的な知識を得ることを目標とします。 

関 連 科 目 家族学 

成績評価方法 ・ 基準 試験（８５点）、課題提出（１５点） 

準 備 学 習 の 内 容 教科書を事前に一読してください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）俗信と医療文化 

  

 

 

 

 

（３）病気・介護・葬式の民俗 

 

 

 

 

 

 

（２）名付けと身体観の民俗 

 

 

 

 

 

 

①授業の概要と学習の進め方（オリエンテーション） 

②別れるときに「元気でね」となぜ言うか？（「気」の文化） 

③入院は選べないが退院は選べる？（医療と六曜） 

④11 年後はヒノエウマ。何かが起こる？（丙午俗信と出産） 

⑤なぜ節分に豆まきをするのか？（医療と俗信） 

 

⑥たそがれ時はどんな時？（夜の民俗と妖怪） 

⑦ポックリ死にたい？（高齢社会の民俗） 

⑧昔、病人をカゴで運んだ（救急搬送と医療） 

⑨畳の上で死ねないのはヤクザ？（看取りと臨終の民俗） 

⑩死は誰が判定するのか？（死の判定とタマヨビ習俗） 

⑪人はなぜ死ぬのか？（死の儀礼と民俗） 

 

⑫箸を使うのは日本人だけ？（食事の作法） 

⑬盲目の旅芸人「瞽女」（映像鑑賞） 

⑭キラキラネームは就職できない？（現代の名付け事情） 

⑮名前はどう付けるか？（名前といのち観） 

 

 

 

 教 科 書 板橋春夫著『叢書いのちの民俗学３生死』社会評論社、2010年 

 参 考 書 授業でそのつど紹介する予定。 
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理学療法学科【教養-5】 

 授 業 科 目 名  健 康 ス ポ ー ツ 理 論   単 位 認 定 者  鈴 木  聡 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 参考書の内容を中心に講義を行う。 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー  

科 目 の 目 的 
健康と運動・スポーツ、環境、老化と寿命などに関する講義内容を学習する中で、現代社会における健康

の意味や健康の維持・増進の方法について考えていく。 

学 習 到 達 目 標 
健康と運動、環境、生命科学、老化と寿命などに関する講義の内容を理解できる。 

理解した内容に関する自分の考えをまとめることができる。 

関 連 科 目 健康スポーツ実技、運動生理学、運動学、スポーツ医学、障害者スポーツ・レクリエーション論等 

成績評価方法 ・ 基準 授業への取り組み、ミニレポートおよび最終試験またはレポート 

準 備 学 習 の 内 容 
毎回ノートをとり、講義に関する自分の考えをまとめること。学習したことを活用し、日々の生活を記録するこ

と。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

ガイダンス 

 

体力について 

 

カラダづくりについて① 

 

形態計測の色々 

 

食事と健康 

 

運動処方について 

 

運動と生活習慣病 

 

身体の発育・発達と運動 

 

学生生活と健康 

 

老化、寿命と運動 

 

カラダづくりについて② 

 

障がい者スポーツ・アダプテッドスポーツ 

 

精神の健康 

 

環境と健康 

 

まとめ 

 

講義のすすめかたなど 

 

体力とは何か 

 

カラダづくりに必要なこと 

 

実習① 周径囲など 

 

運動と栄養、体重コントロール、メンタルコントロールについて 

 

身体活動量の把握 

 

生活習慣病と関連する要因 

 

子どもの時期の運動・自分の発育発達 

 

実習② 健康を維持・増進するための運動 

 

老化に伴う身体機能の変化 

 

実習③ 

 

障がい者スポーツ、アダプテッドスポーツについて 

 

運動・スポーツ、栄養と心理の関わり 

 

運動と水分補給、熱中症 

 

まとめ 

 

 教 科 書 特に指定はありません。 

 参 考 書 

「スポーツ医学Ⅰ・Ⅱ」池上晴夫著 朝倉書店 

「若いときに知っておきたい運動・健康とからだのひみつ」田口貞善、山地啓司著 近代科学社 

「健康・スポーツ科学講義 第 2版」出村慎一 監修 杏林書院 等 

「脳を鍛えるには運動しかない」ジョン J・レイティ withエリック・ヘイガーマン 訳 野中香方子 NHK出版 
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理学療法学科【教養-6】 

 授 業 科 目 名  健 康 ス ポ ー ツ 実 技   単 位 認 定 者  鈴 木  聡 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
スポーツ実技を実践し、健康管理が

出来るような講義を行う。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

身体活動を通して、各自が健康や体力に対する認識を深め、健康（運動・栄養・休養）の保持増進、体力向

上を図ることにより、心身共に健康的で幸福な生活を送れるようになる。 

室内、屋外問わず、軽運動・スポーツ・トレーニング等に親しみ、積極的に参加し、将来健康で豊かなライフ

スタイル形成が出来るよう工夫できる。 

学 習 到 達 目 標 

①健康と体力の重要性を理解し、維持向上をさせる行動が取れるようになる。 

②生涯にわたって健康と体力を維持向上するための知識・行動を身につける。 

個人の体力カード、プリント資料を用い、授業を展開する。進歩状況により授業内容の変更もある。・次回の

授業内容を調べる（スポーツのルール・技術やトレーニング方法）。 

③自らの生活習慣を観察し、その問題点を把握して対策を立て心身の健康状態を整えること。 

関 連 科 目 スポーツ科学 運動生理学 スポーツ心理学 健康づくり 運動処方 

成績評価方法 ・ 基準 授業への取り組み、ミニレポートおよび最終課題レポート 

準 備 学 習 の 内 容 
ノートをもち、日ごろの生活スタイルに関しての記録を取りましょう。仲間とコミュニケーションを図り、授業以

外でも運動・スポーツに親しんでいきましょう。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

オリエンテーション 

体力測定・形体測定① 

体力測定② 

ストレッチと自重筋トレ 

スポーツ 

スポーツ 

ストレッチと自重筋トレ 

スポーツ 

スポーツ 

スポーツ 

スポーツ 

スポーツ 

スポーツ 

体力測定③形体測定② 

まとめ 

①グループ分け、授業の流れなどの説明 

②新体力測定をベースに行います。体調をしっかり整えて望んでください。 

③シャトルランの結果と心拍数から簡単な運動処方を実施。 

④日常的に実践しておくと良いストレッチと筋トレを学ぶ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭半期での体力・形体の変化を知る。 

⑮体力測定の結果や日常生活を踏まえ、簡単な運動処方を行う。 

 

 

 教 科 書 「脳を鍛えるには運動しかない」著 ジョン J.レイティ 訳 中野香方子 NHK出版 

 参 考 書 
「若いときに知っておきたい運動・健康とからだのひみつ」田口貞善、山地啓司著 近代科学社 

など 

オリエンテーションで、皆さんの希望も伺いつつ実施のスポーツ（ニ

ュースポーツを含む）を確定します。 
経験の無い大人数での体育になると思います。 
ルールや道具、コートの工夫を柔軟に行い、参加者全員で気持ちの良

い汗をかけるように協力して、楽しみましょう！ 
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理学療法学科【教養-7】 

 授 業 科 目 名  総 合 英 語 Ⅰ   単 位 認 定 者  杉 田  雅 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
テキストに沿って進める。 

講義と受講者の授業参加。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 
専門分野の英語に取り組むための力をつける。 

専門分野の基本的英語語彙力をつける。 

学 習 到 達 目 標 

テキストや各自の力と興味に合わせた graded reader を読むことを通じて、多くの英文に接し、構文を正しく

理解し、英文の内容を理解することができる。さらにサマリーを英語でまとめることができる。 

テキストや graded readerの音声を聞くことで単語や文章を聞き取ることができる。 

医療の基本的英単語、英語表現を覚える。 

関 連 科 目 
【関連する教養科目】総合英語 II 英語表現 ステップアップ英語 

広義には理学療法に関する科目全般に関連する。 

成績評価方法 ・ 基準 前期末試験（70%）医療英単語テスト(10%) book report(20%)   

準 備 学 習 の 内 容 
Reading:テキストの各課の本文と単語を予習する。 Graded reading:月１冊のペースで読み、要約を書く。 

Conversation: 授業で学習した医療英単語、英語表現を覚え、発音し、書けるよう練習すること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

Introduction 

(Reading)Unit 1 

(Conversation) Unit 1 

(Reading)Unit 1 

(Conversation) Unit 1 

(Reading) Unit 2 

(Conversation) Unit 2 

(Reading) Unit 2 

(Conversation) Unit 2 

(Reading) Unit 3 

(Conversation) Unit 3 

(Reading) Unit 3 

(Conversation) Unit 3 

(Reading) Unit 4 

(Conversation) Unit 4 

(Reading) Unit 4 

(Conversation) Unit 4 

(Reading) Unit 5 

(Conversation) Unit 5 

(Reading) Unit 5. 

(Conversation) Unit 5 

(Reading) Unit 6. 

(Conversation) Unit 6 

(Reading) Unit 6. 

(Conversation) Unit 6 

(Reading) graded reading 

(Conversation) Unit 7 

(Reading) graded reading 

(Conversation) Unit 7 

 

授業の説明、自己紹介 

Sources of Happiness 

Meeting Patients 患者登録と生活習慣アンケートをする 

Sources of Happiness  

Meeting Patients 患者登録と生活習慣アンケートをする 

This Is Not In 

Taking Medical History 病歴および健康状態を把握する 

This Is Not In 

Taking Medical History 病歴および健康状態を把握する 

Plants as a Source of Health 

Assessing Patients’Symptoms  病状や症状をアセスメントする 

Plants as a Source of Health  

Assessing Patients’Symptoms  病状や症状をアセスメントする 

The Path to a Healthy Lifestyle 

Taking Vital Signs バイタル・サインを正確に計測する 

The Path to a Healthy Lifestyle 

Taking Vital Signs バイタル・サインを正確に計測する 

Keep the brain Young 

Taking Specimens 検体を採取する 

Keep the brain Young 

Taking Specimens 検体を採取する 

Friendship Is Good for Older People 

Taking Medical Examinations 検査の注意や指示をする 

Friendship Is Good for Older People 

Taking Medical Examinations 検査の注意や指示をする 

Graded reader 

Assessing the Pain 疾病・負傷による痛みをアセスメントする  

Graded reader 

Assessing the Pain 疾病・負傷による痛みをアセスメントする 

 

 教 科 書 
・Think Positive,  園城寺 康子他、（南雲堂）、2010年 

・Caring for People, 黛 道子、宮津多美子、杉田雅子他 （Cengage Learning）  2014年。 

 参 考 書 英和辞書、英英辞書 
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理学療法学科【教養-8】 

 授 業 科 目 名  総 合 英 語 Ⅱ   単 位 認 定 者  杉 田  雅 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
テキストに沿って進める。 

講義と受講者の授業参加。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 
総合英語 Iで養成した専門分野の英語に取り組める力の継続と発展。 

専門用語語彙力の継続と発展。 

学 習 到 達 目 標 

テキストの英文の構文を正しく理解し、内容を理解することができる。 

テキストの音声を聞くことで単語や文章を聞き取ることができる。 

医療の基本的英単語、英語表現を覚え、スキットを演じることができる。 

関 連 科 目 
【関連する教養科目】総合英語 I 英語表現 ステップアップ英語 

広義には理学療法に関する科目全般に関連する。 

成績評価方法 ・ 基準 後期末試験（70%） 医療英単語テスト(10%) スキット（20%）   

準 備 学 習 の 内 容 
Reading: 各 Unitの本文と単語を予習する。 

Conversation: 授業で学習した医療英単語、英語表現を覚え、発音し、書けるよう練習する。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

(Reading)Unit 7 

(Conversation) Unit 8 

(Reading) Unit 7. 

(Conversation) Unit 8 

(Reading) Unit 8 

(Conversation) Unit 9 

(Reading) Unit 8. 

(Conversation) Unit 9 

(Reading) Unit 9. 

(Conversation) Unit 10 

(Reading) Unit 9. 

(Conversation) Unit 10 

(Reading) Unit 10. 

(Conversation) Unit 11 

(Reading) Unit 10 

(Conversation) Unit 11 

(Reading) Unit 11 

(Conversation) Unit 12 

(Reading) Unit 11 

(Conversation) Unit 12 

(Reading) Unit12. 

(Conversation) 様々な英語表現 

(Reading) unit 12. 

(Conversation) Skit  

(Conversation) Skit 

 

(Conversation) Skit 

 

Skit  

 

Love Yourself 

Advising about Medication 処方された投薬についてアドヴァイスする 

Love Yourself 

Advising about Medication 処方された投薬についてアドヴァイスする 

Emotional Intelligence 

Improving Patients’ Mobility 体の機能回復を介助・援助する 

Emotional Intelligences 

Improving Patients’ Mobility 体の機能回復を介助・援助する 

Another Threat of Infectious Diseases 

Advising on Nutrition and Diet 栄養と食餌についてアドヴァイスする 

Another Threat of Infectious Diseases 

Advising on Nutrition and Diet 栄養と食餌についてアドヴァイスする 

The Power of the Story 

Caring for Inpatients 入院病棟で患者ケアをする 

The Power of the Story 

Caring for Inpatients 入院病棟で患者ケアをする 

The Value of Touch 

Coping with Emergencies 緊急事態に対処する 

The Value of Touch 

Coping with Emergencies 緊急事態に対処する 

What Will You Do for the Earth? 

Coffee Break 1,2,3 

What Will You Do for the Earth? 

Skitを作る（グループワーク） 

Skitを作る（グループワーク） 

 

Skit リハーサル 

 

Skit発表会 

 

 教 科 書 
・Think Positive,  園城寺 康子他、（南雲堂）、2010年 

・Caring for People, 黛 道子、宮津多美子、杉田雅子他 （Cengage Learning）  2014年。 

 参 考 書 英和辞書、英英辞書 
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理学療法学科【教養-9】 

 授 業 科 目 名  英 語 表 現   単 位 認 定 者  須 川 久 美 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 テキストに沿って進める。 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 専門分野の英語を身につける。音読、速読の訓練もしながらリスニング能力も向上させる。 

学 習 到 達 目 標 
医療、理学療法の基本的な英語表現を修得する。音読、速読の訓練により、1 分間に 100 語以上読めるよ

うにする。 

関 連 科 目 総合英語 I,II ステップアップ英語 

成績評価方法 ・ 基準 授業内小テスト（３０％）、定期試験（７０％） 

準 備 学 習 の 内 容 会話表現の練習 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 

 

イントロダクション、音読１ 

 

音読２、速読１ 

 

英英辞典の用法１ 

 

Unit １１ 

 

Unit 11、音読３、速読２ 

 

英英辞典の用法２ 

 

Unit １２、小テスト（１） 

 

Unit １２ 

 

Unit 13、音読４、速読３ 

 

Unit 13、Unit14 

 

Unit14、音読、速読４ 

 

Unit 15、小テスト（２） 

 

Unit 1６、1７ 

 

Unit １８、１９ 

 

Unit 20、総復習 

授業内容、成績評価等の説明、音読１（プリント） 

 

速読のスキル（スキャニング） 

 

英英辞典の用法（動詞） 

 

基本的指示とリスク対策 

 

リスニング、ディクテーション、速読のスキル（サブタイトルの活用） 

 

英英辞典の用法（名詞） 

 

関節可動域訓練 

 

リスニング、ディクテーション 

 

早期座位とベッドサイド訓練、速読のスキル（スキミング） 

 

リスニング、ディクテーション 

 

車いすと移乗動作、速読のスキル（主題をつかむ） 

 

リスニング、ディクテーション 

 

マット上訓練、立ち上がり訓練、リスニング、ディクテーション 

 

呼吸、排痰訓練、温熱療法、牽引療法、リスニング、ディクテーション 

 

水治療法、利き手交換 

 

 

 
 

 教 科 書 古関博美他著、20 Medical Dialogs,鷹書房弓プレス、2000年。 

 参 考 書 電子辞書 
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理学療法学科【教養-10】 

 授 業 科 目 名  ス テ ッ プ ア ッ プ 英 語   単 位 認 定 者  柴 山 森 二 郎 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講読 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
米国国立衛生研究所（NIH）付属国立医学図書館(NLM)がインターネット上で公開している医療や健康に

関する市民講座（Interactive Tutorials） のテキストを読む。 

学 習 到 達 目 標 
１．理学療法に関する英語の文献をよむ。２．理学慮法に関して用いられる英語の語彙・表現を学ぶ。3. イ

ンターネットで海外の文献を読む方法を学ぶ 

関 連 科 目 総合英語Ⅰ、Ⅱ。 英語表現。 

成績評価方法 ・ 基準 授業中の小テスト（40％）、期末テスト(60％) 

準 備 学 習 の 内 容 
Medline plusの Interactive Tutorialは自宅で自分のパソコンでも無料で直接利用できる。自宅または学内

のパソコンで繰り返し学習することを勧めたい。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6 
 
7 
 
8 
 
9 
 

10 
 

11 
 

12 
 

13 
 

14 
 

15 

導入 
 
脳卒中（１） 
 
脳卒中（２） 
 
脳卒中のリハビリ（１） 
 
脳卒中のリハビリ（２） 
 
脳卒中のリハビリ（３） 
 
脳卒中のリハビリ（４） 
 
まとめ 
 
股関節全置換のリハビリ（１） 
 
股関節全置換のリハビリ（２） 
 
股関節全置換のリハビリ（３） 
 
股関節全置換のリハビリ（４） 
 
股関節全置換のリハビリ（５） 
 
股関節全置換のリハビリ（６） 
 
まとめ 
 
 
 
 
 

Medline plusの利用の仕方 
 
導入 
 
脳卒中のタイプ 
 
リハビリの目標 
 
リハビリの種類 
 
脳卒中の理学療法（１） 
 
脳卒中の理学療法（２） 
 
まとめ 
 
股関節全置換術とは 
 
股関節の仕組み 
 
股関節の筋肉 
 
人工股関節 
 
術後の理学療法（１） 
 
術後の理学療法（２） 
 
まとめ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 教 科 書 使用しない（テキストはプリントを配布する） 

 参 考 書 医学英語辞典、学習英語辞典 
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理学療法学科【教養-11】 

 授 業 科 目 名  中 国 語   単 位 認 定 者  深 町  悦 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 現代のグローバル化の社会の中で、一国際人として、多言語ができる人材を育成する。 

学 習 到 達 目 標 日常生活及び仕事の中で、簡単な会話ができるように進めたい。 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 
期末に筆記試験を行う。出席率と受講時の学習態度を参考し、総合成績を評価する。 

基準は筆記試験の成績が 70％、授業への参加度が 30％。 

準 備 学 習 の 内 容 
前回の講義で学習した内容を復習すること。特に発音と四声はテキストの CD を参考しながら繰り返し練習

して欲しい。新しい単語を暗記し、漢字の書く練習と読む練習をすること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１課  発音の基本 

第２課  子音（１） 

第３課  子音（２） 

第４課  鼻母音、“一”の変調 

数字、発音と四声の復習 

声調の組み合わせ、挨拶の言葉 

第５課の学習 

第５課の復習、練習 

第６課の学習 

第６課の復習、練習 

第７課の学習 

第７課の復習 

第８課の学習 

第８課の復習 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス、母音、四声 

第１課の復習、子音、第三声 

第２課の復習、子音，“不”の変調 

第３課の復習、儿化音，鼻母音 

第４課の復習、数字、発音の復習（音節表の朗読） 

確認テスト、教室用語 

文法（述語文、疑問文）、会話 

会話の練習、練習問題 

第５課の復習、第６課の文法（動詞、量詞）、会話 

第６課の復習、会話の練習、練習問題 

文法（助詞、助動詞、連動文）、時刻、会話 

第７課の復習、会話の練習、練習問題 

文法（助詞、前置詞、数量補語）、会話 

第８課の復習、会話の練習、練習問題 

第１課から第８課までの復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 楽しく話せる中国語 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-12】 

 授 業 科 目 名  コ リ ア 語   単 位 認 定 者  青 木   順 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講 義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 基礎的なコリア語を学ぶと同時に、韓国社会や文化への理解も深める。 

学 習 到 達 目 標 

・ハングル文字を正確に読み書きできるようになる。 

・正確な発音をマスターする。 

・挨拶をはじめ、簡単な日常会話を身につける。 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 授業中の小テスト数回（４０％）・期末テスト（６０％） 

準 備 学 習 の 内 容 授業の復習をよくすること 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

 

 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一課 

第二課 

第三課 

 

第四課 

第五課 

第六課 

 

 

 

第七課 

 

第八課 

 

第九課 

第十課 

 

まとめ 

コリア語は語順が日本語と非常に似ており日本人にとっては学び易い言語といえ

る。反面、日本語にない発音が多いため正確な発音を習得するには少々時間を要

する。そこで、発音の練習とともに語彙を増やし、基本文法や会話を体系的に指導し

ていく。 

前半はハングル文字の読み書きを中心に、語彙を増やすとともに簡単な挨拶言葉が

言えるように、後半は文法を中心に簡単な日常会話ができるように講義を行う。また

音楽鑑賞などを通じて、韓国の社会や文化に触れさせる。 

 

＜文字と発音＞ 

・ハングルの読み方 基本母音と基本子音の一部 

・ハングルの読み方 基本子音 

・ハングルの読み方 基本子音と激音 

・ハングルの読み方 激音と濃音 

・ハングルの読み方 合成母音 

・ハングルの読み方 パッチム 

・ハングルの読み方まとめ 

挨拶言葉など通して韓国文化を学ぶ。 

 

＜文法と会話＞ 

・「私は青木です」単語と文法 

・「私は青木です」文法と会話 

・「何人家族ですか」単語と文法 

・「何人家族ですか」文法と会話 

・「すみません」単語と文法と会話 

・「どうぞ召し上がってください」単語と文法 

・「どうぞ召し上がってください」文法と会話 

・まとめ 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 講師作成教材使用予定（コピー） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-13】 

 授 業 科 目 名  個 人 ・ 家 族 と 生 活   単 位 認 定 者  坂 本  祐 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

学生は皆、家族関係の中にあり、今後その多くは自ら新しい家族を形成していく。また、保健医療サービス

の対象者の多くは家族関係の中にあり、サービス提供にあたっては、その人だけでなく、家族や家族関係

をも対象とすることが必須である。この科目は、職業人、生活者、市民としての家族に関する見識と“家族す

る力”の養成と、家族を踏まえた適切な保健医療サービスの提供を可能にする知識の形成を目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

１． 近代家族の特徴、家族機能など、家族を理解し、考察し、ひいては将来サービス対象とする 

ための基本的な概念を習得する 

２． 自分と定位家族、自らが将来つくるかもしれない家族、そこにおける家庭生活、家庭生活と 

職業生活のバランス等についてより具体的に考えられるようになる 

３． サービス対象者が家族関係の中にあることや、当事者だけでなく家族関係もサービス対象と 

なることが認識できる 

関 連 科 目 個人・家族と社会 地域社会学 法学 

成績評価方法 ・ 基準 
講義時間内に、何度か小レポートを実施。定期試験、小レポート、平常点などを考慮して総合的に評価す

る（定期試験 70％・平常点と小レポート 30％）。 

準 備 学 習 の 内 容 前回授業の重要事項を見直しておくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族をとらえる（1） 

家族をとらえる（2） 

家族の機能（1） 

家族の機能（2） 

家族のつながり（1） 

家族のつながり（2） 

 

家族をめぐる制度 

家庭経済（1） 

家庭経済（2） 

生活習慣（1） 

生活習慣（2） 

ワーク・ライフ・バランス(1) 

ワーク・ライフ・バランス(2) 

ワーク・ライフ・バランス(3) 

まとめ 

近代家族の基本概念 近代家族の特徴 近代家族の誕生 家族とはなにか 

家族の変動 家族と世帯 世帯の動向 家族周期 

近代家族が担ってきた基本機能=生活保障   

生産機能 消費機能 

家族のつながりの変化と現状 家族行動の個別化 

家族のつながりの変化による影響 子育て負担の偏り 家族の一体感を高める取り組

み 

“夫婦別姓”とはどういう問題か  

家庭経済内部の４つの活動とその循環 

生活とお金 ワーキングプア 

生活習慣、医療と生活習慣、生活習慣への働きかけ、家族と生活習慣①食生活 

家族と生活習慣②喫煙、③飲酒 

ワーク・ライフ・バランス 働く人の生活への配慮 

家庭責任をもつ人の仕事への支援 

理学療法士としての成長と私生活 

まとめ 

 

 教 科 書 使用しない（随時プリントや資料を配布） 

 参 考 書 「日本型近代家族」千田有紀（勁草書房） 
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理学療法学科【教養-14】 

 授 業 科 目 名  個 人 ・ 家 族 と 社 会   単 位 認 定 者  坂 本  祐 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
「個人家族と生活」、「大学の学び入門」の 2科目の展開科目と位置づける。 

社会的事象と自身の生活や経験を関連づけて考えられるようになる 

学 習 到 達 目 標 

1.家族の中の暴力が、単に個人的な問題ではなく、社会が引き起こしている面もある問題であるこ 

とが理解できる 

2.暴力に苦しむことのない家族のあり方、それを可能にする、より公正で、より生きやすい社会の 

姿を、自身の将来と関連づけて具体的に認識できる 

3.授業を聴くだけでなく、個人家族、労働、社会に関する事柄を自身のことばで考え、的確に表現 

できる 

関 連 科 目 個人・家族と生活、大学の学び入門、地域社会学、法学 

成績評価方法 ・ 基準 
定期試験と、講義を踏まえた小レポートに、平常点を加味して評価する。配点内訳は、定期試験70％、小レ

ポート・平常点30％を目安とする。 

準 備 学 習 の 内 容 前回講義の重要事項を見直しておくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

3 

4 

 

5 

 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

 

14 

15 

ジェンダー、戦後日本社会のジェンダ 

ー構造 

製造装置を読み解く(1) 

製造装置を読み解く(2) 

製造装置を読み解く(3) 

 

生産物次元の問題 (1) 

 

生産物次元の問題（2) 

生産物次元の問題（3) 

生産物次元の問題 (4) 

子育てとジェンダー 

児童虐待（1） 

児童虐待（2） 

児童虐待（3） 

性別について公正な社会へ（1） 

 

性別について公正な社会へ（2） 

まとめ 

ジェンダーとは 製造装置の回路（２つの性別分業）、一次生産物（社会資源の男性

偏在）、二次生産物（女性問題） 

第１の性別分業：社会的労働と私的労働 

第１の性別分業：社会的労働と私的労働（続） 

第２の性別分業：社会的労働の中の性別分業（基幹労働と周辺労働）、 

２つの性別分業の関係 

一次生産物：経済力と意思決定の男性への偏り、二次生産物：女性問題―女性 

に対する暴力、とくに DVを具体例として（1） 

二次生産物：女性問題―女性に対する暴力を例に DV(1) 

二次生産物：女性問題―女性に対する暴力を例に DV(2) 

ハラスメント 

子育てに係る能力に男女差はあるのか？ 

児童虐待の定義、種類、問題 

児童虐待の実態 

児童虐待の防止・対応 

国連女性差別撤廃条約、男女共同参画社会基本法、性別について公正な社会の 

姿（1） 

性別について公正な社会の姿（2）、社会的労働と私的労働のゆくえ 

まとめ 

 

※講義内容を踏まえた上で各自の意見をまとめ、グループで意見交換する等の演習

形式をとる場合もある。 

 

 

 

 教 科 書 使用しない（プリント、ワークシートによる） 

 参 考 書 信田さよ子「家族の悩みにおこたえしましょう」朝日新聞出版社、2012 
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理学療法学科【教養-15】 

 授 業 科 目 名  地 域 社 会 学   単 位 認 定 者  坂 本  祐 子 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

日常生活においては、あまり意識することのない「地域」であるが、様々な領域において、「地域」の重要性

が再認識されている。少子高齢の進行する日本社会において、高齢者と子どもの生活も「地域」を基盤とし

ているし、環境や防災の問題においても結局は「地域」での解決を要する問題である。講義を通して、地域

社会における問題点、自分の身近な地域における生活の問題と意味を考えることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

１ 地域社会に関する基本的な知識（地域社会の概念、日本社会における歴史的な地域社会の状況、地

域社会の構成要素など）を身につける。 

２ 地域社会で解決しうる現代社会の諸問題について学ぶ。 

３ 地域社会を身近なこととしてとらえ、地域社会に対して各自が関心と意見を持つ。 

関 連 科 目 

関連し合う教養科目 

－個人・家族と生活 個人・家族と社会 ボランティア活動論 環境学 経済学 

この科目が基盤となる専門基礎科目 

－社会福祉・地域サービス論 障害者スポーツ・レクリエーション論 

この科目が基盤となる専門科目  

－生活環境学 日常生活活動学 地域理学療法学 環境理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 
講義時間内に、何度か小レポートを実施。定期試験、小レポート、平常点などを考慮して総合的に評価す

る（定期試験 70％・平常点と小レポート 30％）。 

準 備 学 習 の 内 容 
普段から社会の変化を感じ、地域社会で何が問題になっているのか自分で考える力を養うため、新聞を読

む習慣をつけてもらいたい。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 
 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 

15 

地域社会学の概論(1) 
 
地域社会学の概論(2) 
地域社会学の概論(3) 
地域社会学の概論(4) 
地域社会学の概論(5) 
地域と家族(1) 
地域と家族(2) 
子育てと地域社会(1) 
子育てと地域社会(2) 
地域コミュニティの担い手(1) 
地域コミュニティの担い手(2) 
地域コミュニティの担い手(3) 
地域コミュニティの担い手(4) 
地域コミュニティの形成 

まとめ 

地域社会、地域コミュニティへのアプローチ。なぜ今「地域」が重要なのか。地域社会
とは何か。 
地域社会の都市化への変遷・歴史。生活の質とライフスタイルの変化。 
地域社会で解決しうる諸問題について(環境、家族、教育、福祉、防災など)① 
地域社会で解決しうる諸問題について(環境、家族、教育、福祉、防災など)② 
地域社会で解決しうる諸問題について(環境、家族、教育、福祉、防災など)③ 
近代家族の誕生、労働環境の変化と家族 
家族の機能と家族の変容 
都市化の進展と子育て環境の変化 
地域で育児を支援する様々な取り組み 
コミュニティ福祉の理念と方法 
ボランティアと住民組織の再評価 共助社会 
NPOの可能性とコミュニティ・リーダー 
地域における社会起業家の活躍 
地域におけるソーシャル・キャピタルとネットワーク 

講義内容の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教 科 書 使用しない（随時プリントや資料を配布） 

 参 考 書 「地域の社会学」森岡清志編（有斐閣アルマ） 
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理学療法学科【教養-16】 

 授 業 科 目 名  ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 論   単 位 認 定 者  竹 澤  泰 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 実践 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 ボランティアとは何か。ボランティア活動実施における問題点。ボランティア活動と心の交流。 

学 習 到 達 目 標 

ボランティアについての基本概念とその歴史を修得。 

ボランティア活動を国内のみならず国際的な見地からもながめ、現在行われている活動を調査・ 

理解する。そして将来のボランティア活動参加意欲を育てる。 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 
テーマ毎に行うグループプレゼンテーションとそのリポート(60%)。毎時間講義内容に対する意見提出に対

する評価(40%) 。 

準 備 学 習 の 内 容 自分の意見や考え方を表現出来るようにしておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

 

2 

 

3 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

 

 

 

8 

 

9 

10 

11 

12 

 

13 

 

 

14 

 

15 

ボランティアとは 

 

エゴグラムテスト 

 

ボランティア活動 

 

ボランティアの歴史 

ボランティア活動の経験談 

 

ボランティア活動の経験談 

 

ボランティア活動の経験談 

 

ボランティア活動のプレゼンテーション、

調査開始 

 

 

 

同上 

 

プレゼンテーション開始 

同上 

同上 

同上 

 

ボランティアについて 

講義全体のまとめ 

 

レポートの書き方 

 

まとめ 

学生に「ボランティア」についてのディフィニションを問う 

エゴグラムテストにより自己分析・認識をする。 

ボランティア活動のみならず将来の職業においても必要である 

 

講師の３０年間のボランティア活動（日本と米国） 

現在行っているＮＰＯ法人の活動について 

ボランティア活動の歴史概論 

足利市市民活動センター長 鈴木光尚氏 

 

アトランタパラリンピック 銅メダリスト 坂本京子氏 

 

カンボジアに毎年学校設立。バングラディッシュの売春婦救済運動家 坂本侃氏 
 
発表に関する資料作り方について質疑応答 

グループ毎に現行のボランティア活動を調査する前に、調査の仕方・調査の論点が

ずれていないかを確認自分の意見を持ち、聞き手に理解させる話方の訓練。学生同

志発表を採点する。質疑応答 

 

同上 

 

各グループで調査しまとめたことを発表する 

同上 

同上 

同上 

 

調査・学習したことについてのまとめの指導 

ボランティアについての意見交換 

 

発表した結果をリポートにまとめ方指導 

 

レポート提出 

 

 教 科 書 特になし 

 参 考 書 

「ボランティアという人間関係」原田隆司（世界思想社） 

シリーズ福祉のこころ 

１ 福祉の心 ２ 障害ってなんだろう、３ 老いのものがたり、４ きみの心のサポーター、 

５ 命のあかりを求めて    旬報社 
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理学療法学科【教養-17】 

 授 業 科 目 名  法 学 （ 日 本 国 憲 法 含 む ）   単 位 認 定 者 西 川  久 貴 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
現代社会における法の機能の基礎的理解。日本国憲法の基本原理の基礎的理解（「基本的人権の尊重」

を中心に）。 

学 習 到 達 目 標 

・日本国憲法の基本原理の基礎的理解。 

・制度の趣旨及び機能を、制度の沿革や諸々の価値の比較検討を通じて、具体的に明らかにする。そのう

えで、一定の結論を導き出す考え方を養う。 

関 連 科 目 個人・家族と生活、ジェンダー論、環境学、経済学 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験（論述問題含む）により評価（１００％）。 

準 備 学 習 の 内 容 次回講義内容に関する時事問題又は関心のある身近な問題についての自分なりの検討。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 

 

 

法学１ 

 

法学２ 

 

憲法総論１ 

 

憲法総論２ 

 

基本的人権１ 

 

基本的人権２ 

 

基本的人権３ 

 

基本的人権４ 

 

基本的人権５ 

 

基本的人権６ 

 

統治機構１ 

 

統治機構２ 

 

統治機構３ 

 

統治機構４ 

 

法学・憲法 

法律の種類、法体系、裁判制度、文化としての法 

 

法の発展、現代社会における法の機能 

 

憲法の意味、日本国憲法の成立 

 

国民主権の原理、平和主義の原理 

 

人権の意味、人権の種類 

 

幸福追求権、法の下の平等 

 

思想・良心の自由、信教の自由、学問の自由 

 

表現の自由、集会・結社の自由、通信の秘密 

 

職業選択の自由、居住・移転の自由、財産権の保障 

 

人身の自由、参政権、生存権 

 

国会 

 

内閣 

 

裁判所 

 

憲法改正の手続 

 

まとめ、社会において役に立つ実務的な法的知識 

 

 教 科 書 不使用。 

 参 考 書 本授業においては特に必要としません。 
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理学療法学科【教養-18】 

 授 業 科 目 名  経 済 学   単 位 認 定 者  飯 島  正 義 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義形式 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
経済学は、私たちの経済生活の中に存在する本質を明らかにすることを目的とした学問です。したがって、

経済学を学ぶということは私たちの経済生活そのものを知るということになります。 

学 習 到 達 目 標 
1. まず経済学の基礎理論をできるようにする 

2. その上で、現実の経済問題について理解できるようにする 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 平常点（学習態度、授業中に行う確認等）40％、学期末試験（筆記試験）60％ 

準 備 学 習 の 内 容 
高校時代に学んだ「政治・経済」の「経済」のところをもう一度見直しておいて下さい。一層理解が深まると思

います。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

イントロダクション 

 

国民経済の仕組み 

 

市場メカニズムとその限界 

 

景気循環 

 

物価 

 

政府の役割 

 

財政・金融政策（1） 

 

財政・金融政策（2） 

 

国内総生産（GDP）（1） 

 

国内総生産（GDP）（2） 

 

経済成長 

 

貿易・国際収支 

 

為替レート 

 

少子高齢化と社会保障（1） 

 

少子高齢化と社会保障（2） 

授業内容とその進め方、成績評価について説明 

 

経済３主体、国民経済の仕組みと租税 

 

市場メカニズムとは何か、市場の失敗 

 

景気の波、日本の「景気指標」を読む 

 

物価とは何か、インフレ・デフレと私たちの生活 

 

政府の役割、政府の失敗 

 

財政政策 

 

金融政策 

 

国内総生産とは何か、三面等価の原則 

 

「国民経済計算」のデータを読む 

 

経済成長とは何か、成長要因は、日本の成長率を確認する 

 

比較優位説、国際収支とは何か、「国際収支表」を読む 

 

為替レートとは何か、為替レートの変動とその影響 

 

少子高齢化の経済への影響、年金問題 

 

医療問題 

 

 教 科 書 使用しない（当日プリントを配布します） 

 参 考 書 必要に応じて随時紹介します。 
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理学療法学科【教養-19】 

 授 業 科 目 名  環 境 学   単 位 認 定 者  西 薗  大 実 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

環境問題への認識は、現代社会を生きていくために不可欠の要素である。また、疾病の発症するバックグ

ラウンドとして、その時代の環境が色濃く反映している。環境理解を深めることによって、社会人としてよりよ

く生き、適切な保健医療サービスを提供できるようになることを目指す。 

学 習 到 達 目 標 

1. 環境問題の背景と発生原因への理解 

2. 公害問題、地球環境問題とその対策、関連する法制度の理解 

3. 資源・エネルギーの適切な利用の理解と循環型社会・持続可能社会構築への認識 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（90％）、平常点（10％） 

準 備 学 習 の 内 容 自筆ノートの整理 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

環境とは 

 

地球の環境の構造 

 

生活を支える資源 

 

環境問題の変遷 

 

典型七公害 

 

有害物質による環境汚染 

 

水質汚濁（Ⅰ） 

 

水質汚濁（Ⅱ） 

 

オゾン層破壊 

 

地球温暖化(Ⅰ) 

 

地球温暖化(Ⅱ) 

 

エネルギー問題 

 

廃棄物問題 

 

循環型社会 

 

持続可能社会 

 

 

環境問題の範囲と背景 

 

地球の自然の成り立ち 

 

再生可能資源と再生不能資源、食料生産と環境 

 

公害問題から地球環境問題への歴史的・内容的変遷 

 

足尾鉱毒、四大公害病 

 

イタイイタイ病を事例として 

 

水質汚濁の原因、生活排水、ＢＯＤ 

 

水質汚濁の対策、下水と浄化槽、多自然川づくり 

 

オゾン破壊物質、紫外線 

 

温室効果ガス、気候変動の状況と見通し、対策 

 

予防原則、世代間公平の原則、先進国途上国の責任 

 

日本の１次エネルギー現状、再生可能エネルギー 

 

一般廃棄物、産業廃棄物、医療廃棄物、感染性廃棄物 

 

３Ｒ、熱回収、適正処分 

 

再生可能資源中心の社会づくり 

 

 
 

 教 科 書 使用しない（プリント配布） 

 参 考 書 「環境白書」環境省編・ぎょうせい 
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理学療法学科【教養-20】 

 授 業 科 目 名  情 報 処 理 Ⅰ   単 位 認 定 者  西 谷   泉 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
コンピュータを使った実習形式で行

う。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 Excelを使用した実習を通して、情報処理の基本的な知識・技能を実習的に習得する。 

学 習 到 達 目 標 
Excel を用いて種々のデータを表やグラフ等に表現処理し、その結果を考察すると共に、結果をプレゼンテ

ーションできるようにする。 

関 連 科 目 情報処理Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 
試験(40%)・課題提出(15%)・発表(15%)・平常点(30%)を総合判断して、成績評価を行う。詳細は、講義の中で

説明する。 

準 備 学 習 の 内 容 特になし 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

統計学の基礎① 

 

統計学の基礎② 

 

Excelの基本 

 

合計、平均の計算 

 

関数の活用 

 

最大・最小 

 

表の作成 

 

グラフ作成 

 

様々なグラフ 

 

データベースの基本事項 

 

データのソート、検索、集計 

 

Wordへの Excelの埋め込み 

 

研究課題の発表① 

 

研究課題の発表② 

 

まとめ 

統計学の歴史について指導する 

 

統計学の基本的事項について指導する 

 

Excelの基本的事項について指導する 

 

種々のデータの合計、平均について指導する 

 

Excel内の種々の関数について指導する 

 

種々のデータの最大値・最小値について指導する 

 

種々のデータを表にする方法を指導する 

 

種々のデータのグラフの描き方について指導する 

 

種々のグラフの描き方等について指導する 

 

種々のデータベース作成について指導する 

 

種々のデータのソート、検索、集計を指導する 

 

Wordへの Excelの埋め込みについて指導する 

 

各受講生が独自に調べた内容を PowerPointを用いてプレゼンテーションを行う 

 

各受講生が独自に調べた内容を PowerPointを用いてプレゼンテーションを行う 

 

全体的なまとめを行う 

 

 教 科 書 「30時間でマスター Excel2013」（実教出版） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-21】 

 授 業 科 目 名  情 報 処 理 Ⅱ   単 位 認 定 者  西 谷   泉 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 
コンピュータを使った実習形式で行

う。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 情報処理しⅠで学習したことを元に、社会における情報処理の応用的な内容を実習的に習得する。 

学 習 到 達 目 標 
Excel を用いて種々のデータを表やグラフ等に表現処理し、その結果を考察すると共に、結果をプレゼンテ

ーションできるようにする。 

関 連 科 目 情報処理Ⅰ 

成績評価方法 ・ 基準 試験(50%)・発表(20%)・平常点(30%)を総合判断して、成績評価を行う。詳細は、講義の中で説明する。 

準 備 学 習 の 内 容 特になし 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

統計学・情報処理の復習① 

 

統計学・情報処理の復習② 

 

統計学・情報処理の復習③ 

 

統計学・情報処理の応用① 

 

統計学・情報処理の応用② 

 

統計学・情報処理の応用③ 

 

統計学・情報処理の応用④ 

 

統計学・情報処理の応用⑤ 

 

統計的方法の社会での活用について① 

 

統計的方法の社会での活用について② 

 

統計的方法の社会での活用について③ 

 

統計的方法の社会での活用について④ 

 

発表① 

 

発表② 

 

まとめ 

前期で学習した内容を復習・確認する。 

 

前期で学習した内容を復習・確認する。 

 

前期で学習した内容を復習・確認する。 

 

統計的な方法や情報処理の技術を具体的な場面でどのように応用するかを指導す

る。 

統計的な方法や情報処理の技術を具体的な場面でどのように応用するかを指導す

る。 

統計的な方法や情報処理の技術を具体的な場面でどのように応用するかを指導す

る。 

統計的な方法や情報処理の技術を具体的な場面でどのように応用するかを指導す

る。 

統計的な方法や情報処理の技術を具体的な場面でどのように応用するかを指導す

る。 

現実社会における統計的な方法がどのように生かされているかを学習する。 

 

現実社会における統計的な方法がどのように生かされているかを学習する。 

 

現実社会における統計的な方法がどのように生かされているかを学習する。 

 

現実社会における統計的な方法がどのように生かされているかを学習する。 

 

各受講生が独自に調べた内容を PowerPointを用いてプレゼンテーションを行う 

 

各受講生が独自に調べた内容を PowerPointを用いてプレゼンテーションを行う 

 

全体的なまとめを行う 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-22】 

 授 業 科 目 名  生 活 の 中 の 数 学   単 位 認 定 者  栗 田  昌 裕 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 7 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 

毎回、講義内容に関連する内容のプ

リントを配布し、解説する。簡単な問

題をその場で考えて解く。 

オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

高校数学の基礎を復習し、数学の各分野の概念を再確認し、それを医療を含む生活での現象に結びつけ

て応用するセンスと技能を学び、将来、理学療法士として数理現象を見出し、定量的に表現し、その上で

分析、評価するための基礎的な能力を磨く。 

学 習 到 達 目 標 
１．基礎的な数学の概念の復習をする。２．数学の概念や道具を自力で扱えるようにする。３．定量的にもの

ごとを評価するセンスを磨く。 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 
テキストとして渡すプリントにある例題をそのつど復習して、次回の講義の前提となる基礎力を確実に得て

おくことが準備学習である。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

数と式 

 

方程式と不等式 

 

 

２次関数 

 

 

 

 

図形と計量 

 

 

個数の処理 

 

 

確率 

 

 

論理と命題 

 

 

平面図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

多項式の四則演算を復習する。生活の中でそのセンスを磨くことを促す。 

 

１次不等式、２次方程式の復習をする。生活の中でそのセンスを役立てることを促

す。 

 

関数とグラフの概念を復習する。 

関数の最大・最少の求め方を整理する。 

２次関数のグラフと２次方程式・２次不等式の関係。 

生活の中で定量的なセンスを発揮することを促す。 

 

三角比、正弦定理と余弦定理、図形の計量に関して復習する。生活の中でそのセン

スを磨くことを考える。 

 

集合とその要素の個数、場合の数、順列、組み合わせ・二項定理の復習。生活の中

でそのセンスを応用、活用することを考える。 

 

事象と確率、確率の性質、反復試行の確率、期待値の復習。生活の中でそのセンス

を役立てることを考える。 

 

命題と条件、必要条件、十分条件、逆、裏、対偶の復習。生活や医療の場で論理的

にものごとをとらえるセンスを磨くことを促す。 

 

平面図形の復習。生活の中でそのセンスを役立てることを考える。 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-23】 

 授 業 科 目 名  大 学 の 学 び 入 門   単 位 認 定 者  杉 田  雅 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義、ワーク オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

高校生までの学習・生活から大学生の学習・生活に移行する 

1.与えられた知識や技術を身に付けていく高校までの学習から、自ら課題を見つけ、それを解決していく大

学の学習へ 

2. 高校までの大人に守られた生活から、責任ある大人としての生活へ 

学 習 到 達 目 標 

1. 大学での学習に必要な学習習慣・学習技術（アカデミック・スキル）を理解し、授業やレポートで実践でき

る。 

2. 責任ある大人としての生活に必要な、基本的な生活習慣を身につけ、大学生活で実践できる。 

（スチューデント・スキル） 

関 連 科 目 全科目 

成績評価方法 ・ 基準 レポート（70%）、受講時の意見文・感想文等の平常点（30%） 

準 備 学 習 の 内 容 前回授業の重要事項を見直しておくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

科目の説明、大学生の学習・生活 

アカデミック・スキルとスチューデント・スキ

ル(杉田)  

聞く・読む（杉田） 

 

インターネットリテラシー（岡部） 

 

調べる（佐藤司書） 

 

考える（杉田） 

 

書く：レポートの書き方１（杉田） 

 

書く：レポートの書き方２（杉田） 

 

書く：レポートの書き方３（杉田） 

 

相手の話を聴く（榎本） 

 

自分の気持ちや考えを伝える（榎本） 

 

協力して作業する（榎本） 

 

自身の課題を見つける（杉田） 

 

書く：テーマを見つける（杉田） 

 

書く：レポートを書く（杉田） 

 

書く：レポートを書く（杉田） 

科目の目的・目標・進め方の説明、 高校生までの学習・生活と大学生の学習・生活

の違い 

アカデミック・スキル、スチューデント・スキルとは 

授業を受ける、ノートを取る、本や資料を読む 

 

インターネット利用のルールとマナー 

 

情報を探す 

 

直感的感情的反応から論理的思考へ、課題を見出す、解決の筋道を組立てる 

 

レポートとは何か  レポート作成の手順 

 

論文作法 

 

レポートの形式 

 

ロールプレイを通して基本的なカウンセリングの技法を体験する． 

 

グループワークを通し，自分の感情や意思をわかり易く伝える練習をする． 

 

これまでのワークを通して身につけたスキルを活用し，周囲と協力して課題を達成す

る 

前回までの授業を踏まえて、自身の学習と生活を検証し、学習、生活両面の自己課

題を見出す 

レポートのテーマを決める 

 

レポート作成の実践 

 

レポート作成の実践、提出 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-24】 

 授 業 科 目 名  生 物 学   単 位 認 定 者  佐 藤 久 美 子 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー  

科 目 の 目 的 
高等学校「生物基礎」履修済みを前提に、専門科目の生命科学関連科目を理解するために必要な生命現

象の基礎知識を深めることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

次の事項を学ぶことによりヒトの生命活動の全体像を理解する。 

１．生命の単位、細胞     ２．生命活動とエネルギ－     ３．細胞の増殖と分化   

４．生殖と発生   ５．遺伝    ６．ヒトの遺伝 

関 連 科 目 化学、解剖学、生理学、生化学 

成績評価方法 ・ 基準 学習到達目標の達成度を測る内容の中間試験（35%）・定期試験（50%）・授業への参加度（15%） 

準 備 学 習 の 内 容 
各回ともシラバスの講義内容に一致する高等学校生物の教科書または補助教材を復習しておくこと。特

に、各回授業範囲の専門用語について理解しておくこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

∫ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

∫ 

５ 

 

 

 

６ 

∫ 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8章  

ヒトへの進化  教科書 pp.167～ 

第 1章 

生命を支える物質  教科書 pp.3～ 

 

第 2章 

生命の単位     教科書 pp.13～  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4章 

生命活動とエネルギ－ 

          教科書 pp.73～  

 

 

 

中間試験 ((30分程度) 

 

第 5章 

細胞の増殖・細胞の分化と幹細胞 

          教科書 pp.87～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生命の誕生と進化、ヒトへの進化の概説 

 

・生命現象の特質：一様性、多様性、連続性 

・水、タンパク質、・炭水化物（糖質）、脂質、核酸、無機質（無機塩類） 

 

・ウイルス、原核細胞（細菌類を含む）、真核細胞 

真核細胞の構造と機能 

・細胞膜の構造と機能、・細胞質基質の役割 

・粗面小胞体、滑面小胞体の構造と機能、 

・ゴルジ体の構造と機能      

・リソゾーム    ・ペルオキシソーム      

・ミトコンドリア   ・色素体     

・細胞骨格の種類とその役割 

 

・酵素の性質と酵素反応 

・生命活動とエネルギ－ 

・光合成：光エネルギ－を利用して二酸化炭素から炭水化物を作り出す過程 

・呼吸：生体のエネルギー産生過程とミトコンドリアの役割（解糖系から TCA回路、 

電子伝達系によるエネルギーの産生） 

 

１回～５回までの講義内容について問う。 

 

・細胞周期 

・間期（S期、G2期、G1期）における活動   ・細胞周期の調節 

・分裂期（Ｍ期） 

体細胞分裂 －染色体の構造、娘細胞への染色体（遺伝子）の分配－   

減数分裂 －生殖細胞の形成－ 

・配偶子の形成 

・ヒトの配偶子形成 

・減数分裂期に起こるキアズマ形成と遺伝子組み換えのメカニズムと意義 

・細胞の分化と各種幹細胞（胚性幹細胞、iPS細胞など） 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

９ 

∫ 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

∫ 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

∫ 

15 

 

 

 

第 6章－① 

 遺伝－ヒトを中心に－  

教科書 pp.106～ 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

受精・発生・分化  教科書 pp.137～ 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 

 ヒトの初期発生  教科書 pp.153～  

 

 

 

 

 

第 6章－② 

 遺伝－ヒトを中心に－  

教科書 pp.106～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・細胞の連続性を担う本体、DNAの複製  

・ＤＮＡに組み込まれている遺伝情報 

・遺伝情報発現詳細 

・原核生物と真核生物における遺伝情報発現コントロール 

特定の時期（環境）に特定の遺伝子が発現する機構（あるいは発現しない機

構） 

・性染色体の不活化 

・生体に備わっている DNA修復機構 

 

 

 

・無性生殖と有性生殖 

・哺乳類の受精 

・発生・分化のしくみ 

   卵割と胞胚形成 

胚葉形成（中期胞胚変（遷）移と母性胚性変（遷）移） 

器官形成 

発生をつかさどる遺伝子 

アポト－シス～形態形成を支える要件 

 

・卵割と初期胚 

・胚盤胞の形成と着床 

・内細胞塊の分化と胚葉の形成 

・胚葉の分化 

・前胚子期と胚子期 

 

 

・メンデルの法則とヒトの遺伝  家系図の表し方 

・常染色体性優性遺伝病と劣性遺伝病 

・伴性遺伝病 

・ミトコンドリア病、多因子遺伝病 

・保因者・患者の出現頻度－ハ－ディ－ワインベルグの法則 

・染色体異常 

・先天異常 

 

 

 教 科 書 人の生命科学    医歯薬出版株式会社  佐々木史江、堀口 毅、岸 邦和、西川純雄 

 参 考 書 

高校で[生物基礎]を履修：高校生物補助教材 フォトサイエンス生物図録 【数研出版】  

最新図説生物 【第一学習社】 

高校で[生物基礎][生物]を履修：アメリカ版 大学生物学の教科書 １-３巻 D.サダヴァ他著 

ブル-バックス【講談社】 

はじめの一歩のイラスト生化学・分子生物学 前野正夫・ 

磯川桂太郎著 【羊土社】 

               基礎から学ぶ生物学・細胞生物学  和田 勝著【羊土社】  
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理学療法学科【教養-25】 

 授 業 科 目 名  化 学   単 位 認 定 者  日 置  英 彰 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 授業の前後 

科 目 の 目 的 
医療と化学の関係は深い．生命活動自身が秩序だった化学反応であり，医薬品，医用材料，臨床検査薬

等を扱うには化学的な見方・考え方は重要である．本講義ではその基礎を習得する． 

学 習 到 達 目 標 生体関連物質，医薬品，医用材料など医療に密接に関係している化学物質の性質や反応を理解する．  

関 連 科 目 生化学 

成績評価方法 ・ 基準 試験（８０％），受講状況（２０％） 

準 備 学 習 の 内 容 毎回行うチェックテストの復習 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

化学の立場から医療を考える 

 

元素と周期表 

 

イオン 

 

共有結合化合物と有機分子 

 

有機化合物各論 

 

生体を構成する有機化合物 

 

水の性質と物質の状態変化 

 

酸と塩基 

 

酸化と還元 

 

化学反応の速度 

 

触媒と酵素 

 

化学分析 

 

放射線と放射能 

 

病気と闘う化学物質 

 

まとめ 

 

 

歴史的に重要な化学物質を取り上げて，化学物質がどのように医療に貢献してきた

か考える． 

自然にはどのような元素があるのか，元素の分類と周期表の読み方について解説す

る． 

イオンとイオン結合の原理，生体内でのイオンの役割について解説する．． 

 

生体を構成している物質のほとんどは有機分子である．有機分子の結合様式，特有

な形，一般的な性質について解説する． 

アルコール，エーテル，カルボン酸，アミン等の性質について解説する． 

 

糖，タンパク質，核酸の化学構造とその性質について解説する． 

 

ヒトの体の半分以上を占める水の性質と浸透や物質の三態（気体，液体，固体）につ

いて解説する． 

酸，塩基，緩衝液について解説する． 

 

物質の酸化と還元，生体内での酸化還元反応について解説する． 

 

化学反応の速度の測定方法，速度に与える要因について解説する 

 

生体内の化学反応は酵素が触媒している．化学反応における触媒の役割，酵素の

構造と触媒作用について解説する． 

化学分析の原理を学ぶ．医学で利用されている分析法についても触れる． 

 

放射性崩壊と半減期，医療における放射性同位体の利用について解説する． 

 

くすりは体の中でどのように作用するのか，またくすりの開発過程についても概説す

る． 

内容をふり返ってまとめる 

 

 

 教 科 書 看護系で役立つ化学の基本 有本淳一・西沢いづみ著 化学同人 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【教養-26】 

 授 業 科 目 名  物 理 学   単 位 認 定 者  岡 崎  彰 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義（演示実験を含む） オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
高等学校で物理関係の科目を十分に履修していない学生を想定し、理学療法士としての最小限必要な物

理学の教養を身につけることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 
物理現象を分析的に追究し、物理学の基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、基本的な物理現象につ

いて定量的、数学的に解釈し、処理することができるようにする。 

関 連 科 目 運動学・物理療法学 

成績評価方法 ・ 基準 
授業中に随時実施する小テストおよび試験（70%） 

毎時の出席票等による授業への参加意欲（30%） 

準 備 学 習 の 内 容 
本時の内容を理解するには、前時までの内容の理解が不可欠。 

毎回、前時までの復習をして十分に理解しておくこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

8 

 

9 

10 

11 

12 

 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身の回りの物理現象 

 

 

静止物体の力学 

 

 

 

運動物体の力学 

 

 

 

 

熱現象 

 

 

 

 

波としての光 

 

 

日常の生活の中で見られる物理現象を概観 

物理量と単位 

 

力とは何か 作用・反作用の法則 

重心 力の釣り合い 

てこの原理 力のモーメント 

 

慣性の法則 運動の法則 

力積と運動量 運動方程式 自由落下 

仕事と力学的エネルギー 

回転する物体の運動 

 

熱と温度 原子・分子の熱運動 内部エネルギー（熱エネルギー） 

仕事と熱 電流による熱発生 

気体の温度と体積と圧力の関係 

熱の伝わり方 伝導・対流・放射 

 

波の性質 音と光 

光と電磁波 

赤外線・紫外線・Ｘ線 

 

 

 教 科 書 特になし（授業時にプリント配布） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-27】 

 授 業 科 目 名  解 剖 学 Ⅰ   単 位 認 定 者  浅 見  知 市 郎 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 3 0 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義、実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 

講義終了後に質問を受け付ける。個

別の相談は事前の連絡によって随時

対応する（asami@paz.ac.jp）。 

科 目 の 目 的 理学療法士として必要不可欠な運動器に関する基本的な知識を習得する。 

学 習 到 達 目 標 全身の骨の基本構造、筋の起始、停止、作用、支配神経を説明できる。 

関 連 科 目 解剖学Ⅱ、各専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 試験によって評価するが、最終評価は受講態度を加味します。（骨スケッチ 20％） 

準 備 学 習 の 内 容 
膨大な学習内容です。予習・復習をしないとついていけません。必ずシラバスに沿ってテキストとアトラスを

読んできてください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

 

解剖学総論 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨格 

骨学実習 

骨学実習 

骨学実習 

骨学自習 

骨学実習 

骨学実習 

復習 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

筋系 

解剖学とは（定義・目的） 人体の大要と解剖学用語 人体の構成 

骨学総論 

頭蓋 

頭蓋 

脊柱 

脊柱 胸郭 

上肢の骨 

上肢の骨 

下肢の骨 

下肢の骨 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

ここまでのまとめ 

筋系総論 

頭部の筋 

頸部の筋 

背部の筋 

胸壁・腹壁の筋 

上肢帯の筋 

上腕の筋 

前腕の筋 

手の筋 

骨盤の筋 

大腿の筋 

下腿の筋 

足の筋 

 

 教 科 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 野村嵯ほか 医学書院 

ネッター解剖学アトラス 相磯貞和訳 南江堂 

 参 考 書 特になし 

mailto:asami@paz.ac.jp
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理学療法学科【専門基礎-28】 

 授 業 科 目 名  解 剖 学 Ⅱ   単 位 認 定 者  浅 見  知 市 郎 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 

講義終了後に質問を受け付ける。個

別の相談は事前の連絡によって随時

対応する（asami@paz.ac.jp）。 

科 目 の 目 的 理学療法士として必要不可欠な関節・靭帯と神経系に関する基本的な知識を習得する。 

学 習 到 達 目 標 全身の関節靭帯と神経系概要について説明できる。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ、各専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 試験によって評価するが、最終評価は受講態度を加味します。（骨スケッチ 20％） 

準 備 学 習 の 内 容 
膨大な学習内容です。予習・復習をしないとついていけません。必ずシラバスに沿ってテキストとアトラスを

読んできてください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭蓋の連結 脊柱、脊柱と頭蓋の連結 

胸郭の連結 上肢の連結 

上肢の連結 

上肢の連結 

下肢の連結 

下肢の連結 

骨学実習 

骨学実習 

骨学実習 

神経系総論 

神経系総論 

中枢神経系 

中枢神経系 

中枢神経系 

中枢神経系 

顎関節 脊柱の連結 脊柱と頭蓋の連結  

肋椎関節 胸肋関節 上肢帯の連結 

自由上肢骨の連結 

手の連結 

下肢体の連結 自由下肢骨の連結 

自由下肢骨の連結 足の連結 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

骨スケッチ 

神経系の区分・構成 髄膜と脳室系 

神経系の発生 

脊髄 

脳幹 

小脳 

間脳 大脳 

 

 教 科 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 野村嵯ほか 医学書院 

ネッター解剖学アトラス 相磯貞和訳 南江堂 

 参 考 書 特になし 

mailto:asami@paz.ac.jp
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理学療法学科【専門基礎-29】 

 授 業 科 目 名  解 剖 学 実 習   単 位 認 定 者  浅 見  知 市 郎 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  通 年 

 単 位 数  1 単 位 （ 2 2 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 

講義終了後に質問を受け付ける。個

別の相談は事前の連絡によって随時

対応する（asami@paz.ac.jp）。 

科 目 の 目 的 理学療法士として必要不可欠な神経系と内臓系・人体の発生に関する基本的な知識を習得する。 

学 習 到 達 目 標 神経系・内臓系・人体の発生について説明できる。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ、解剖学Ⅱ、各専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 試験によって評価するが、最終評価は受講態度を加味します。 

準 備 学 習 の 内 容 
膨大な学習内容です。予習・復習をしないとついていけません。必ずシラバスに沿ってテキストとアトラスを

読んできてください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０

１１ 

１２ 

１３

１４

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０

２１ 

２２ 

２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神経系総論 

中枢神経系 

中枢神経系  

中枢神経系 

中枢神経系 

末梢神経系 

末梢神経系 

末梢神経系 

伝導路 

脈管系 

脈管系 

脈管系 

脈管系 

消化器系 

消化器系 

消化器系 

呼吸器系 

泌尿器系 

生殖器系 

内分泌系 

感覚器系 

感覚器系 

人体の発生 

神経系の構成 

脊髄 

脳幹（延髄 橋 中脳）小脳 

大脳 大脳皮質と機能局在  

脳の血管 脳室と脳脊髄膜 

脳神経  

脊髄神経 

自律神経 

反射路 求心性伝導路 遠心性伝導路 

総論 心臓 

動脈系 

静脈系 胎生期の循環系 リンパ系 

脾臓 胸腺 血液・血球・造血組織 

口腔 咽頭、食道、胃 

腸 

肝・胆・膵 

鼻、副鼻腔、喉頭 気管、気管支、肺 

腎臓、尿管、膀胱、尿道 

男性生殖器 女性生殖器 

下垂体、松果体、甲状腺、上皮小体 副腎、膵島 

皮膚 

視覚器 平衡聴覚器 嗅覚器、味覚器 

受精と発生 器官系の発生 胎児の発達 出生 

 

 教 科 書 入門人体解剖学 藤田恒夫 南江堂 

 参 考 書 特になし 

mailto:asami@paz.ac.jp
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理学療法学科【専門基礎-30】 

 授 業 科 目 名  表 面 解 剖 学 と 触 診 法   単 位 認 定 者  浅 田  春 美 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 小人数グループによる実技演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 当該授業終了後 

科 目 の 目 的 

理学療法士は運動器およびその機能の障害についての専門家である．その専門性を４年かけて学ぶわ

けであるが，その中の技術領域において最初に習得すべきことが体表解剖の知識と身体部位を体表面か

ら触知できる能力であり，その修得がこの科目の第一義的目的である．また，運動学Ⅰと同時並行で授業

が進むため，人の運動を可能にする構造と機能の関連をより深くかつ実践的に理解できるようになることも

目的としている． 

学 習 到 達 目 標 

1. 骨の部位，関節裂隙，靱帯，筋，腱，動脈を触知により区別できる． 

2. 体表から触れることができるそれらの部位を解剖学アトラスで参照できる． 

3. それらの名称（筋については、起始・停止・作用）を述べることができる． 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ，運動学Ⅰ，運動学Ⅱ，専門科目全般 

成績評価方法 ・ 基準 筆記小テスト（５０％）・実技試験（５０％） それぞれ６０％以上の正解率 

準 備 学 習 の 内 容 

・解剖学で学んだ骨や筋の名称を復習しておくこと 

・筋の「起始・停止・作用」は、教科書「筋と骨格の触診術の基本」において予習・復習しておく 

・配布資料の実施予定日の内容を確認し、該当する教科書のページを予習・復習とも読んでおく 

・講義終了後、学生同士で実技練習を行い、不明な点を積極的に教員に質問する（直後または次回講義

開始時） 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

 

手・指 

 

 

手・指 

 

前腕 

 

肘・前腕 

 

肩甲帯・上腕 

 

肩甲帯 

 

前半の復習 

 

頭・頸部 

 

体幹 

 

骨盤 

 

大腿 

 

大腿 

 

膝 

 

下腿 

 

マニュアル配布 オリエンテーション 

触診手技の練習，骨指標の確認，筋と腱・靱帯の違いをする． 

手・指の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

手・指の体表解剖演習と触診実習  （担当：黒川，浅田） 

 

前腕の体表解剖演習と触診実習  （担当：黒川，浅田） 

 

肘・前腕の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

肩甲帯・上腕の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

肩甲帯の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

上肢範囲のまとめおよび確認 

 

頭・頸の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

体幹の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

骨盤の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

大腿の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

        〃 

 

膝の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

下腿の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１５ 

 

足部・後半の復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足部の体表解剖演習と触診実習 （担当：黒川，浅田） 

 

 

 教 科 書 

Stanley Hoppenfeld著・野島元雄監訳：図解 四肢と脊椎の診かた，医歯薬出版，1984 

藤原理著：筋と骨格の触診術の基本，マイナビ，2013 

「ネッター解剖学アトラス」相磯貞和 訳 （南江堂） 

 参 考 書 

竹井仁著：触診機能解剖カラ―アトラス上下，文光堂，2008. 

「運動療法のための機能解剖学的触診技術 上肢」，林 典雄執筆，メディカルビュー 

「運動療法のための機能解剖学的触診技術 下肢」，林 典雄執筆，メディカルビュー 



33 

理学療法学科【専門基礎-31】 

 授 業 科 目 名  生 理 学 Ⅰ   単 位 認 定 者  洞 口  貴 弘 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義実施日の 18：00〜19：00 

科 目 の 目 的 人体の各部分の構造と機能を学び、医療職に必要な基礎知識を身につける。 

学 習 到 達 目 標 
人体各部の機能および、それを生み出す基本構造と仕組みを確認すること。 

これらを発展させ疾患に対したときの機能の低下、不安定状態などをよみとる基礎能力を養う。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ・Ⅱ、生化学 

成績評価方法 ・ 基準 
講義題目毎に小テストを行う。 

小テストの平均点×0.7＋期末試験の点数×0.3 で最終的な評価を決定する。 

準 備 学 習 の 内 容 
授業内容および小テストや期末テストの内容は、指定した教科書に準ずる。 

そのため、指定した教科書を中心とした予習・復習が単位認定のカギとなる。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス 生理学の基礎の基礎 

神経の基本的機能 

 

筋肉の基本的機能 

 

循環の生理学 

 

 

呼吸の生理学 

 

尿の生成と排泄および体液とその調節 

 

消化と吸収 

 

 

 

 

 

生理学講義を受講するにあたって 細胞・組織・器官 

神経細胞の形態、興奮伝導、興奮伝達 

 

筋細胞の形態と興奮、骨格筋の収縮 

 

心臓血管系の基本構造と機能、調節 

 

 

呼吸器系基本構造と機能、調節 

 

腎臓の構造と機能、調整、尿生成、蓄尿と排尿、体液の恒常性を維持する仕組み 

消化管の基本構造と機能、調節 

 

 

 

 教 科 書 「シンプル生理学 第 6版」貴邑冨久子、根木英雄（南江堂） 

 参 考 書 
「「標準生理学」（医学書院） 「人体の正常構造と機能」(日本医事新報社) 「トートラ 人体の構造と機能」（丸善） 「ギャノング

生理学」（西村書店） 「はじめの一歩のイラスト生理学」(羊土社) 
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理学療法学科【専門基礎-32】 

 授 業 科 目 名  生 理 学 Ⅱ   単 位 認 定 者  洞 口  貴 弘 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義実施日の 18：00〜19：00 

科 目 の 目 的 人体の各部分の構造と機能を学び、医療職に必要な基礎知識を身につける。 

学 習 到 達 目 標 
人体各部の機能および、それを生み出す基本構造と仕組みを確認すること。 

これらを発展させ疾患に対したときの機能の低下、不安定状態などをよみとる基礎能力を養う。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ・Ⅱ、生化学 

成績評価方法 ・ 基準 
講義題目毎に小テストを行う。 

小テストの平均点×0.7＋期末試験の点数×0.3 で最終的な評価を決定する。 

準 備 学 習 の 内 容 
授業内容および小テストや期末テストの内容は、指定した教科書に準ずる。 

そのため、指定した教科書を中心とした予習・復習が単位認定のカギとなる。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

血液の生理学 

 

神経系の機能 

 

 

 

感覚の生理学 

 

 

 

睡眠・記憶・情動 

 

内分泌系の機能 

 

体温とその調節 

 

血液の組成とその機能 

 

末梢神経系(体性神経系、自律神経系)、中枢神経系、運動機能の調節 

 

 

 

様々な感覚の受容と知覚のメカニズム 

 

 

 

脳の高次機能 

 

ホルモンの一般的特徴、内分泌器官の機能 

 

体温の意義とその調節メカニズム 

 

 

 

 教 科 書 「シンプル生理学 第 6版」貴邑冨久子、根木英雄（南江堂） 

 参 考 書 
「「標準生理学」（医学書院） 「人体の正常構造と機能」(日本医事新報社) 「トートラ 人体の構造と機能」（丸善） 「ギャノング

生理学」（西村書店） 「はじめの一歩のイラスト生理学」(羊土社) 
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理学療法学科【専門基礎-33】 

 授 業 科 目 名  生 理 学 実 習   単 位 認 定 者  洞 口  貴 弘 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 2 2 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 実習、講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 実施日の 18：00〜19：00 

科 目 の 目 的 主要臓器の機能および、運動器、感覚器とその伝導路を確認・理解する 

学 習 到 達 目 標 

種々の生理学機能測定器具を用い、人体の機能に関するデータの収集法や判読方を学習し、生理学の

講義内容を実際に確認するとともに、実験レポートの書き方を学習し、他者に実験内容を分かりやすく報告

する方法を身につけることを目標とする 

関 連 科 目 生理学Ⅰ・Ⅱ、解剖学Ⅰ・Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 平常点(5％)とレポート(95％) 

準 備 学 習 の 内 容 既に履修済みである、生理学 I、IIの復習 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

ガイダンス 

 

浸透圧 

 

血糖値とその変化 

 

反応時間 

 

心電図と血圧 

 

ストレス反応 

 

呼吸 

 

神経の興奮と伝導 

 

骨格筋の収縮 

 

筋電図 

 

誘発筋電図 

 

総評 

生理学実習にあたっての諸注意 レポートの書き方 統計処理法 

 

卵半透膜を使用した浸透圧の測定 機器の使用法 

 

糖負荷時における血糖値の時間経過に伴う変化とそのメカニズムを理解する 

 

視・聴・触覚刺激に対する反応時間を測定し、感覚情報の伝達経路を理解する 

 

心電図および血圧の基本原理、測定の基礎を学ぶ 

 

ストレス負荷時の生体反応を計測する 

 

呼吸機能を測定し、呼吸のメカニズムを理解する 

 

実験動物を用いて、神経の基本的な性質を理解する 

 

実験動物を用いて神経筋標本を作製し、刺激の大きさや頻度と筋収縮様式との関連

を理解する 

上腕より筋電図を記録し、運動と筋の関わりを理解する 

 

神経を電気刺激することで筋電図を誘発させ、中枢および末梢神経系と筋を理解す

る 

生理学実習のまとめを行う 

 

※状況により、順番・内容を変更する場合があります 

 

 

 

 教 科 書  

 参 考 書 
「シンプル生理学」（南江堂） 「「標準生理学」（医学書院） 「人体の正常構造と機能」(日本医事新報社)       

「トートラ 人体の構造と機能」（丸善） 「ギャノング生理学」（西村書店） 「はじめの一歩のイラスト生理学」(羊土社) 
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理学療法学科【専門基礎-34】 

 授 業 科 目 名  運 動 生 理 学   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・実技演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 

 理学療法は、英語でPhysical Therapy（主に米国を中心に）、Pysiothrapy（主に英国を中心に）と表される

が、このPhysio-とは、PhysiologyのPhysio-であり、「治療介入により生理学的作用を得るもの」であると理解

できる。理学療法を学ぶ上で、「生理学」がどれほど重要なものであるか理解できよう。 

 「生理学」の広い領域の中でも理学療法においては、運動の制御に関係する「神経生理学」とならんで、

運動の発現や維持に関係するこの「運動生理学」は大変重要な領域であり、深い理解が求められる。 

 人体の静的な状態での機能を学ぶ基礎医学系の「生理学」の学習を礎として、応用生理学の入り口とし

て，運動時の人体生理について学ぶ． 

 「運動生理学」の基礎は、「運動学」と「生理学」である。通常、「生理学」は、安静時を中心とした人体の正

常生理学であるのに対し、運動生理学は、運動する（行っている）人体の生理学であるといえる。この分野

は、ベインブリッジ「筋運動の生理」（1919）、A.V. ヒルの「ヒトの筋運動」（1927）などが始まりであろうとされ

ているが、その後オストランドやサルティンらが確立してきたものである。本邦においては吉田章信の「運動

生理学」（1916）が著され、東京大学の猪飼道夫はこの分野の牽引者として多くの弟子を育て、現在それら

の弟子たちが更に多くの後輩を輩出している。 

 本講義においては、特に理学療法学上、重要かつ必須とされる運動生理学の中から「運動と筋」、「運動

と呼吸」、「運動と循環」、「運動とエネルギー代謝」に関する正常生理学を中心に学習する。特に，呼吸・循

環を含むエネルギー代謝について理解し，各種運動療法を施行する上で生体に対する運動の影響，さら

には、運動の効用として各種スポーツ，メタボリックシンドローム対策など健康増進分野の理学療法を考え

る。 

 また，理学療法士が行う基礎研究では，運動学に次いで，この分野が多いことから，興味を持って学び，

卒業研究さらには卒後の研究を行うにあたり，基礎知識を形成することも目指している． 

学 習 到 達 目 標 

「運動と筋」、「運動と呼吸」、「運動と循環」、「運動とエネルギー代謝」に関する正常生理学について、基礎

を理解し，運動時の各種反応，身体変化を生理学的に理解できることを到達目標とする． 

 各単元ごとに，到達目標・行動目標を示すとともに，学生自身が学習の到達状況を知る為に，形成的評

価の一部としてミニクイズを実施する． 

 到達度の最低ラインは国家試験問題を理解できる程度とする． 

関 連 科 目 
関連し合う科目－解剖学，生理学，生化学，栄養学（含食品学） 

この科目が基礎となる科目－各理学療法評価・治療学 

成績評価方法 ・ 基準 

 形成的評価（ミニクイズ），総合評価（筆記試験），出席率，出席態度などを総合的に評価する．ミニクイズ

および筆記試験では，すべてにおいて毎回 60％を合格最低ラインと定める．欠席時の点数は 0 点と扱う．

講義期間を通して任意に出席を確認する．出席を確認した内，出席率 2/3 に満たない場合は，総合評価

の試験を受けることができない．講義の邪魔になるような態度（遅刻・私語・他）がみられた場合は，受講を

許可しない．成績の配分は，形成的評価（ミニクイズ）30％，総合評価（筆記試験）60％，実技演習 10％と

する． 

準 備 学 習 の 内 容 

1） 毎回，事前に講義予定部分に関する「生理学」の復習を十分にしておくこと． 

2） 該当部分の生理学（静的人体正常生理）についても復習するが，基本的には既に理解しているものとし
て講義を進める． 

3） ほぼ毎回，講義の最初（あるいは最後）に，基礎事項と前回の講義内容の理解度を確認する為にミニク
イズを行う．復習を必ず行うこと． 

4） 講義時間内に質問などを行い，理解することが望ましいが，理解不足や疑問点などは，参考図書など
で補い，それでもわからない場合はオフィスアワー（別途指示）に研究室を訪ねてくること． 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

 

 

 

3 

〜 

5 

 

6 

〜 

8 

 

9 

〜 

11 

 

12 

〜 

14 

 

 

 

 

コースオリエンテーション 

運動生理学概論 1 

 

 

 

筋の運動生理学 

 

 

 

呼吸の運動生理学 

 

 

 

循環の運動生理学 

 

 

 

エネルギー代謝と運動生理学 

 

 

 

 

オリエンテーション 

学習方法などについて 

理学療法と運動生理 

運動生理学の定義・分類，体力とは 

 

身体運動と筋 

 

 

 

呼吸運動と呼吸生理 

運動と呼吸 

 

 

身体運動と循環 

 

 

 

嫌気性代謝と好気性代謝 

代謝当量（METS） 

エネルギー消費と運動負荷試験 

持久性トレーニング 

 

筆記試験 

 

＊講義内容の詳細は印刷教材（運動生理学講義ノートA4版，約100頁）に示す． 

＊以上の講義の他に，グループによる運動負荷の実技演習を行う（事前学習，実

習，実習のまとめにより講義 3回分に相当）．なお，実施方法の詳細は講義の中で別

途指示する． 

 

 教 科 書 

・小山勝弘・安藤大輔 編著：運動生理学．三共出版． 

＊ 学生の要望が強いので，一応，教科書を指定するが，各自自分に合ったもの（下記「参考書」を参照）を使用すること． 

＊ 教科書によっては，必要な箇所が抜けていたり，逆に初学者にとっては難しかったりするので，印刷教材（運動生理学講義ノ

ートA4版，約100頁）を主に使用する． 

（各自ファイルなどに綴じて製本すること） 

＊ 生理学の教科書，参考書，運動学教科書なども適宜参照する事． 

実習に関しては，別途資料を配布する． 

 参 考 書 

＜教科書的＞ 

・「運動生理学20講 第2版」勝田 茂著 朝倉書店，1999． 

・ 「身体運動と呼吸・循環機能」宮村実晴 真興交易医書出版部，2012． 

・浅野勝己 編著：運動生理学概論．杏林書院． 

 

＜入門書＞ 

・「入門運動生理学（第2版）」勝田 茂 編著（杏林書院）2001． 

・「運動生理学概論」浅野勝己 編著（杏林書院）2002． 

・「イラスト 運動生理学」浅山正己，彼末一之，三木健寿 編著（東京教学社）2000． 

・「運動生理学入門」猪飼道夫（杏林書院）1979．−古典的名著！ 

 

＜中 堅＞ 

・「体力トレーニング -運動生理学的基礎と応用-」宮村実晴，矢部京之助編集（真興交易医書出版部）1986． 

・「-運動・生理・生化学・栄養- 図説運動の仕組みと応用（第2版 ）」中野昭一 編集（医歯薬出版）1996． 

・「改訂最大酸素摂取量の科学」山地啓司（杏林書院）1992年． 

 

＜詳解・上級＞ 

・「最新運動生理学 –身体パフォーマンスの科学的基礎-」宮村実晴 編集（真興交易医書出版部）1986． 

・「新 運動生理学（上・下）」宮村実晴 編集（真興交易医書出版部）2001．−最先端の研究成果を含む 

 

＜その他＞ 

・一般的な生理学書（医科生理学展望；丸善，真島の生理学；文光堂など） 

・大修館書店から出ている運動生理学書など． 

・ NAPから出ている運動生理学書など． 
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理学療法学科【専門基礎-35】 

 授 業 科 目 名  生 化 学   単 位 認 定 者  高 橋  克 典 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
教科書、資料、スライドなどを用いて

指導する 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 
生命現象の基本原理とそれに関連する病態を分子レベルで理解することで、化学的根拠に基づいた視点

を有する理学療法士の育成を目指す 

学 習 到 達 目 標 
生体内の様々な化学物質による生命現象を理解したうえで、それらが各種病態においてどのように変化す

るのかを理解する 

関 連 科 目 化学、生物学、生理学、栄養学、薬理学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 有機化学および生物学の基礎知識を必要とする 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

3 

 

 

4 

5 

6 

 

7 

8 

 

9 

 

 

10 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

生化学入門 

～ 生体化学成分の基礎 ～ 

 

生体成分の構造と機能 Ⅰ 

～ 糖質と病態 ～ 

 

 

生体成分の構造と機能 Ⅱ 

～ 脂質と病態 ～ 

 

 

生体成分の構造と機能 Ⅲ 

～ タンパク質・アミノ酸と病態 ～ 

 

生体成分の構造と機能 Ⅳ 

～ 遺伝子と病態 ～ 

 

生体成分の構造と機能 Ⅴ 

～ ビタミンの役割と病態 ～ 

 

ホメオスタシスとホルモン 

 

臓器の生化学 

 

癌の生化学 

 

免疫の生化学 

生体を構成する主な化学成分について概説する。また細胞の基本構造および、それ

ぞれの細胞小器官の役割について生化学的な視点から解説する。 

 

三大栄養素の一つである糖質について、その分類や代謝経路などを中心に解説す

る。また、インスリンやグルカゴンのような糖質制御ホルモンと病態との関係を解説す

る。 

 

三大栄養素の一つである脂質について、①エネルギー源としての役割、②生体膜構

成成分としての役割、③生理活性シグナル因子としての役割を中心に解説する。ま

た、生体内における脂質の代謝異常と病態との関係を解説する。 

 

三大栄養素の一つであるタンパク質について、その分類や代謝経路などを中心に解

説する。また、タンパク質を構成するアミノ酸の分類、性質、病態との関連などについ

て解説する。 

RNA や DNA を構成する核酸の構造や性質を解説する。また、DNA の翻訳からタン

パク質の生合成までのメカニズムを解説する。さらに、遺伝子の変異に伴い発症する

病態について解説する。 

微量栄養素であるビタミンの分類と機能を解説する。また、脚気、懐血病などビタミン

欠乏に伴い発症する病態について解説する。 

 

ホルモンの分類とそれぞれの標的組織について解説する。また、ホルモンの分泌異

常による疾患について解説する。 

人体の各臓器（循環器系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、神経系）における生化

学的な代謝機能および関連疾患を概説する。 

生体を構成する細胞の周期と増殖機構を踏まえて、癌の発生メカニズムを解説する。

また、現在汎用されている腫瘍マーカーについても概説する。 

生体防御の中枢を担う免疫システム（細胞性免疫・液性免疫）を概説する。生体内の

免疫系細胞が分泌する各種サイトカインの役割を解説する。 

 

 教 科 書 栄養科学シリーズ NEXT 生化学（講談社） 

 参 考 書 
シンプル生化学（南江堂） 

ハーパー・生化学（原著２７版）R K Murrayrら著（丸善） 
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理学療法学科【専門基礎-36】 

 授 業 科 目 名  運 動 学 Ⅰ   単 位 認 定 者  高 橋  正 明 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 3 0 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火曜日 18：00～19：00 

科 目 の 目 的 
人の身体運動を機能－構造の視点から分析するのに必要となる基本的な知識や概念を学び，自分自身の

関節運動を説明することができる． 

学 習 到 達 目 標 

1. 関節運動の原則とバランス保持について説明できる． 

2. 体幹・肢節の関節運動を機能－構造的見方で説明できる． 

3. 骨，靱帯、筋の関節運動における役割を説明できる． 

4. 関節の一般的構造物を可動性と安定性の要素で分類できる． 

関 連 科 目 
解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ 表面解剖学と触診法 生理学Ⅰ・Ⅱ 理学療法評価学 臨床運動学 

運動器系理学療法評価・治療学 神経系理学療法評価・治療学 日常生活活動学 他 

成績評価方法 ・ 基準 
機能解剖に関する 6 回の小テスト（クイズ）を 80%，骨，筋，関節，力学等の一般的内容についての試験を

20%として総合点を算出し，授業参加度を加味して 60点以上を合格とする． 

準 備 学 習 の 内 容 解剖学用語の知識を前提に授業を進めるため、それらを教科書で確認しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

オリエンテーション 

および運動の原則 

  〃 

運動器系組織 

〃 

〃 

機能解剖足部 

  〃 

  〃 

  〃 

機能解剖膝関節 

  〃 

  〃 

  〃 

機能解剖股関節 

  〃 

  〃 

  〃 

機能解剖体幹 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

機能解剖肩甲帯 

  〃 

  〃  

〃  

機能解剖肘関節 

  〃 

  〃  

まとめ 

運動学とは？ 関節運動 形態と機能  

安定性と可動性 運動の法則 軸旋運動 運動連鎖 

生体力学 てこ バランス 支持基底面と重心 

骨・関節・靱帯の 

筋の発生と組織 収縮のメカニズム 

筋力 収縮様式 筋張力 共同運動 

足関節の形態と運動 

足部・の形態と機能  

筋の働き 

アーチ構造 

膝関節の形態と機能  （足部・足関節クイズ） 

半月・靱帯の構造と機能 

筋の働き 

立位での役割 

股関節の形態と機能  (膝関節クイズ) 

股関節の運動 

筋の働き 

股関節の力学 

脊柱の形態と機能  (股関節クイズ) 

脊柱の運動 

筋の働き 

呼吸運動 

骨盤の運動 

肩甲帯・肩関節の機能と構造（体幹クイズ） 

肩甲帯の関節と運動 

肩関節の運動 

筋の働き 

肘関節の機能と構造  （肩甲帯クイズ） 

肘関節の運動 

筋の働き 

科目全体のポイントの復習  （肘のクイズ） 
 

 教 科 書 
「標準理学療法学・作業療法学 運動学」 高橋正明 （医学書院） 

「基礎運動学 第 6版」中村隆一、他 （医歯薬出版） 

 参 考 書 
「関節の生理学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」Kapandji LA著 荻島秀夫訳 （医師薬出版） 

「筋骨格系のキネシオロジー」D.A.Neuwmann著  (医師薬出版) 

「Kinesiology」Oatis CA著 （Lippincott Williams & Wilkins） 
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理学療法学科【専門基礎-37】 

 授 業 科 目 名  運 動 学 Ⅱ   単 位 認 定 者  高 橋  正 明 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火曜日 18：00～19：00 

科 目 の 目 的 
運動学Ⅰで触れなかった手指および顎関節の機能解剖，および反射と運動，動作分析(基本動作，歩行

動作を含む)、運動学習について学習する。 

学 習 到 達 目 標 

1. 手指，顎関節の運動を機能－構造的見方で説明できる。 

2. 運動における感覚の役割を説明できる。 

3. 運動に関する神経組織の役割を説明できる。 

4. 基本動作の見方，正常歩行動作性と安定性の要素で分類できる。 

関 連 科 目 

関連し合う科目：解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ 表面解剖学と触診法 生理学Ⅰ・Ⅱ 

この科目が基礎となる科目：理学療法評価学 運動器系理学療法評価・治療学 神経系理学療法評価・治

療学 臨床運動学 日常生活活動学 他 

成績評価方法 ・ 基準 
機能解剖については小テスト，それ以外の内容については定期試験に含む。さらに演習への参加度を加

味する。 

準 備 学 習 の 内 容 機能解剖については運動学Ⅰと同様、その他については教科書の関連科目を熟読しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

 

4 

5 

 

6 

7 

8 

 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

機能解剖手・指関節（高橋正明） 

機能解剖手・指関節（高橋正明） 

機能解剖手・指関節（高橋正明） 

 

機能解剖顎関節（高橋正明） 

小テスト 

神経組織と反射（高橋正明） 

神経組織と反射（高橋正明） 

神経組織と反射（高橋正明） 

感覚、バランス、基本動作（演習） 

（高橋正明） 

 

正常歩行動作（高橋正明） 

正常歩行動作（高橋正明） 

正常歩行動作（高橋正明） 

運動学習（木村朗） 

運動学習（木村朗） 

運動学習（木村朗） 

まとめ （高橋正明） 

 

手関節の形態と機能 

指の形態と機能 

筋の働き 手の役割 

 

咀嚼運動と顎関節 

授業の前半で機能解剖の小テスト 

中枢神経の働き 

反射、反応、姿勢反射と立ち直り反応、 

姿勢保持と平衡反応、随意運動 

足関節の戦略と股関節の戦略、固有感覚、前庭覚 

正常な姿勢、寝返り、起きあがり、立位動作 

足関節と股関節の戦略、固有感覚、前庭覚外乱の体験 

歩行決定要因 

歩行周期 

筋活動、力学的分析 

記憶と情報処理 

スキーマ理論 

運動制御と自由度 

まとめ 

 

 教 科 書 
「標準理学療法学・作業療法学 運動学」 高橋正明 （医学書院） 

「基礎運動学 第 6版」中村隆一、他 （医歯薬出版） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-38】 

 授 業 科 目 名  運 動 学 実 習   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 2 2 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義、演習、実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 

 運動学実習は 4部からなる。 

 第１部はレポートを作成するために必要な，単位や数値のまるめ方，レポートの構成や体裁など

を学ぶ． 

 第 2部は自分自身の歩行に関する測定実習を行い、身体動作を運動としてとらえる視点と定量的

にとらえるということを学ぶ． 

 第 3部は身体重心の位置や重心動揺、姿勢保持時の各肢節間のアラインメントの測定など自分自

身を対象とした測定実習を行い、基本的姿勢と動作について力学的理解を深める． 

 第 4部は運動や動作を解析する各種手法についてグループで実習し、運動学における分析法を修

得する． 

学 習 到 達 目 標 

第１部 講義 

レポート作成法（構成，SI単位，精度・誤差，数値のまるめ，KJ法，文献利用，体裁など） 

第２部 個人実習1 

１. 直線歩行を行い，時間と歩数から歩行速度，歩幅，歩行率を算出することができる． 

２. 3種類の異なる歩行速度でそれぞれ歩行し，歩行周期変数を求める．また，歩行の運動残効を

探る． 

第3部 個人実習2 

１. 二つの方法での身体の重心位置を推定できる． 

２. 立位時の圧中心移動を計測し、解釈できる． 

３. 立位における身体肢節のアライメントを評価できる． 

４. 身体の形態測定ができる． 

第4部 グループ実習（本年度より若干担当教員の変更があるため，内容に） 

１. 筋のトルク値を計測し、解釈できる． 

２. 動作筋電図法を用いた動作分析ができる．  

３. 重心，床反力，関節モーメントを理解し，力学的な動作分析ができる．  

４. （応用）単純反応時間の測定を経験する． 

関 連 科 目 
関連し合う科目－運動学、臨床運動学 

この科目が基礎となる科目－全専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 

原則として実習・演習への全参加が条件 

参加態度、実習レポートなど総合的に評価する 

原則として遅刻は一切認めない（欠席扱いとし，途中からの参加は認めない） 

原則として欠席／遅刻／早退などで終了していない実習が一つでもあれば，単位を与えない． 

成績は，第 2部及び 3部 各 10％，計 20％と第 4部の実習 各 20％，計 80％の割合で，各担当教

員からの成績の合計による． 

準 備 学 習 の 内 容 

 履修に先立ち，解剖学（骨学，靭帯学，筋学，末梢神経学），生理学（運動の神経調整，筋系など）

の復習をしておくこと． 

 実習に先立ち運動学教科書「中村隆一：基礎運動学第 6版．医歯薬出版」の 該当箇所を良く読

んで予習／復習しておくこと． 

第一部 歩行（P361-372，383-386） 

第二部 姿勢（17-42，331-360） 

第三部 筋力（67-83） 

第三部  動作筋電図（47-52，377-382） 

第三部  生体力学の基礎（17-41），運動力学的分析（372-377） 

（以下は応用編なので，必ずしも十分な理解は要しない．） 

第四部 単純反応時間（「中村隆一：臨床運動学第 3版．250-312，医歯薬出版」） 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

3 

 

 

 

4 

5 

6 

7 

 

 

8 

〜 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースオリエンテーション 

 

 

個人実習 1 

  〃 

  〃 

 

 

個人実習 2 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

グループ実習 

 

本科目の説明 

レポートの書き方＊＊ 

 

歩行とは 

歩行速度・歩幅・歩行率 

平地歩行での歩行効率  

担当）江口 

 

姿勢の測定 

身体の重心位置を推定、形態計測   

立位時の圧中心移動計測 

立位における身体肢節のアライメント 

担当）目黒 

 

グループでローテーションにより下記の実習をする 

 （各課題につき 2週-4齣） 

 

  1．筋のトルク値を計測（BIODEX実習） 

  担当）加藤先生 

 

  2．筋電図法を用いた動作分析（動作筋電図） 

  担当）黒川先生 

 

  3．床反力計などを用いた動作分析  

           （運動力学の運動学実習） 

  担当）浅田先生 

 

  4．単純反応時間の測定（応用実習） 

  担当）江口 

 

 

＊＊各実習でのレポートの有無，作成方法，提出の締め切りなどは，各担当の先生

から提示があります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
中村隆一：基礎運動学第 6版．医歯薬出版 

実習に関する解説は，別途資料配布． 

 参 考 書 

1． 理学療法科学学会監修：運動学実習マニュアル第三版．アイペック 

2． 中村隆一：運動学実習第 3版．医歯薬出版 

3． 中村隆一：臨床運動学第 3版．医歯薬出版 

4． Kappandji AI（塩田悦仁訳）：カパンディ 関節の生理学 I〜III 
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理学療法学科【専門基礎-39】 

 授 業 科 目 名  人 間 発 達 学   単 位 認 定 者  中    徹 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 月曜日終日 

科 目 の 目 的 理学療法に発達の知識を利用できることを知る 

学 習 到 達 目 標 
定型発達の現象を説明でき、かつ模倣ができる 

姿勢反射・反応の神経学的意義、臨床的意義を説明でき、姿勢反射検査ができる 

関 連 科 目 
基礎となる科目・・・運動学 

将来繋がる科目・・・小児理学療法学・小児科学・神経内科学 

成績評価方法 ・ 基準 実技到達度確認 40%＋提出課題 20%＋定期試験 40% 

準 備 学 習 の 内 容 講義の該当部分のテキスト部分を事前に読んでおくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

01 

 

発達の学問の周辺と発達の定義・運動

発達と秩序性の理解（座学） 

発達に関する用語の概念を解説する 

発達の概念を事例で考える  【復習】60分 ノート作成 

02 

 

マイルストーンと機能的重要性・機能的

メカニズム（座学） 

発達学の方法論について解説する 

発達の現象学と機能学について解説する  【復習】60分 ノート作成 

03 

 

正常運動発達の体験学習 実技 1 背臥位の正常運動発達を体験学習する 

腹臥位の正常運動発達を体験学習する  【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

04 

 

正常運動発達の体験学習 実技 2 ずり這いと四つ這いの正常運動発達を体験学習する 

座位と起き上がりの正常運動発達を体験学習【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

05 

 

正常運動発達の体験学習 実技 3 立ち上がりの正常運動発達を体験学習する 

伝い歩きの正常運動発達を体験学習する  【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

06 

 

正常運動発達の体験学習 実技 4 歩行の正常運動発達を体験学習する 

【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

07 

 

正常運動発達の体験学習 work shop これまでの実技のプレゼンテーションを行う 

【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

08 

 

正常運動発達の体験学習実技まとめ 実技と講義を交えて正常運動発達についての知識を整理する 

【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

09 

 

姿勢反射と反応の基礎知識（座学） 運動制御における姿勢反射と反応の神経学的・運動学的な役割を理解する 

【予習】30分レジュメ確認 【復習】30分ノート作成 

10 

 

姿勢反射・反応の臨床と誘発実技 1 原始反射の体験と誘発実技を行う 

【予習】30分レジュメ確認 【復習】30分ノート作成 

11 

 

姿勢反射・反応の臨床と誘発実技 2 立ち直り反応の体験と誘発実技を行う 

【予習】30分レジュメ確認 【復習】30分ノート作成 

12 

 

姿勢反射・反応の臨床と誘実技発 3 平衡反応の体験と誘発実技を行う 

【予習】30分レジュメ確認 【復習】30分ノート作成 

13 

 

姿勢反射・反応の臨床と誘発  work 

shop 

これまでの実技のプレゼンテーションを行う 

【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

14 

 

姿勢反射・反応の臨床と誘発実技 

まとめ 

実技と講義を交えて姿勢反射・反応についての知識を整理する 

【復習】30分実技確認 30分ノート作成 

15 

 

定型的な発達と非定型的な発達 

発達の知識を理学療法に応用する 

臨床における発達の障がいの現れ方について紹介する 

理学療法に発達学の知識を応用するメリットを理解する 

予習】30分レジュメ確認 【復習】30分ノート作成 

 

 教 科 書 
1 理学療法・作業療法のための神経生理学プログラム演習 2 運動発達と反射 反射検査の手技と評価 

2 シンプル理学療法学シリーズ 小児理学療法学テキスト 

 参 考 書 講義内で提示する 
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理学療法学科【専門基礎-40】 

 授 業 科 目 名  栄 養 学 ( 含 食 品 学 )   単 位 認 定 者  後 藤  香 織 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

人体が必要とする栄養素を学び、各栄養素が人体に消化吸収される過程を学ぶ。また、栄養素を含む食

品と人体が食べ物を欲する科学的過程を学び、医療従事者として必要な栄養学、食品学の基本知識を養

成する事を目的とする。尚、理学療法学科は選択であることから、進度を見ながら病態栄養学、スポーツ栄

養学についても触れ、実際に食材に触れる機会を設ける。 

学 習 到 達 目 標 
基礎医学（解剖学、生理学、生化学）に関連した栄養学の基礎を学ぶ。自らの生活で食品を選択す 

ることができるようにする。 

関 連 科 目 特になし 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験 85％、平常点 15％ 

準 備 学 習 の 内 容 特になし 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

栄養学の目的 １ 

 

 

栄養素の種類と体内での主たる役割 

 

 

栄養素の科学  1 

       

   〃   2 

 

   〃   3 

 

   〃   4 

 

   〃   5 

 

   〃   6 

 

   〃   7 

 

おいしさの科学 1 

 

   〃    2 

 

   〃    3 

 

献立とは     

  

献立と病態栄養学 

        

まとめ       

食と私たち 

食育の必要性 

 

栄養素の種類と体内での主たる役割 

一日のエネルギーを求める 

 

糖質の消化 

 

糖質の代謝 

 

タンパク質の構造、消化、代謝 

 

脂質の構造と種類 

 

脂質の消化と代謝 

 

電解質とビタミン 

 

核酸の消化吸収代謝 

 

嗅覚と食品 

 

色と味 

 

咀嚼とテクスチャー 

 

日本料理と西洋料理の献立 食品成分の計算 

 

病気と献立、食品の選び方 

 

 

 教 科 書 新選 食品成分表 三訂版（実教出版）） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-41】 

 授 業 科 目 名  医 療 概 論   単 位 認 定 者  宗 宮  真 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 医療分野に関する各講義に先立ち、医学・医療の問題を幅広く概観し、専門分野の学習につなげる。 

学 習 到 達 目 標 
「医学・医療とは何か、現代医療はどのように実践され、どのような問題をかかえているのか」を幅広く理解

し、考えることを目標とする。 

関 連 科 目 
臨床医学（内科学、臨床神経学、整形外科学、臨床医学特殊講義、臨床検査・画像診断学、精神医学、小

児科学、リハビリテーション医学、老年医学、救急・免疫・感染症学、公衆衛生学）、生命倫理など 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(80％ 場合により中間試験も行う)に参加態度・レポート(20％)を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 前の回の講義時に指示をする。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

  

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

医療のシステムと実際（１） 

 

医療のシステムと実際（２） 

 

医療のシステムと実際（３） 

 

医療のシステムと実際（４） 

 

医療のシステムと実際（５） 

 

医療のシステムと実際（６） 

 

健康と疾病（１） 

 

健康と疾病（２） 

 

医学・医療の歩み 

 

医療における課題（１） 

 

医療における課題（２） 

 

医療における課題（３） 

 

医療における課題（４） 

 

医療における課題（５） 

 

医療における課題（６）、まとめ 

「医療関連職種・保健医療の提供体制」 

 

「医療保険制度」 

 

「医療・保健・福祉の現状」 

 

「診療の流れ（患者中心の医療）」  

 

「診療の流れ（診断、診療記録、チーム医療）」  

 

「医療安全」 

 

「健康・疾病予防」 

 

「加齢・疾病・障害」 

 

「医学・医療の歩み」 

 

「医療従事者と生命倫理」 

 

「医療機器・技術の発達」 

 

「臓器移植医療」 

 

「遺伝子診断・出生前診断」 

 

「救急医療と災害医療」 

 

「ターミナルケア」「まとめ」 

 

 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 
「学生のための医療概論（第３版 増補版）」 千代豪昭、黒田研二 医学書院 

「ケースブック医療倫理」 赤林 朗、大林雅之ほか 医学書院 

「新体系看護学全書 ６ 現代医療論」 小坂樹徳 メヂカルフレンド社 
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理学療法学科【専門基礎-42】 

 授 業 科 目 名  病 理 学   単 位 認 定 者  塩 﨑  秀 一 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

病理学は、病気の原因・経過および結果を追求し、病気における形態と機能の変化を明らかにすることで、

病気の本態を究明する。本講義はその総論に当たる内容から、看護に必要な知識を学ぶ。具体的には、

病因について学習した後、先天異常、代謝異常、循環障害、炎症（免疫・膠原病）、腫瘍という病変の五大

カテゴリーを学び、老化と死についても概略を学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 病理学の基本を理解し、病態の把握の基礎力をつける。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅰ・Ⅱ 生化学 内科学 老年医学 

成績評価方法 ・ 基準 試験とレポート、出席を総合的に評価（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 特になし 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 
 
2 
 
 
3 
 
 
4 
 
 
5 
 
6 
 
 
7 
 
8 
 
 
9 
 
 

10 
 

11 
 
 

12 
 

13 
 
 

14 
 

15 

序論 病理学とは 
 
先天異常 
 
 
代謝異常 1 
 
 
代謝異常 2 
 
 
循環障害 1 
 
循環障害 2 
 
 
炎症と免疫、膠原病 1 
 
炎症と免疫、膠原病 2 
 
 
炎症と免疫、膠原病 3 
 
 
腫瘍 1 
 
腫瘍 2 
 
 
老化と死 
 
病理検査 
 
 
その他 
 
その他 

病理学とは．病因論．内因．外因．公害病と医原病．疾病の分類． 
 
奇形と胃炎性疾患．奇形の種類．遺伝の関与と奇形． 
遺伝異常による疾患．遺伝性疾患の診断と治療． 
 
細胞の障害と適応．変性．壊死とアポトーシス．細胞の適応．細胞障害の結果として
の物質沈着． 
 
脂質代謝異常と疾患．タンパク質代謝異常と疾患．糖質代謝異常と疾患．その他の
有機質の代謝異常と疾患．無機質の代謝異常と疾患． 
 
循環器系の概要．循環血液量の異常．充血．うっ血．虚血．出血．ショック． 
 
閉塞性の循環障害．血栓症．播種性血管内凝固．塞栓症．側副循環．リンパの循環
障害． 
 
炎症．炎症の原因．炎症の経過．創傷治癒．炎症の治療．炎症の各型． 
 
免疫とアレルギー．自然免疫系と適応免疫系．免疫担当細胞．抗体と補体．能動免
疫と受動免疫 
 
免疫不全．先天性免疫不全．エイズ．移植と自己免疫．主要組織適合複合体．膠原
病． 
 
腫瘍の定義と分類．異形度・分化度・悪性度．悪性腫瘍の転移と進行度． 
 
腫瘍の発生病理．腫瘍の発生原因．がん発生の外因．がん発生の内因．腫瘍の診
断と治療．がんの予防． 
 
老化とは．ホメオスタシスの老化．主要組織・臓器の老化．死について． 
 
病理検査の意義．細胞診．生検組織診．手術時の迅速診断．病理解剖．病理組織・
細胞診標本の作製課程． 
 
必要に応じて上記を補う． 
 
必要に応じて上記を補う． 

 

 教 科 書 Newエッセンシャル病理学、長村ほか著、医歯薬出版 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-43】 

 授 業 科 目 名  薬 理 学   単 位 認 定 者  栗 田  昌 裕 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義。毎回指導内容をプリントに明記

して配布する。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

医療の中で投薬（服薬、注射、輸液、外用など）の役割は大きい。そこで、医療に携わる者は「薬物の種類

とその作用に関する基本的な知識」を持ち、しかもそれに「的確な理解」が伴っている必要がある。薬理学

概論ではそれらを見通しよく学習する。具体的にはその内容は以下の通りである。１）薬理学の役割、構

成、新薬の開発、医薬品の歴史、など薬理学の基本的知識を学ぶ。 

２）薬物治療に影響を与える因子として、生体側、薬物側の因子を学び、副作用に関しても学ぶ。３）薬の生

体内運命と薬効との関係を学ぶ。ここでは、投与経路と吸収、分布・代謝・排泄に関して学ぶ。 

４）薬物の種類と作用メカニズムの概略を系統的に学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 

薬物動態に関する基本的知識を得ること、薬物の作用機序による分類を知ること、主要な薬剤の適用に関

する基礎的知識を持つこと、禁忌に関して学ぶこと。以上に関して、理学療法に必要とされるレベルに到達

することを目標とする。 

関 連 科 目 生理学Ⅰ・Ⅱ 生化学 医療概論 老年医学 

成績評価方法 ・ 基準 試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 

短期間の間に広範な内容を学ぶことになるので、毎回の講義で学んだことをよく復習することが望ましい。

その際に、これまでに学んだ疾患に関する知識をよく思い出し、関連付けを明確にしておこう。それが次回

の内容を受け入れやすくなり、準備学習を兼ねることになる。 
 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

10 

 

 

11 

 

 

薬理学とは 

薬物動態 

 

麻酔薬と中枢興奮薬 

解熱鎮痛薬・抗炎症薬 

 

向精神薬と抗痙攣薬 

筋弛緩薬と抗パーキンソン薬 

 

自律神経薬． 

オータコイド 

 

 

強心薬．抗狭心症薬と抗不整脈薬． 

 

 

利尿薬． 

降圧薬． 

 

消化器病薬・駆虫薬 

内分泌薬 

 

 

血液病薬と抗癌薬 

 

 

化学療法薬と免疫療法薬 

 

消毒薬と呼吸器病薬 

 

 

皮膚疾患に用いられる薬剤． 

 

 

薬理学の基本知識．薬物治療に影響を与える因子． 

投与経路と薬の吸収．分布，代謝，排泄． 

 

全身麻酔薬．局所麻酔薬．中枢興奮薬 

解熱鎮痛薬・抗炎症薬．麻薬性鎮痛薬・麻薬拮抗性鎮痛薬． 

 

向精神薬．抗痙攣薬（抗てんかん薬）． 

筋弛緩薬．抗パーキンソン薬． 

 

自律神経の基礎知識．コリン作動薬とコリン作動性効果遮断薬（付：胃酸分泌抑制

薬）．アドレナリン作動薬とアドレナリン遮断薬．オータコイドの種類とその作用．プロ

スタグランディンの臨床応用． 

 

強心薬（ジギタリス）の投与法．ジギタリスの副作用とその対策．抗狭心症薬．抗不整

脈薬． 

 

利尿薬．利尿薬の臨床的応用． 

降圧薬．抗動脈硬化薬． 

 

消化器病薬．駆虫薬． 

下垂体ホルモン・甲状腺ホルモン・糖尿病治療薬． 

副腎皮質ホルモン・男性ホルモン・生殖系内分泌薬． 

 

貧血の薬．止血薬．抗血栓療法薬． 

開発と化学療法．副作用と組み合わせ． 

 

化学療法薬．抗ウイルス剤．免疫について．免疫療法． 

 

滅菌・消毒法．消毒薬の濃度と殺菌速度． 

呼吸器病薬．抗結核薬． 

 

皮膚疾患に用いられる薬剤． 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

12 

 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線診断・治療薬 

ショックに用いられる薬剤．点眼薬．輸液 

 

 

毒物および解毒剤 

代謝賦活薬．ビタミン剤 

 

小児・妊婦・老年者に対する薬物療法．

嗜好品の薬理と薬物相互作用 

 

薬剤の安定性：保存おび混合の問題

点．まとめ． 

 

造影剤．放射性医薬品． 

ショックの原因別分類．ショックの対応と薬剤． 

点眼薬．輸液の目的．輸液剤． 

 

中毒の状態．急性中毒に対する処置．解毒剤． 

排泄と吸着．代謝賦活薬・ビタミン剤 

 

小児の薬物療法．妊婦の薬物療法．老年者の薬物療法． 

嗜好品の薬理．薬物相互作用． 

 

薬剤の保存．薬剤の混合、配合変化（配合禁忌）． 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 「新版看護学全書６ 疾病の成り立ちと回復の促進 薬理学」（メヂカルフレンド社） 
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理学療法学科【専門基礎-44】 

 授 業 科 目 名  公 衆 衛 生 学   単 位 認 定 者  石 館  敬 三 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 7 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
健康及び公衆衛生の基礎的概念を学習する。タテ系である各種疾患対策、環境対策とヨコ系である統計、

疫学、健康教育、試験検査などが織りなす総合科学である、活動であることを理解する。 

学 習 到 達 目 標 

1. 生活者の健康の保持・増進を目的とする公衆衛生活動を理解する。 

2. 公衆衛生活動は、政治、経済、社会の動向と密接に関連していることを理解し、広い視野を養 

う。 

3. 公衆衛生活動の基礎的技法として、集団からアプローチする疫学、保健統計、地域組織活動等 

を理解する。 

関 連 科 目 生命倫理   環境学  地域社会学  情報処理  救急・免疫・感染症学 

成績評価方法 ・ 基準 試験 100％ 

準 備 学 習 の 内 容 
「国民衛生の動向」は公衆衛生の現実社会を写している鏡である。 

講義前に該当する事項に眼を通しておくことが望ましい。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

公衆衛生の理解 

人口と公衆衛生 

 

 

環境と公衆衛生 

 

 

食と公衆衛生 

国民の健康と保健統計 

 

同 上 

疫病の疫学と予防 

 

 

同 上 

 

 

生活習慣病対策 

公衆衛生活動 例 

 

同 上  

保健・医療行政 

 

 

課題研究発表 

健康の概念の変遷、公衆衛生の概念 

世界人口の動向、日本の少子高齢化の進行 

年齢３区分別人口の割合 

 

人間と生活環境、環境行政のあゆみ、地球環境問題 

大気汚染の状況、公害健康被害補償、環境基準 

 

食中毒の発生状況、食中毒の種類 

健康指標、２０世紀１００年の変化 

 

年齢調整死亡率の意義 

疫学の概念、疫学調査方法、因果関係推論、 

スクリーニング 

 

感染症の疫学、新感染症予防法 

結核対策、HIV対策 

 

がんの予防、その他生活習慣病予防 

精神保健対策、介護保険制度 

 

母子保健、老人保健、歯科保健、難病対策 

地域保健法、医療法改正の動き、地域医療連携 

社会保障制度、国民医療費 

 

指定課題による研究発表 

 

 教 科 書 
新体系看護学７  「公衆衛生学」  小野寺伸夫著  （株）メヂカルフレンド社 

国民衛生の動向 2014/2015版   財団法人 厚生統計協会 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-45】 

 授 業 科 目 名  臨 床 検 査 ・ 画 像 診 断 学   単 位 認 定 者  古 田 島  伸 雄 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 

多くの病気の正確な診断に、臨床検査･画像診断学は欠かせないものとなっておる。特に、生体検査とし

て、Ｘ線、CT、MRI、超音波検査(US)、核医学(SPECT、PET)など多くの画像診断法が開発され、発展して

いる。画像により正常解剖の理解が深まるし、画像検査により病気の発生とともに、解剖学的異常、生体内

の変化を目で見ることが出来るようになった。一方、血液、尿・便、喀痰等 

の検体検査の測定法も進化し、臨床判断に大いに寄与している現状である。本科目を学習することにより

正常解剖･生理学を分かりやすく理解するとともに、実際に病気の診断に臨床検査･画像診断がどのように

利用されているかを知ることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

1. 血液検査など検体検査で何が判るか理解する。 

2. 理学療法士として、臨床検査の重要性を十分把握する。 

3. X線、CT、MRI、超音波検査（US）、核医学検査（SPECT）・PETの原理を習得する。 

4. 正常解剖画像、代表的な病気の典型的な画像を理解する。 

5. 正確な病気の診断に画像診断がどのように利用されているか、その役割を理解する。 

関 連 科 目 

関連し合う教養科目－情報処理、生物学基礎、化学基礎、物理学基礎 

この科目が基盤となる専門基礎科目－解剖学Ⅰ・Ⅱ、生物学、 

生化学、病理学、薬理学、内科学、臨床医学特殊講義、整形外科学Ⅰ・Ⅱ、臨床神経学Ⅰ・Ⅱ、 

小児科学 

この科目が基盤となる専門科目－運動器系理学療法評価・治療学、神経系理学療法評価・治療学、呼吸・

循環・代謝系理学療法評価・治療学、物理療法学、スポーツ障害理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）に平常点（20％）を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 前の回の講義時に指示をする。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

臨床検査学総論 

血液生化学検査（1） 

血液生化学検査（2） 

血液生化学検査（3） 

尿・便・喀痰等 

生体検査（1） 

生体検査（2） 

画像診断総論 

X線検査、正常解剖画像 

エックス線 CT 

核医学・PET 

MRI 

脳・脊髄 

骨、関節、筋肉 

まとめ 

臨床検査の必要性 

血液検査の種類と実際 

血液検査の種類と実際 

血液検査の種類と実際 

一般検査の概要 

心電図・肺機能検査・脳波等などの測定の意義 

心電図・肺機能検査・脳波等などの測定の意義 

画像診断の種類 画像診断の役割 それぞれの長所と限界 

X線診断の原理、造影剤、マンモグラフィ 

CTの原理、CTの正常解剖画像、CTの臨床的有用性 

放射性同位元素（RI）とは、機能画像、SPECT、PETの原理と臨床応用 

MRIの原理、MRIの臨床的有用性、MRIの正常解剖像 

脳血管障害、脳腫瘍、認知症（痴呆） 椎間板ヘルニアの画像診断 

骨折、骨・軟部腫瘍、靱帯損傷の画像診断 

まとめ 

 

 

 教 科 書 
「系統看護学講座 別巻 6 臨床検査」/大久保昭行 編（医学書院） 

プリントによる 

 参 考 書 

「臨床検査ガイド 2007～2008」 /Medical Practice 編（文光堂） 

「放射線画像医学 医用放射線科学講座 7」/稲本一夫 別府慎太郎 編（医歯薬出版） 

「リハビリテーション診断学（下）リハビリテーション医学全書Ⅱ-3」/千野直一 編（医歯薬出版） 

「CT/MRI画像解剖ポケットアトラス①頭部・頚部・脊柱・関節」 

/ 町田徹 監訳（メディカル・サイエンス・インターナショナル） 

「CT/MRI画像解剖ポケットアトラス②胸部・腹部・骨盤」 

/ 町田徹 監訳（メディカル・サイエンス・インターナショナル） 

「レントゲン画像解剖ポケットアトラス」/ 町田徹 監訳（メディカル・サイエンス・インターナショナル） 
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理学療法学科【専門基礎-46】 

 授 業 科 目 名  臨 床 医 学 特 殊 講 義   単 位 認 定 者  郡    隆 之 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 理学療法士として必要な病態（特に外科領域）を学習する。 

学 習 到 達 目 標 理学療法士として各種疾患についての病態を把握する。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ・Ⅱ、生理学Ⅰ・Ⅱ、整形外科学を含む各臨床科目 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（筆記）80％、授業態度 20％ 

準 備 学 習 の 内 容 前の回の講義時に指示をする。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

概論、生体の反応と臓器障害 

 

疾患から見た理学療法 

 

手術療法 

 

栄養療法 

 

周術期経腸栄養 

 

感染対策 

 

外科術後のリハビリテーション 

 

スポーツ外傷 

 

整形外科領域 

 

耳鼻咽喉科領域 

 

泌尿器科領域 

 

産婦人科領域 

 

分子生物学 

 

臓器移植 

 

まとめ 

生体・臓器に損傷が及ぼす反応を理解する。 

 

保険診療で認められている疾患別の理学療法を学ぶ 

 

代表的な外科疾患の手術療法について学ぶ。 

 

傷病者に対する栄養療法を学ぶ。 

 

手術患者を中心に早期経腸栄養療法について学ぶ。 

 

入院患者に対する感染対策を概略する。 

 

術後のリハビリテーションを学ぶ。 

 

スポーツ外傷の病態とリハビリを学ぶ。 

 

整形外科領域における疾患を理解する。 

 

耳鼻咽喉科領域における疾患を理解する。 

 

泌尿器科領域における疾患を理解する。 

 

産婦人科領域における疾患を理解する。 

 

最新の動向について学習する。 

 

最新の動向について学習する。 

 

講義内容の基礎的実践的知識を整理する。 

 

 教 科 書 なし 

 参 考 書 なし 
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理学療法学科【専門基礎-47】 

 授 業 科 目 名  内 科 学   単 位 認 定 者  門 傳   剛 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

臨床医学の中で内科学は、すべての疾患を知る上で重要な学問である。疾患の病態生理、診断、治療を

しっかり学ぶ事は、理学療法士にとって臨床の現場で患者の状況を理解し、的確な判断に基いて理学療

法を施す上で重要である。 

学 習 到 達 目 標 
疾病の病態生理、診断、治療を一連の流れの中で理解する力を養う。 

国試に役立つ疾患について理解を深め、実際の問題に対応する。 

関 連 科 目 解剖学Ⅰ、解剖学Ⅱ、病理学、生理学Ⅰ、生理学Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 試験にて評価（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 
毎回の講義内容をよく復習し、重要事項を頭に入れておくこと。すると、講義全体の流れがわかるので、そ

れを踏まえて次回の講義を受けることができる。これが準備学習を兼ねることになる。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

概論１ 

 

 

概論２ 

 

 

消化器疾患１ 

 

消化器疾患２ 

 

消化器疾患３ 

 

呼吸器疾患１ 

 

呼吸器疾患２ 

 

呼吸器疾患３ 

 

 

循環器疾患１ 

 

循環器疾患２ 

 

循環器疾患３ 

 

内分泌・代謝疾患１ 

 

内分泌・代謝疾患２ 

 

内分泌・代謝疾患３ 

 

まとめ 

＜薬物療法と食事療法＞ 薬物療法の実際。薬物の作用。薬物の濃度。医薬品お

よび処方せんに関係する法令。薬用量。食事療法の目的。栄養と疾病の関係。栄養

学の基本。過栄養。各種病態と食事療法の基本方針。病院食。特殊栄養量。 

＜臨床検査＞ 一般検査。血液検査。生化学検査。内分泌検査。感染症検査。免

疫的検査。腫瘍マーカー。生理学的検査。 

 

消化器疾患の食事・栄養療法。口腔疾患。食道疾患。胃疾患Ｉ。 

 

胃疾患 II。腸疾患。腹膜疾患。急性腹症。 

 

肝疾患。胆嚢・膵臓疾患。 

 

感染性呼吸器疾患。気管支拡張・囊胞形成性肺疾患。 

 

特発性間質性肺炎。肺腫瘍。肺循環障害。 

 

産業性呼吸器疾患。気管支喘息。アレルギー性肺疾患。膠原病・血管縁と類縁疾

患。サルコイドーシス。その他の呼吸器疾患。 

 

うっ血性心不全。不整脈。頻脈性不整脈。 

 

徐脈性不整脈。虚血性心疾患。弁膜症。心筋炎。リウマチ熱。 

 

血圧の異常。大動脈疾患。末梢動脈疾患。静脈・リンパ系疾患。 

 

内分泌疾患の特徴。間脳・下垂体機能障害。甲状腺疾患。 

 

副甲状腺疾患。副腎疾患。代謝栄養疾患の総論。糖代謝異常。 

 

脂質代謝異常。尿酸代謝異常。その他の代謝異常。 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-48】 

 授 業 科 目 名  整 形 外 科 学 Ⅰ   単 位 認 定 者  宗 宮   真 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 整形外科疾患を有する人々の理学療法を行う上で必要な知識を身につける。 

学 習 到 達 目 標 整形外科疾患の病態、症状、検査、診断、治療および理学療法を行う際の注意点について理解する。 

関 連 科 目 
整形外科学Ⅱ、臨床心理学、生命倫理、病理学・解剖学Ⅰ・Ⅱ、運動生理学、老年医学、救急・免疫・感染

症学、スポーツ医学、義肢学、装具学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(80％ 場合により中間試験も行う)に参加態度・レポート(20％)を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 各回授業範囲の専門用語の意味を事前に調べて理解しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

総論1 

 

総論2 

 

整形外科疾患総論1 

 

整形外科疾患総論2 

 

整形外科疾患総論3 

 

整形外科疾患総論4 

 

整形外科疾患総論5 

 

整形外科疾患総論6 

 

整形外科疾患総論7 

 

整形外科疾患外傷論1 

 

整形外科疾患外傷論2 

 

整形外科疾患外傷論3 

 

整形外科疾患外傷論4 

 

整形外科疾患外傷論5 

 

まとめ 

運動器の基礎(骨･関節･筋肉･神経・血管の基本構造と機能) 

 

運動器の評価・診察・検査・治療 

 

軟部組織・骨関節の感染症 

 

関節リウマチとその類縁疾患 

 

慢性関節疾患（退行性・代謝性） 

 

先天性骨系統疾患、先天異常症候群 

 

代謝性骨疾患 

 

骨腫瘍 

 

軟部腫瘍、四肢循環障害と阻血壊死性疾患 

 

外傷総論 

 

上肢の骨折･脱臼 

 

下肢の骨折･脱臼（1） 

 

下肢の骨折･脱臼（2） 

 

体幹の骨折 

 

まとめ 

 

 教 科 書 標準整形外科学（第 12版） 医学書院 

 参 考 書 各授業の際に適宜提示する。 
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理学療法学科【専門基礎-49】 

 授 業 科 目 名  整 形 外 科 学 Ⅱ   単 位 認 定 者  宗 宮   真 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 整形外科疾患を有する人々の理学療法を行う上で必要な知識を身につける。 

学 習 到 達 目 標 脊柱･四肢の各部位別に、整形外科疾患の病態、症状、検査、診断、治療について理解する。 

関 連 科 目 
整形外科学Ⅰ、臨床心理学、生命倫理、病理学・解剖学Ⅰ・Ⅱ、運動生理学、老年医学、救急・免疫・感染

症学、スポーツ医学、義肢学、装具学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(80％ 場合により中間試験も行う)に参加態度・レポート(20％)を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 各回授業範囲の専門用語の意味を事前に調べて理解しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

整形外科学Ⅰの復習 

 

整形外科疾患外傷論6 

 

整形外科疾患外傷論７ 

 

整形外科疾患外傷論 8 

 

整形外科疾患各論 1 

 

整形外科疾患各論 2 

 

整形外科疾患各論 3 

 

整形外科疾患各論 4 

 

整形外科疾患各論 5 

 

整形外科疾患各論 6 

 

整形外科疾患各論 7 

 

整形外科疾患各論 8 

 

整形外科疾患各論 9 

 

整形外科疾患各論 10 

 

まとめ 

整形外科学Ⅰ定期試験問題の解説 

 

脊髄損傷（1） 

 

脊髄損傷（2） 

 

末梢神経損傷 

 

頸椎疾患 

 

胸腰椎疾患（1） 

 

胸腰椎疾患（2） 

 

股関節疾患（1） 

 

股関節疾患（2）・膝関節疾患（1） 

 

膝関節疾患（2） 

 

足関節と足の疾患 

 

肩関節疾患 

 

肘関節疾患 

 

手関節と手の疾患 

 

まとめ 

 

 

 
 

 教 科 書 標準整形外科学（第 12版） 医学書院 

 参 考 書 各授業の際に適宜提示する。 
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理学療法学科【専門基礎-50】 

 授 業 科 目 名  臨床神経学Ⅰ (神経内科学 )   単 位 認 定 者  宗 宮   真 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 理学療法士の基盤である神経系について理解し，実践に役立つ知識を身につける． 

学 習 到 達 目 標 各神経疾患の病態生理･特徴的な症候を学ぶ 

関 連 科 目 臨床神経学Ⅱ（小児神経学・脳神経外科学） 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(80％ 場合により中間試験も行う)に参加態度・レポート(20％)を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 前の回の講義時に指示をする。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

  

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

脳血管障害 1 

 

脳血管障害 2 

 

脳血管障害 3 

 

脳血管障害 4 

 

（第 1回～第 4回において、 

 

脳血管障害 5 

 

脱髄疾患 

 

神経変性疾患 1 

 

神経変性疾患 2 

 

神経変性疾患 3 

 

神経変性疾患 4 

 

神経変性疾患 5 

 

末梢神経障害 

 

筋疾患 

 

神経筋接合部疾患、その他 

 

感染性疾患、まとめ 

脳血管障害総論 

 

脳出血 

 

脳梗塞 1 

 

脳梗塞 2 

 

神経学的診察法についての解説を行う。） 

 

くも膜下出血・その他の脳血管障害 

 

多発性硬化症などの脱髄疾患 

 

認知症疾患 

 

大脳基底核障害（錐体外路系疾患）1 

 

大脳基底核障害（錐体外路系疾患）2 

 

脊髄小脳変性症 

 

運動ニューロン疾患 

 

ギラン・バレー症候群などの末梢神経障害 

 

筋ジストロフィーなどの筋疾患 

 

重症筋無力症などの神経筋接合部疾患、てんかんなどの発作性疾患 

 

髄膜炎・脳炎などの感染性疾患、まとめ 

 

 教 科 書 「神経内科学テキスト（改訂第 3版）」 江藤文夫、飯島節 （南江堂） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-51】 

 授 業 科 目 名 
 臨 床 神 経 学 Ⅱ 

(小児神経学 ・脳神経外科学 )  
 単 位 認 定 者  井 埜  利 博 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 小児神経学および脳神経外科学をより詳細に勉強し、理学療法士として将来の臨床の場に役立てる。 

学 習 到 達 目 標 各疾患の原因・症状・診断・治療等を理解すること。 

関 連 科 目 小児科学・小児理学療法学・精神医学 

成績評価方法 ・ 基準 試験の成績【80％】、平常点【20％】 

準 備 学 習 の 内 容 講義では臨床で重要なポイントを話します。受講前に教科書を一読しておいてください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

1 

2 

3 

4 

5 

 

6 

7 

8 

 

 

1 

 

2 

3 

 

 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

 

 

 

 

 

＜小児神経学＞ 

神経疾患総論・癲癇 

神経皮膚症候群 

変性疾患 

炎症性疾患 

筋疾患総論・筋ジストロフィー 

炎症・代謝性筋疾患 

多発性神経炎 

痙攣性疾患 

先天異常・染色体異常 

 

＜脳神経外科学＞ 

脳神経外科における症候について総論 

 

頭部外傷 

良性脳腫瘍 

 

 

 

悪性脳腫瘍 

 

脳血管障害（出血性病変） 

 

脳血管障害(閉塞性病変) 

 

脊髄病変 

 

症状・診察方法・神経学的検査、癲癇の種類・症状 

神経皮膚症候群の種類・症状、その他類縁疾患 

脊髄・小脳変性疾患の種類・症状 

脳炎・脳症などの症状・診断法・治療など 

先天性ミオパチー・筋ジストロフィーの原因・症状・治療などについて 

ウイルス性筋炎、代謝性ミオパチーの症状・治療 

ギラン・バレー症候群・フィッシャー症候群等の症状・治療等 

てんかん、熱性けいれんの症状・治療法 

ダウン症候群を始めとする染色体異常等の症状・治療法 

 

 

脳神経症状、運動・知覚障害、痙攣発作、脳浮腫、脳圧亢進、意識障害について、

病態の重篤度、画像診断 

頭部外傷の病態と治療法 

頻度の高い良性脳腫瘍(髄膜腫、下垂体腫瘍、神経鞘腫、頭蓋底腫瘍)の症状、画

像診断、 

(手術、ガンマーナイフ治療)、遺伝性腫瘍： 遺伝子異常、疾病の病態（ＮＦ１，ＮＦ

２，ＶＨＬ，結節性硬化症）（症例をもとに）、治療法の選択（手術、ガンマーナイフ） 

悪性脳腫瘍（グリオーマ、髄芽腫、生殖細胞腫、転移性脳腫瘍等）の病態と画像診

断、治療法の選択（手術、原体照射、ガンマーナイフ、化学療法） 

高血圧性脳内血腫、脳動脈瘤、脳動静脈奇形の病態と治療法の選択(開頭術と血管

内治療について)、 

総頚動脈、主幹脳動脈の狭窄の血管内治療、脳梗塞、 

神経症状、高次機能障害について 

脊髄腫瘍、脊髄血管障害の症状、診断、治療 

 

 

 

 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 小児科学（医学書院）、小児理学療法学テキスト（南江堂） 
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理学療法学科【専門基礎-52】 

 授 業 科 目 名  精 神 医 学   単 位 認 定 者  平 尾  良 雄 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および症例を中心に学ぶ。 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 広汎な精神障害の概要を学び、将来理学療法士としての役割を学習する。 

学 習 到 達 目 標 理学療法士として将来遭遇する症例の実像を理解する。 

関 連 科 目 内科学 小児科学 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験 80％、授業態度 20％ 

準 備 学 習 の 内 容 前の回の講義時に指示をする。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

精神医学とは 

 

精神障害の成因と分類 

 

精神機能の障害と精神障害 

 

精神障害と診断と評価 

 

脳器質性精神障害 

 

症状性精神障害 

 

精神作用物質 

 

てんかん 

 

統合失調症 

 

気分（感情）障害 

 

神経症 

 

摂食障害・睡眠障害 

 

人格・行動・性の障害 

 

心身医学 

 

まとめ 

精神医学の定義・概念・歴史 

 

精神障害の成因と分類 

 

精神症状・意識・知識・性格・感情など 

 

診断と評価の方法 

 

脳器質性精神障害の概念とその疾患（認知症を含む） 

 

症状性精神障害の概念と症状 

 

アルコール、睡眠薬等の薬物関連障害 

 

てんかんの定義と概念 

 

統合失調症の病型、症状とリハビリテーション 

 

概念と主な病型、特に躁うつ病 

 

神経症の概念と病型 

 

成因と病態 

 

成因と概念 

 

心身症をめぐって 

 

 教 科 書 「標準理学療法学作業療法学 精神医学」（医学書院） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-53】 

 授 業 科 目 名  小 児 科 学   単 位 認 定 者  井 埜  利 博 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 

教科書に沿って指導を進め、パワー

ポイントにより、症例の写真を提示し

学習する。ときに小レポート課題を出

し、クラスで発表させ授業に参加して

いる意識を持たせる。 

オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
理学療法士として小児のリハビリテーションを行う場合、基礎として、小児の生理・病理を理解し、疾患につ

いて学び、将来他の医療スタッフと業務の上で協調できる能力をもつことを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 
小児の成長・発達を学び、小児の疾患についても総合的に学ぶ。個々の疾患を覚えるのではなく、各疾患

の特異性を平易に理解し学習することを目標とする。 

関 連 科 目 
解剖学、生理学、人間発達学、内科学、精神医学、小児理学療法学 

小児神経学の分野は、臨床神経学Ⅱ（3学年対象）のなかで集中的に行う。 

成績評価方法 ・ 基準 試験の成績【80％】、平常点【20％】 

準 備 学 習 の 内 容 講義では臨床で重要なポイントを話します。受講前に教科書を一読しておいてください。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

13 

 

14 

 

15 

小児科学概論 

 

小児科学概論（つづき） 

診断と治療の概要 

 

新生児・未熟児疾患 

 

先天異常、先天代謝異常 

 

神経・筋・骨等疾患 

 

神経・筋・骨等疾患（つづき） 

 

循環器疾患、呼吸器疾患 

 

感染症、消化器疾患 

 

内分泌・代謝疾患 

 

血液疾患 

 

免疫・アレルギー疾患、膠原病 

 

腎・泌尿器疾患、生殖器疾患、腫瘍性疾

患 

 

心身症、神経症など 

 

重症心身障害児、眼科・耳鼻科的疾患 

 

まとめ 

こどもの成長・発達について学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーションの中核をなす疾患群を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に重症心身障害児に焦点をあてて学ぶ 

 

 
 

 教 科 書 「標準理学療法学・作業療法学 小児科学(第 4版)」冨田 豊編（医学書院） 

 参 考 書 
「小児科学 第７版」中山健太郎、矢田純一編（文光堂）2004.  

「ＮＥＷ小児科学 改訂版」清野佳紀、小林邦彦、原田研介、桃井眞理子編（南江堂）2003. 
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理学療法学科【専門基礎-54】 

 授 業 科 目 名  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学   単 位 認 定 者  宗 宮   真 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 
神経系、筋・骨・関節系、呼吸器系、循環器系などの機能障害と、これに基づく能力低下や社会的不利を

理解し、これらの障害に対するリハビリテーションを学習する。 

学 習 到 達 目 標 リハビリテーションを支える医学的な側面に関して、一定レベルの理解に到達すること。 

関 連 科 目 内科学、外科学、整形外科学などの臨床医学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(80％ 場合により中間試験も行う)に参加態度・レポート(20％)を加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 毎回の講義内容をよく復習し、重要事項を頭に入れておくこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

リハビリテーション診療 

 

障害の病態生理と評価・治療（１） 

 

障害の病態生理と評価・治療（２） 

 

障害の病態生理と評価・治療（３） 

 

障害の病態生理と評価・治療（４） 

 

障害の病態生理と評価・治療（５） 

 

障害の病態生理と評価・治療（６） 

 

疾患とリハビリテーション（１） 

 

疾患とリハビリテーション（２） 

 

疾患とリハビリテーション（３） 

 

疾患とリハビリテーション（４） 

 

疾患とリハビリテーション（５） 

 

疾患とリハビリテーション（６） 

 

疾患とリハビリテーション（７） 

 

まとめ 

障害学、病期別リハビリテーション、診察、評価、検査、治療 

 

廃用による障害（廃用症候群） 

 

循環機能障害、呼吸機能障害 

 

運動障害、歩行障害 

 

摂食・嚥下障害 

 

高次脳機能障害 

 

老化による障害（老年症候群）、発達障害 

 

脳血管障害 

 

脊髄損傷 

 

神経筋疾患 

 

骨関節疾患、切断と義肢 

 

呼吸器疾患、循環器疾患 

  

内部障害、悪性腫瘍 

  

小児疾患（脳性麻痺、二分脊椎など） 

  

まとめ 

 

 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 
「最新リハビリテーション医学」  米本恭三 監修  （医歯薬出版株式会社） 

「入門 リハビリテーション医学」 中村隆一監修  （医歯薬出版株式会社） 
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理学療法学科【専門基礎-55】 

 授 業 科 目 名  老 年 医 学   単 位 認 定 者  栗 田  昌 裕 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 7 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義。講義内容は毎回プリントに明記

して配布する。 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 理学療法士として高齢者とどのように接してゆくか，何ができ、何が困難かを考える一助とする。 

学 習 到 達 目 標 
リハビリを支えるための老年医学の主要な概念と知識を一定レベルの水準を満たすように獲得す 

ること。具体的には最終試験での受講者の過半数の者の正解率が７５％に到ること。 

関 連 科 目 病理学 

成績評価方法 ・ 基準 試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 
毎回の講義内容をよく復習し、重要事項を頭に入れておくこと。すると、講義全体の流れがわかるので、そ

れを踏まえて次回の講義を受けることができる。これが準備学習を兼ねることになる。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

老化と老年病の考え方、生理機構の加

齢変化 

 

運動機能と精神心理面の加齢変化 

高齢者に特徴的な症候と疾患、老年症

候群 

 

循環器疾患、呼吸器疾患 

消化器疾患 

 

 

 

骨運動器疾患 

精神神経疾患 

 

 

内分泌代謝疾患、血液・免疫疾患 

腎・泌尿器疾患、皮膚・口腔疾患 

感染症、高齢者との接し方 

 

 

 

 

高齢者の機能評価 

高齢者の退院支援 

高齢者の定義および人口動態 

 

 

社会学・経済学から見た高齢社会、高齢

者の医療・看護・介護・福祉・保険 

 

高齢者のリハビリテーション 

まとめ 

老化とは、加齢による生理機能の低下と疾病、老年症候群と機能評価、理学・作業

療法との関連事項、感覚機能、自律機能、高次神経機能の加齢変化 

 

高齢者の運動機能、運動機能の加齢変化、知能の障害発達、記憶の加齢変化、人

格、老年期の創造性の特徴 

老年症候群の概念、代表的な老年症候群 

 

循環器疾患：うっ血性心不全、虚血性心疾患、脳血管障害、血圧異常、不整脈、弁

膜症、心筋・心膜疾患、血管疾患、呼吸器感染症、誤嚥と誤嚥性肺炎、肺癌、閉塞

性肺疾患、間質性肺炎 

高齢者の消化器癌、上部消化管疾患、腸疾患、肝疾患、胆道・膵疾患 

 

骨粗鬆症、変形性関節症、後縦靱帯骨化症、関節リウマチ 

精神神経機能の老化、老年痴呆、うつ病、パーキンソン病、多系統萎縮症と自律神

経障害、末梢神経障害 

 

糖尿病、高脂血症、甲状腺疾患、痛風、貧血、白血病と骨髄低形成症候群、多発性

骨髄腫、膠原病、 

腎不全、尿路感染症、前立腺疾患、皮膚疾患、口腔疾患 

高齢者の感染症の原因と特徴、診断の進め方、治療の留意点、臓器別感染症の特

徴、院内感染対策と MRSA、高齢者との接し方：医療従事者の心得、患者・家族との

かかわり 

 

高齢者の機能評価の意義、日常生活活動度の評価、知的機能の評価、QOL の評

価 

高齢者における退院支援の必要性、介護保険下の退院支援、高齢者の定義、世界

と日本における人口動態 

 

高齢社会の問題とは、生産人口、生産能力、健康度分布、世代間問題、高齢者の医

療、看護、介護・福祉、介護保険制度、老人保健 

 

高齢者のリハビリテーションの考え方、理学療法、作業療法、言語療法のまとめ 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-56】 

 授 業 科 目 名  救 急 ・ 免 疫 ・ 感 染 症 学   単 位 認 定 者  高 橋  克 典 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 

[救急]講義・演習 

[免疫･感染症]教科書、資料、スライド

などを用いて指導する 

オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
高橋：昼休み 

北林：集中講義期間 9時～18時 

科 目 の 目 的 

[救急] 

呼吸器系・心血管系・脳血管系の解剖生理と主要な疾患を理解し、傷病者の反応の確認・胸骨圧迫・気道

確保・人工呼吸・ＡＥＤによる除細動など、一連の一次救命処置（ＢＬＳ）が実践できるようになることを目的と

する。 

［免疫･感染症］ 

生体防御機構を中心とした免疫システムの基礎知識を習得し、免疫異常症の理解を深める。また、 

細菌・ウイルスを中心とした病原体による感染症の種類、感染経路、感染予防法など、臨床現場で必要とな

る感染知識を身に着ける 

学 習 到 達 目 標 

[救急] 

1) 急激に生命が危険にさらされる呼吸器障害・心血管障害・脳血管障害が説明できる。 

2) 救命の連鎖について説明できる。 

3) ＡＥＤの取り扱いを含む一連の医療従事者向け一次救命処置が実践できる。 

［免疫･感染症］ 

1. 細胞性免疫と液性免疫を理解する。 

2. 自己免疫疾患と自己抗体の関係を理解する。 

3. アレルギーの種類と特徴を理解する。 

4. 感染症の特徴と感染対策法を理解する。 

5. 主な細菌感染症について理解する。 

6. 主なウイルス感染症について理解する。 

関 連 科 目 
[救急]解剖学・生理学・疾病の成り立ち・公衆衛生学 

[免疫・感染症]生理学・疾病の成り立ち 

成績評価方法 ・ 基準 
[救急]実技試験 

[免疫･感染症]定期試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 

[救急] 

理学療法士養成課程でＢＬＳＨＣＰ（医療従事者向け一次救命処置）ライセンス取得に挑戦したのは、本学

が先駆けである。プレホスピタルのみならず、リハビリテーションを受ける患者が急変心肺停止となる事態が

生じることを想定しなければならない。ＡＨＡのＢＬＳＨＣＰ受講は、現役の医師・看護師らとともに臨むことに

なる。したがって、関連科目を復習した上で本科目を受講し、全員がライセンスを取得してもらいたい。 

[免疫・感染症] 

事前に配布する資料に目を通しておく 
 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

［免疫･感染症］ 

免疫学総論 

 ～ 免疫の概念 ～ 

 

生体防御システム概論Ⅰ 

～ 細胞性免疫を理解する ～ 

 

生体防御システム概論Ⅱ 

～ 液性免疫を理解する ～ 

 

免疫異常症概論Ⅰ 

～ 自己免疫疾患とは ～ 

 

免疫異常症概論Ⅱ 

～ アレルギーとは ～ 

 

感染症総論 

～ 感染経路と感染対策 ～ 

 

細菌感染症概論Ⅰ 

 

 

自己と非自己を識別する仕組み、生体防御システムの概要を中心に解説する。 

 

 

細胞性免疫に関与する細胞の種類およびそれらを制御するサイトカインネットワーク

を中心に解説する。 

 

免疫グロブリンの種類と構造について解説。また、1 次応答と 2 次応答の仕組みや、

抗体が産生されるメカニズムについて解説する。 

 

自己免疫疾患の定義、分類、自己抗体の種類などについて解説する。また、主な自

己免疫疾患の病態および治療法について概説する。 

 

アレルギーの分類と発生機序について解説する。 

 

 

感染症の定義、感染経路、感染対策法を中心に解説する。 

 

 

細菌の特徴、抗菌薬の分類、薬剤耐性メカニズムについて解説する。 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

１３ 

 

 

１４ 

 

 

１５ 

 

細菌感染症概論Ⅱ 

 

 

ウイルス感染症概論Ⅰ 

 

 

ウイルス感染症概論Ⅱ 

 

 

 

[救急] 

（11～15回 北林 司） 

 

一次救命処置とは 

 

 

ＢＬＳＨＣＰ実技 １ 

 

 

ＢＬＳＨＣＰ実技 ２ 

 

 

ＢＬＳＨＣＰ実技 ３ 

 

 

ＢＬＳＨＣＰ実技 ４ 

 

グラム陽性菌とグラム陰性菌の分類、食中毒の原因菌、性感染症原因菌について概

説する。 

 

ウイルスの特徴、抗ウイルス薬の分類、ウイルス感染のメカニズムについて概説する。 

 

 

ＤＮＡウイルスとＲＮＡウイルスの分類、食中毒の原因ウイルス、性感染症原因ウイル

スについて概説する。 

 

 

 

 

 

医療従事者向け一次救命処置について解説する。 

 

 

反応の確認・気道確保・ＡＥＤの取り扱い（成人）について演習する。 

 

 

一連のＢＬＳＨＣＰ（成人）について演習する。 

 

 

気道異物解除・乳児のＢＬＳＨＣＰについて演習する。 

 

 

成人のＢＬＳＨＣＰスキルチェックを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
[救急]教科書は使用しない。必要に応じてプリントを配布する。 

[免疫･感染症]「病気が見える⑥ 免疫・膠原病・感染症」（メディックメディア） 

 参 考 書 

[救急] 

1) ＡＨＡ ＢＬＳヘルスケアプロバイダー，へるす出版 

2) ポケットマスク購入要 

[免疫･感染症] 

「わかる！身につく！ 病原体・感染・免疫」（南山堂） 

「シンプル免疫学」 中島 泉, 他 （南江堂） 
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理学療法学科【専門基礎-57】 

 授 業 科 目 名  ス ポ ー ツ 医 学   単 位 認 定 者  奈 良  純 夫 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・テスト オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
広義のスポーツは人間にとって不可欠である。現代社会の運動不足が疾病を増加させている。 

疾病の予防、健康維持に必要なスポーツを医学的に理解する。 

学 習 到 達 目 標 スポーツ医学を学生自身に生かすと共に一般人、患者の指導が出来るように理解させる 

関 連 科 目 内科学、整形外科学Ⅰ、整形外科学Ⅱ、運動生理学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(70％)に、平常点および講義中の理解度(30%)加味して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 教科書を授業前に復習しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

オリエンテーション 

 

スポーツ医学とは 

 

発育期のスポーツ 

 

スポーツと循環器系 

 

スポーツと循環器系 

 

スポーツと呼吸器系 

 

スポーツと代謝疾患 

 

スポーツと血液系 

 

スポーツと泌尿器系 

 

スポーツ特殊環境 

 

スポーツと薬物 

 

スポーツ障害 

 

スポーツ障害 

 

総まとめ① 

 

総まとめ② 

1 講義概要、成績評価等 

 

2 スポーツ医学の基礎領域、スポーツによる医学スポーツのための医学 

 

3 子供の特徴、発育期の運動不足問題、運動スポーツ 

 

4 心臓疾患、高血圧症とスポーツ医学 

 

5 心臓疾患、高血圧症とスポーツ医学 

 

6 呼吸器疾患とスポーツ、生理疾患予防 

 

7 糖尿病、脂質異常、メタボリックシンドロームとスポーツ医学 

 

8 スポーツと貧血 

 

9 泌尿器系とスポーツ 

 

10 暑熱、熱中症、寒冷等の対応 

 

11 ドーピング等 

 

12 スポーツ障害の予防と治療 

 

13 スポーツ障害の予防と治療 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
【テキスト】スポーツ医学入門   

【配布資料】熱中症ガイドブック  健康づくりのための運動指針 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-58】 

 授 業 科 目 名  緩 和 医 療 学   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義／実技演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 

第一部では，緩和医療（ケア）について，終末期に限らず医療のさまざまな分野で必要であることが認識さ

れ、癌医療における早期導入、慢性疾患への対応など応用範囲が広がりつつあることを中心に，がん患者

への積極的な全人的医療として身体的・精神的・社会的・霊的苦痛の緩和、家族・遺族への支援について

の理論や援助方法を学習する。 

また、チーム医療の必要性、緩和ケア・ホスピスケアの実際、チームにおける多職種の役割や機能につい

て学習する。 

第二部では，最初に悪性腫瘍（ガン）のリハビリテーションについてその概要を示し，他疾患との相違，特徴

などを理解する． 

実際の緩和医療の現場で活躍する理学療法士・作業療法士を講師に迎え，リハビリテーションの視点か

ら，緩和医療・終末期医療の歴史と現状，ホスピス医療の実際について学習する。 

また，緩和医療における理学療法介入の技術を学習する。さらに、地域リハビリテーションにおける緩和医

療的かかわりを紹介する． 

学 習 到 達 目 標 

緩和医療（ケア）の歴史と緩和医療（ケア）の基本的考えを理解する． 

緩和医療を取り巻くシステムと問題点を知る。 

緩和医療における治療理念と倫理的問題を含め治療方法および援助方法を理解する。 

終末期における心理的問題と家族ケア遺族ケアの重要性を理解する。 

緩和ケアにおけるチーム医療の必要性とチームにおける多職種の役割や機能について理解する。 

リハビリテーション医療と緩和医療の接点について理解する． 

疼痛について理解する． 

理学療法介入の実際について知る． 

地域・在宅での緩和医療におけるリハビリテーション介入の実際を知る． 

関 連 科 目 

関連し合う科目－生命倫理、生活学、家族学、地域社会学、臨床心理学、リハビリテーション工学  

基礎、栄養学、カウンセリング、社会福祉・地域サービス論、リハビリテーション関連領域

論 

この科目が基礎となる科目－理学療法管理学 

成績評価方法 ・ 基準 
出席・態度・レポート・その他 総合的に評価する． 

第一部，第二部それぞれ 50％のウエイトとする． 

準 備 学 習 の 内 容 生と死ということにつて，各自考えておくこと． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

＜第一部＞ 

緩和医療学総論 

（斎藤龍生） 

 

 

 

 

 

緩和医学各論 

（小林 剛） 

 

 

 

 

緩和医学各論 

（小林 剛） 

 

 

 

 

緩和医療の歴史と緩和医療の基本的考え方を講義すると共に，がん患者さんが抱え

ている問題点を提示します．その中で，「末期がんの患者さんと如何に話すか？」，

「患者さんが人間らしく生きるために何ができるか？」について，一緒に考えていく講

義を予定しています．患者さんとのコミュニケーションスキルの向上を目指し，基本的

な技術を紹介いたします． 

 

 

疼痛緩和 

疼痛の考え方 

鎮痛剤の使い方・副作用対策 

オピオイドローテーションについて 

事例を提示し疼痛緩和について考えていく 

 

終末期の栄養管理 

地域における緩和医療 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

 

 

9 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

   

 

 

 

13 

 

 

 

 

14 

 

 

 

15 

 

緩和ケアの実際 

・疼痛緩和の看護 

（小和田美由紀） 

 

 

緩和ケアの実際 

・他の症状緩和の看護 

・全人的苦痛の緩和 

（小和田美由紀） 

 

 

緩和ケアの実際 

・家族ケア 

・遺族ケア 

（小和田美由紀） 

 

緩和医療におけるチームアプローチ 

（小和田美由紀） 

 

第一部のまとめ 

（小和田美由紀） 

 

 

＜第二部＞ 

悪性腫瘍のリハビリテーション 

（江口勝彦） 

 

緩和医療とリハ 

総論 

（白木美代子） 

 

緩和医療とリハ 

各論 1 

（白木美代子） 

 

 

緩和医療とリハ 

各論２ 

（白木美代子） 

 

 

 

理学療法実技 

（白木美代子） 

 

 

 

緩和医療とリハ 

各論３ 

（白木美代子） 

 

緩和医療とリハ 

各論４ 

（白木美代子） 

鎮静について 

疼痛マネジメントにおける看護の役割について 

効果的な疼痛マネジメントのためのアセスメントと援助方法について事例を提示し考

えていく 

 

他の症状マネジメントにおける看護の役割 

効果的な疼痛マネジメントのためのアセスメントと援助方法について事例を提示し考

えていく 

全人的苦痛の緩和 

精神的苦痛と霊的苦痛（スピリチュアルペイン）のケアについて 

 

緩和ケア病棟における終末期患者の家族ケアと遺族ケアの実際について 

 

 

 

 

緩和ケア病棟におけるチーム医療 

チームにおける看護の役割と多職種の役割と機能 

 

もし、あなたが今、肺がんの末期と診断された場合、何をどう考えどのようにしたいで

すか。また、残された時間をどのように過ごしたいですか。（死生観） 

 

 

 

悪性腫瘍（ガン）のリハビリテーションについて 

過去と現在を概観する 

 

緩和医療（ケア）の歴史 

リハビリテーションの理念と緩和医療の接点 

ライフサイクルと終末期，生死学 

 

疼痛緩和 

疼痛の考え方 

鎮痛剤，除痛ラダー，鎮静について 

 

 

心の苦痛 

全人的苦痛の緩和 

精神的苦痛と霊的苦痛（スピリチュアルペイン）について 

緩和ケア病棟における終末期患者の家族ケアと遺族ケアの実際について 

 

 

終末期の理学療法介入の実際 

死を目前にした人との会話について 

緩和ケア病棟での事例（障害別）を提示し、理学療法の役割について考える 

緩和ケアにおけるチーム医療 

 

体位排痰およびﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ 

呼吸介助 

浮腫に対するﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼ 

 

在宅における看取り 

 

（レポート） 

 

 

 
 

 教 科 書 指定せず 

 参 考 書 

辻 哲也，里宇明元，木村彰男：癌のリハビリテーション．金原出版 

砂原茂一：リハビリテーション（岩波新書）．岩波書店． 

Elisabeth K¨ubler‐Ross：死ぬ瞬間-死とその過程について（中公文庫）．中央公論新社． 

石飛 幸三：「平穏死」のすすめ 口から食べられなくなったらどうしますか．講談社 

安部能成：癌緩和ケアに活かすリハビリテーション・アプローチ（臨床看護 2010年 3月増刊号）．ヘルス出版 

聖路加国際病院看護部緩和ケア検討会症状マネジメントグループ：がん疼痛マネジメントマニュアル．医学書院 
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理学療法学科【専門基礎-59】 

 授 業 科 目 名  カ ウ ン セ リ ン グ   単 位 認 定 者  榎 本  光 邦 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義･演習（講義内にて）・事例検討 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 月・水・金の昼休み（305研究室） 

科 目 の 目 的 
身体障害者や慢性疾患患者に関わるに当たっての心理的問題について理解するとともに，その心理的問

題を解決するために医療スタッフや家族が行うべきことについて理解を深める． 

学 習 到 達 目 標 
リハビリテーション医療の心理的問題についての知識を深め，医療スタッフや家族が行うべき「ケア」につい 

て知識や技術を習得することを目標とする． 

関 連 科 目 

【教養科目群】心理学，生命倫理，教育学，個人・家族と生活，個人・家族と社会，地域社会学，大学の学

び入門 

【専門基礎科目群】生理学Ⅰ，生理学Ⅱ，人間発達学，臨床神経学Ⅰ（神経内科学），臨床神経学Ⅱ（小

児神経学・脳神経外科学），精神医学，小児科学，リハビリテーション医学，老年医学，臨床心理学，リハビ

リテーション関連領域論，安全管理，生体計測工学，医療統計学  

【専門科目群】運動器系理学療法評価・治療学，小児理学療法学，理学療法特殊講義 

成績評価方法 ・ 基準 
定期試験（レポート形式・80％）に受講時の意見文・感想文やレポート課題等平常点（20％）を加味して評

価する． 

準 備 学 習 の 内 容 前回の講義時に指示をする． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

リハビリテーションにおける心理的問題 

 

障害受容 

 

脳卒中患者の心理とケア 

 

脊椎損傷患者の心理とケア 

 

切断者の心理とケア 

 

頭部外傷患者の心理とケア 

 

慢性疼痛患者の心理とケア 

 

小児疾患の心理とケア 

 

認知症を伴うリハビリテーション患者の心

理とケア 

 

障害者家族への関わり 

 

心理療法 1  

 

心理療法 2  

 

ストレスマネージメント  

 

心理療法 3  

 

心理療法 4 

リハビリテーションの過程における心理的問題について理解を深める 

 

障害受容について理解を深める 

 

脳卒中に伴う精神症状と患者のケアについて理解を深める 

 

脊椎損傷患者の心理状態とその対応について理解を深める 

 

肢体の切断における精神症状と患者のケアについて理解を深める 

 

頭部外傷に伴う認知障害と問題行動について理解を深める 

 

慢性疼痛のリハビリテーションについて理解を深める 

 

小児疾患におけるリハビリテーションの特徴について理解を深める 

 

認知症を伴うリハビリテーション患者と介護家族のケアについて理解を深める 

 

 

障害者家族への関わりについて理解を深める 

 

行動療法について  

 

認知行動療法について  

 

リラクゼーション・自律訓練法体験  

 

描画法（星と波テストの体験）  

 

ブリーフセラピーについて 
 

 教 科 書 なし（その都度資料を配布） 

 参 考 書 
山祐嗣・山口素子・小林知博編著（2009）「基礎から学ぶ心理学・臨床心理学」 北大路書房 ※「心理学」の教科書 

下山晴彦編著（2009）「よくわかる臨床心理学」 ミネルヴァ書房 
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理学療法学科【専門基礎-60】 

 授 業 科 目 名  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論   単 位 認 定 者  松 澤   正 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 

リハビリテーションは、障害を持った者

が社会復帰するための過程であり、

障害を持った者が、どのような理念

で、また、どのような手順で社会復帰

するか講義を通して理解させる。 

オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
木曜日：12:10－13:00 

（場所：研究室） 

科 目 の 目 的 
リハビリテーションにおける医学的、教育的、職業的、社会的リハビリテーション領域の目的、対象、方法を

通して、リハビリテーションの中での理学療法士や看護師の位置づけや役割を理解させる。 

学 習 到 達 目 標 
リハビリテーション医療の中での理学療法士や看護師の役割を理解し、実践できるようになることを目標に

する。 

関 連 科 目 理学療法概論 リハビリテーション医学 

成績評価方法 ・ 基準 
筆記試験やレポート等を総合して評価する。 

試験 80％、授業態度 20％ 

準 備 学 習 の 内 容 
障害や福祉に関する用語を調べ学習しておく 

できれば障害や福祉施設でボランティア活動をする 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

 
14 

 
15 

 リハビリテーションの定義、理念、歴史 

 
障害論 

 
障害者の心理 

 
リハビリテーションの構成 

 
医学的リハビリテーション 

 
チーム医療とリハビリテーション医療の進め方 

 
地域リハビリテーション 

 
リハビリテーションにおける評価学 

 
治療学、症例 

 
教育的リハビリテーション 

 
職業的リハビリテーション 

 
社会的リハビリテーション 

 
社会的リハビリテーション 

 
寝たきり老人のリハビリテーション 

 
認知症のリハビリテーション 

 

 教 科 書 使用しない（プリント教材を使用する） 

 参 考 書 
「入門リハビリテーション概論」中村隆一（医歯薬出版） 

「現代リハビリテーション医学」千野直一（金原出版） 
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理学療法学科【専門基礎-61】 

 授 業 科 目 名  リハビリテーション関連領域論   単 位 認 定 者  唐 澤  一 男 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 

作業療法士・言語聴覚士・看護師の

講師による各 4〜5 回のオムニバス形

式．講義中心． 

オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 

 リハビリテーション医療はチーム医療であるといわれる．本講義においては，チームを構成する専門職の

中から，作業療法，言語聴覚療法，看護についてその概要を学習する．すなわち作業療法士の業務内

容、基本的な考え方，身体障害・精神保健・発達障害などの作業療法の対象領域とそれらに対する作業療

法の評価・治療について，言語聴覚療法士の仕事・職場・職域，言語聴覚障害の種類とその原因、病態と

それらに対する評価・治療，看護の機能と役割、リハビリテーション看護の概念と目的，リハビリテーション看

護の技術などについて学習し、さらにチーム医療について理解を深める． 

学 習 到 達 目 標 

到達目標 

 作業療法・言語聴覚療法・看護について理解し，チーム・アプローチの基礎を築く． 

行動目標 

1. 作業療法と作業療法士の役割について説明できる． 

2. 身体障害・老年期障害・発達障害・精神障害に対する作業療法の概要がいえる． 

関 連 科 目 関連し合う科目－リハビリテーション概論，理学療法概論，リハビリテーション医学 

成績評価方法 ・ 基準 各担当者が試験を実施し（各 3分の 1）、その合計を 100 として評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 砂原茂一：リハビリテーション．岩波新書 139、岩波書店．を各自購入し必ず読んでおくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

1 

 

2 

 

 

 

3 

 

4 

 

5 

 

 

 

 

  

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

＜作業療法＞（唐澤一男） 

作業療法とは 

 

 作業療法の歴史 

 作業療法場面 

 対象者の把握と治療手段 

 

作業療法の概要 

 

作業療法の概要 

 

作業療法の概要 

 

 

 

 

 

 

 

＜言語聴覚療法＞（谷 哲夫） 

言語聴覚療法とは 

 

 

 

 

 

言語療法の概要 

 

言語療法の概要 

 

言語療法の概要 

 

リハビリを取り巻く環境 

 

作業療法の定義（世界作業療法士連盟、米国作業療法士協会､日本作業療法士協

会） 

諸外国およびわが国の歴史をたどり作業療法と作業療法士の役割 

作業療法の治療場面の紹介（ＶＴＲ） 

対象者の理解と作業療法の治療手段 

 

身体障害に対する作業療法 

 

老年期障害に対する作業療法 

 

発達障害に対する作業療法 

 

精神障害の作業療法 

 

※ 各障害領域については、主となるのは身体障害領域になります 

 

 

 

 

言語障害の定義 

嚥下障害の定義 

言語療法の定義 

言語聴覚士の役割 

臨床場面の紹介（VTR） 

 

失語症に対する言語療法 

 

構音障害と嚥下障害に対する言語療法 

 

高次脳機能障害に対する言語療法 

 

診療報酬制度，実習生の受け入れ問題，乱立する養成校，リハビリ職種の待遇など 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜看  護＞(真砂 涼子） 

看護とは 

 

 

 

看護の概要 

 

 

 

リハビリテーション看護とは 

 

 

リハビリテーション看護の概論 

 

 

リハビリテーションにおけるチーム医療 

 

 

看護の機能と役割 

臨床看護の概念 

看護職の働く分野 

 

保健師助産師看護師法における看護業務の法的見解 

看護業務の範囲の広がり 

看護におけるリハビリテーションの考え方の変遷 

 

リハビリテーション看護の概念と目的、対象 

リハビリテーション看護師の役割と専門性 

 

リハビリテーション看護と発達段階、機能的健康パターン 

リハビリテーション看護の技術 

 

リハビリテーション看護の実際とチーム 

 

 

 

 

 

 

※ 各領域については、主となるのは身体障害領域になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 

砂原茂一：リハビリテーション.岩波新書 139,岩波書店．を各自購入し必ず読んでおくこと． 

矢谷令子：作業療法概論．協同医書出版 

新体系看護学全書 別巻 11 リハビリテーション看護(メヂカルフレンド社) 

Nursing Celection 11 リハビリテーション看護(学研) 
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理学療法学科【専門基礎-62】 

 授 業 科 目 名  臨 床 心 理 学   単 位 認 定 者  榎 本  光 邦 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義･演習（講義内にて）・事例検討 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 月・水・金の昼休み（305研究室） 

科 目 の 目 的 
臨床心理学の基礎について理解し，保健医療領域におけるサービスに必要な知識と基礎的な技術を習得 

する. 

学 習 到 達 目 標 

臨床心理学の基礎について理解し，保健医療領域におけるサービスに必要な知識と基礎的な技術を習得 

することが目標である．また，治療場面における患者の心理と患者とのコミュニケーションの方法についても 

理解を深めることを目指す． 

関 連 科 目 

【教養科目群】心理学，生命倫理，教育学，個人・家族と生活，個人・家族と社会，地域社会学，大学の学

び入門 

【専門基礎科目群】生理学Ⅰ・Ⅱ，人間発達学，臨床神経学Ⅰ（神経内科学），臨床神経学Ⅱ（小児神経

学・脳神経外科学），精神医学，小児科学，リハビリテーション医学，老年医学，カウンセリング，リハビリテ

ーション関連領域論，臨床心理学，安全管理，生体計測工学，医療統計学  

【専門科目群】運動器系理学療法評価・治療学，小児理学療法学，理学療法特殊講義 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）に受講時の意見文・感想文やレポート課題等平常点（20％）を加味して評価する． 

準 備 学 習 の 内 容 前回の講義時に指示をする． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

臨床心理学とは何か  

 

臨床心理アセスメント  

 

障がいの理解とスポーツ 1 

 

障がいの理解とスポーツ 2 

 

精神疾患 1 

 

精神疾患 2 

 

精神疾患 3 

 

 

精神疾患 4  

 

精神疾患 5  

 

ワーク 1 

 

無意識の心理学 1  

 

無意識の心理学 2  

 

カウンセリング  

 

ワーク 2  

 

総括 

臨床心理学の歴史や構造について学ぶ  

 

臨床心理アセスメントとは何か  

 

知的障害について 1  

 

知的障害について 2，精神障害とは  

 

不安症／不安障害について  

 

パーソナリティ障害について  

 

摂食障害（神経性やせ症／神経性無職欲症，神経性過食症／神経性大食症）につ

いて  

 

双極性障害，うつ病／大うつ病性障害について  

 

統合失調症について  

 

性格検査の体験  

 

フロイト（精神分析）について  

 

ユング（分析心理学）について  

 

ロジャース（来談者中心療法）について  

 

描画法（風景構成法の体験）  

 

自らの専門に，どのように臨床心理学の知見を活かすか 

 

 教 科 書 
山祐嗣・山口素子・小林知博編著（2009）「基礎から学ぶ心理学・臨床心理学」 北大路書房※「心理学」の教科書 

下山晴彦編著（2009）「よくわかる臨床心理学」 ミネルヴァ書房 

 参 考 書 講義中に随時紹介する 
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理学療法学科【専門基礎-63】 

 授 業 科 目 名  安 全 管 理   単 位 認 定 者  根 生  と き 子 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 
医療の高度化に伴い、「危険」は増大している。理学療法士として医療に携わる前に、医療に関連した「危

険」や「事故」についての知識を身につけ、回避できるようにする。 

学 習 到 達 目 標 

1.「人は誰でも間違える」事を理解できる。 

2. 医療の中に潜む「危険」や生活・活動の場に潜む「危険」が理解できる。 

3. ニアミスの分析をし、予防ができる。 

4. 医療事故被害者の思いを想像できる。 

関 連 科 目 理学療法管理学 

成績評価方法 ・ 基準 レポート 70％ 演習参加・提出物の評価 30％ 

準 備 学 習 の 内 容 生理学、心理学等から人間の特性について学習しておく 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

3/4 

 

5 

 

 

6 

 

 

7/8 

 

 

9/ 

10 

 

11 

 

12 

 

13/ 

14 

 

15 

 

 

関係法規、諸制度 

 

 

医療安全の歴史 

 

ヒューマンエラー 

 

医療の場、療養の場、活動の場 

 

 

コンフリクトマネジメント 

コミュニケーション 

 

医療事故事例・スポーツ事故事例 

 

 

危険予知トレーニング 

 

 

医療訴訟 

 

医療事故被害者の思い 

 

安全の確保のために 

 

 

まとめ 

オリエンテーション 

安全管理に関連する諸制度，医療法・理学療法士作業療法士法等関係法規 

 

医療安全について 

 

ヒューマンエラーについて①・② 

 

安全を守るための療養環境について 

障害者スポーツの場での安全な環境について 

 

コミュニケーション、コンフリクト 

 

 

インシデント・アクシデント事例 ①分析手法 ②分析の実際 

 

 

危険予知トレーニング① 説明とグループワーク 

危険予知トレーニング② 演習 

 

医療事故の裁判例（判例） 

 

被害者家族の気持ち 

 

安全な医療・活動の場の提供のためにできること①演習 

安全な医療・活動の場の提供のためにできること②演習 

 

まとめ 

 

 教 科 書 特になし 

 参 考 書 嶋田智明・大峯三郎編：実践MOOK理学療法プラクティス リスク管理．文光堂．2010 
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理学療法学科【専門基礎-64】 

 授 業 科 目 名  生 体 計 測 工 学   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

医療の現場や基礎医学の授業・実習で使われるヒトの機能や形態を計測する機器の基本的な原理や使用

方法を理解するために、対象から客観的な情報を抽出するために必要な基準と手法、代表的な人間の身

体に関する物理量を取り上げ、これら諸量の生理学的意義と計測の目的、計測法の原理などについて学

ぶ。 

学 習 到 達 目 標 

計測はどのように自然を客観的に記述するかを考える基礎的な作業であり、事実仮説を検証するための定

量的表現を与える作業である。本講ではまず計測工学の一般的事項として、すべての計測の基礎となる国

際単位系（SI）の定義から出発し、真の値、計測標準、誤差と精度、測定値の不確かさなどの概念を理解す

る。次に、人間を対象とした計測技術の特殊性をその収集方法・強度・精度・S/N 比・再現性・個体差など

種々の点から理解する。続いて代表的な人間の身体に関する物理量を取り上げ、これら諸量の生理学的

意義と計測の目的、計測法の原理などについて体系的に理解する。 

関 連 科 目 運動学 運動学実習 リハビリテーション工学 臨床動作分析学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）レポート（10％）学習態度（10％） 

準 備 学 習 の 内 容 テキストの事前学習が望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

 
14 

 
15 

 基礎知識編 

 
測るとは 

 
身体の構造と機能 

 
電気生理学的測定器の基礎 

 
身体の大きさと動きを測る 

 
反応を測る（反応時間） 

 
心臓・血管系の働きを測る 

 
目の働き・反応を測る 

 
脳の働き・反応を測る 

 
筋肉の活動を測る 

 
体温・疲労を測る 

 
性格・知能を測る 

 
官能検査 

 
環境を測る 

 
まとめ 

 

 教 科 書 初学者のための生体機能の測り方 第二版 日本出版サービス 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門基礎-65】 

 授 業 科 目 名  医 療 統 計 学   単 位 認 定 者  木 村   朗 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火 or水 12:10~12:50(木村研究室) 

科 目 の 目 的 

医療・保健の現場で必要な判断を導くためにデータを活用する力の基礎を養うことが求められる。この基礎

力とは個人毎の情報だけでは明らかにならない現象に対して集団の統計・推計・確率を利用することで原

因となる要因を推定しうる能力である。この力を発展させ、根拠のある医療（EBM）の基本的実践に資する

統計学的な考え方を追求しながら、コンピューターを使用して実際に自らデータを操作して得る結果のプロ

セスが理解することを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 
医療統計の実践的課題について統計ソフトウェアを利用して、複雑な手続きを経ずとも正しく統計解析の

遂行と解釈ができるリテラシー（実際のソフトウェアの操作能力と概念を用いる能力）の獲得 

関 連 科 目 情報処理Ⅰ・情報処理Ⅱ、生活の中の数学、公衆衛生学、理学療法研究論、卒業研究 

成績評価方法 ・ 基準 授業態度 50％・課題遂行能力テスト 50％  

準 備 学 習 の 内 容 

Web 上の kimuakilab.main.jp に掲示された課題の確認（第 2 回から第 3 回）、基本的なコンピューターリテ

ラシーとして PCおよび統計ソフトの操作（第 2回から第 4回）、データセットの作り方・事前課題（第 5回か

ら第 10回）、事前課題の閲覧（第 11回から 15回）、見慣れない用語を調べ、当日の課題をノートに記入し

ておく事 
 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

医療統計のあらまし 

 

確率と統計 統計ソフト R 

 

データの性質と医療 

 

医療データと代表値 

 

探索的統計と要約 

 

ヒストグラム 

 

ｔ分布と医療データ 

 

ｆ分布と医療データ 

 

カイニ乗分布 

 

相関係数と回帰式 

 

オッズ比 

 

因子分析 

 

横断研究とコホート 

 

生存分析 

 

臨床研究で用いられる統計手法 

日常生活と医療における統計を基に確率と統計を考える（次回の事前学習用課題呈

示） 

統計ソフト R とデータコーダーRGによる、データセッティング 

 

医療・保健におけるデータの見方・加工の仕方、Webテスト 

 

医療・リハビリテーションで頻出のデータの特徴、Webテスト 

 

統計学の基礎（次回の事前学習用課題呈示）、Webテスト 

 

基礎的統計学とグラフの活用、Webテスト 

 

Rを用いた平均値の解析、Webテスト 

 

Rを用いた分散の解析、Webテスト 

 

Rを用いたカテゴリーデータの解析、Webテスト 

 

Rおよび表計算ソフトを用いた相関係数と回帰式の解析、 Webテスト 

 

PECOで用いられる分析手法の経験、Webテスト 

 

EBMに必要な研究デザインと解釈、Webテスト 

 

保健事象に有用な解析方法の経験、Webテスト 

 

医療研究でよく用いられる統計手法の実際、Webテスト 

 

感度―特異度Webテスト 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 医系の統計入門（第 2版）森北出版 
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理学療法学科【専門基礎-66】 

 授 業 科 目 名  社 会 福 祉 ・ 地 域 サ ー ビ ス 論   単 位 認 定 者  金 谷  春 代 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義終了後 

科 目 の 目 的 福祉制度が存する意義を確認し、専門職として基礎的な知識を持つことを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 福祉制度全般について知ることと日本の社会で確立されている福祉サービスの実際を知ること。 

関 連 科 目  

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験(70%)に平常点(30%)を加味して評価する。小レポートを課す場合もある。 

準 備 学 習 の 内 容 前回までの授業の内容を十分理解しておくこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

福祉の捉え方 

 

福祉の社会的背景 

 

地域福祉の考え方 

 

地域福祉の内容と展開 

 

サービスの実際Ⅰ 

 

サービスの実際Ⅱ 

 

サービスの資源と財源 

 

介護保険制度成立の意義と現状課題 

 

医療保険制度成立の意義と現状課題 

 

地域福祉と保健医療 

 

地域福祉における権利擁護 

 

地域福祉における専門職 

 

地域福祉における専門技術 

 

地域福祉ネットワークの事例 

 

まとめ 

 

福祉とは何か 

 

福祉制度の成立から地域福祉への時間経過と社会の変化について 

 

福祉サービス提供の「場」について 

 

 

 

福祉サービスの種類と内容について 

  具体的なサービスについて理解する 

 

 

サービスにおける費用の仕組みについて 

 

介護保険制度成立の意味と経過について理解し、実際の制度運用と介護保険の現

状を捉える。 

医療保険制度の意味と現状課題について理解する。 

 

地域における保健医療・福祉のあり方 

 

「権利擁護とは何か」 

 

福祉にかかわる専門職と役割分担。 

 

地域福祉展開における専門技術とは。 

 

「利根沼田在宅ネットワークの会」立ち上げの意味と目的 

 

 

 

 

 

 教 科 書  

 参 考 書  
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理学療法学科【専門基礎-67】 

 授 業 科 目 名  障害者スポーツ・レクリエーション論   単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義･演習(実技) オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日の昼休み（603研究室） 

科 目 の 目 的 

「障害のない人はスポーツをした方がよいが、障害がある人はスポーツをしなければならない」」という Heinz 

Frei の言葉からも障害者にとってスポーツは必修である、その障害者のためのスポーツを理学療法の立場

から、その基地知識を学ぶ 

学 習 到 達 目 標 各々の障害レベルに合わせたスポーツ指導を体験する 

関 連 科 目 

【教養科目群】心理学，生命倫理，教育学，個人・家族と生活，個人・家族と社会，地域社会学，大学の学

び入門 

【専門基礎科目群】生理学Ⅰ・Ⅱ，人間発達学，臨床神経学Ⅰ（神経内科学），臨床神経学Ⅱ（小児神経

学・脳神経外科学），精神医学，小児科学，リハビリテーション医学，老年医学，カウンセリング，リハビリテ

ーション関連領域論，臨床心理学，安全管理，生体計測工学，医療統計学  

【専門科目群】運動器系理学療法評価・治療学，小児理学療法学，理学療法特殊講義 

成績評価方法 ・ 基準 
課題レポート（テーマ「障害者スポーツ大会ボランティアを経験して」）（20％）、平常点(60％)、授業態度

(20％)を加味して評価する． 

準 備 学 習 の 内 容 前回の講義時に指示をする． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5 

 

6 

 

7 

8 

 

9 

10 

11 

 

 

12 

13 

14 

15 

障がい者福祉施策と障がい者スポーツ 

 

 

障害者福祉施策と障がい者スポーツ(30) 

障がい者スポーツの意義と理念（60） 

 

障がい者スポーツの意義と理念（60） 

障がい者スポーツの理解とスポーツ 

身体障害(内部障害含む) (30) 

障がい者スポーツの理解とスポーツ 

身体障害(内部障害含む)  

 

（公財）日本障害者スポーツ協会公認 

障がい者スポーツ指導者制度 

全国障害者スポーツ大会概要(60) 

ボランティア論(30) 

ボランティア論 

障害に応じたスポーツの工夫(実技) 

 

障がいに応じたスポーツの工夫(実技) 

 

 

 

 

障がい者との交流(実技)：体育棟 

 

関連法律、障害者手帳とその判定などの福祉制度と障害者スポーツの位置づけとそ

れに関わる施策の動向について学ぶ 

 

障害者スポーツの定義や社会的役割を学ぶ 

 

 

 

 

身体障害(内部障害含む)には障害者スポーツが存在する、 

それらを紹介し理解する 

 

 

障害者スポーツ指導者制度を紹介する 

 

全国障害者スポーツ大会について、その歴史から現状を理解する 

 

ボランティアとは、その魅力、心得について学ぶ 

実際に障害者スポーツを体験する 

 

シドニーパラリンピック車椅子バスケットボール銅メダリスト塚本京子さんと上村知佳さ

んによる障害に応じたスポーツの工夫を学ぶ 

 

 

 

車椅子ラグビーチームを招致し障害者との交流をする 

 

 教 科 書 障害者スポーツ指導教本 初級・中級 改訂版 株式会社ぎょうせい 

 参 考 書 全国障害者スポーツ大会競技規則集（解説付）公益財団法人日本障がい者スポーツ協会  
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理学療法学科【専門基礎-68】 

 授 業 科 目 名  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 工 学   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義・実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

リハビリテーション工学とは，工学的手法をリハビリテーションに応用するものであり，その応用範囲はとても

広く，リハビリテーションの評価，治療，装具，生活支援など様々なものに応用されている．本科目では，こ

の中でも，身体機能の評価に用いられる工学的手法について扱う．近年，これらは看護学においても多く

利用されるようになっている．将来セラピスト・看護師として，これらの手法を利用できるようにすることを目的

とする． 

学 習 到 達 目 標 障害者に対する工学からのアプローチを理解し，その概要を理解する． 

関 連 科 目 運動学 生活環境学 日常生活活動学 

成績評価方法 ・ 基準 レポート（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 シラバスに沿って予習すること． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

福祉機器概論とは 

 

工学的基礎 

 

姿勢保持装置 

 

車いす 

 

昇降装置・リフト 

 

福祉車両 

 

視覚・聴覚障害者に対する福祉機器  

 

 

コミュニケーション 

 

環境制御装置 

 

ハウスアダプテーション 

 

 

自助具 

 

ネットワークとＰＣ 

 

 

 

歴史、定義、関連領域との関わり、開発 

 

工学とは、とらえ方、考え方 

 

シーティング概要 

 

最新車いす事情と解析手法 

 

ホームエレベーターなど 

 

メーカーの取り組み、トピックス 

 

音声案内システム、白杖等 

 

 

トーキングエイドなど 

 

在宅障害者を含むベッド周辺の福祉機器 

 

住宅の改造とその手法 

 

 

パーソナルコンピュータ、インターネット 

 

 

 

まとめ 

 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 リハビリテーション工学と福祉機器 (リハビリテーションMOOK) 金原出版 
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理学療法学科【専門-69】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 概 論   単 位 認 定 者  木 村   朗 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義 13 コマ 

学外実習（施設見学）2 コマ 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火 or水 12:10～12:50(木村研究室) 

科 目 の 目 的 

実践から始まった理学療法の歴史を理解し、理学療法学として体系的に理解させることを目標とする。理学

療法に必要な知識・技術・態度を自ら考えられるようになることを目指し、講義への参加をジャーナルとして

まとめ自身の振り返りを行う。またグループワーク、施設見学を取り入れて理解を深める。 

学 習 到 達 目 標 

理学療法学について体系的に理解させることを目標とする。理学療法の歴史的変遷、医療制度・体系にお

ける理学療法の位置づけと役割等について説明できる。各種理学療法手段について専門用語を用いずに

説明できる。 

理学療法場面における思考・判断・行動プロセスの概要が専門用語を用いずに説明できる。 

関 連 科 目 リハビリテーション概論、理学療法評価学、基礎理学療法学、日常生活活動学ほか 

成績評価方法 ・ 基準 平常点・筆記テスト 

準 備 学 習 の 内 容 
各単元で初めて目にする用語について教科書および Web 上で可能な限り調べ、ノートを準備の上、確認

しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

オリエンテーション・理学療法史 

 

理学療法学の基礎、学問的背景１ 

 

理学療法学の基礎、学問的背景２ 

 

理学療法学の基礎、学問的背景３ 

 

理学療法学の基礎、学問的背景４ 

     

理学療法の実際１ 

 

理学療法の実際 2 

 

理学療法の実際 3 

 

理学療法の実際 4 

 

理学療法学実践１ 

 

理学療法学実践２ 

 

理学療法学実践 3 

 

理学療法学実践 4 

 

理学療法とリハビリテーション 1 

 

理学療法とリハビリテーション 2 

講義概要の説明・理学療法の歴史・日本と海外の理学療法 

  

理学療法を遂行するために必要な基礎学問（解剖学・生理学） 

 

理学療法を遂行するために必要な基礎学問（運動学） 

 

理学療法を遂行するために必要な基礎学問（臨床医学・心理学） 

 

理学療法を遂行するために必要な基礎学問（公衆衛生学・医療法規） 

 

理学療法の目的、対象、手段、治療における理論的背景１（神経系） 

 

理学療法の目的、対象、手段、治療における理論的背景２(運動器系) 

 

理学療法の目的、対象、手段、治療における理論的背景３（内部障害系） 

 

理学療法の目的、対象、手段、治療における理論的背景４（運動・物理療法） 

  

医療機関および福祉機関における理学療法学実践１（問診・検査測定） 

 

医療機関および福祉機関における理学療法学実践２（評価・診断） 

 

医療機関および福祉機関における理学療法学実践３（ADL・QOL） 

 

医療機関・福祉機関以外における理学療法学実践４（スポーツ・産業保健） 

 

リハビリテーション施設(予定)で理学療法見学実施１ 

 

リハビリテーション施設(予定)で理学療法見学実施 2 

 

 教 科 書 理学療法概論（細田ら）南工堂 

 参 考 書 授業時に紹介する 
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理学療法学科【専門-70】 

 授 業 科 目 名  基 礎 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  中    徹 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 月曜日終日 

科 目 の 目 的 
＜一般目標＞「障がい」の概念を ICF（国際生活機能分類）で理解する 

機能の障がいの三領域（運動器障害・神経系障害・循環器系障害）の病態を理解する 

学 習 到 達 目 標 
＜行動目標＞ICFの概念図を書いてそれぞれの因子と関係性を説明できる 

  機能障害の病態とそれに対応する理学療法について説明できる 

関 連 科 目 
基礎となる科目・・・理学療法概論 

将来繋がる科目・・・全ての専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 提出課題 40%、試験 60％（二回） 

準 備 学 習 の 内 容 ICFの教科書を読み進んでおくこと 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

01 

 

健康の状態としての障がい～障がいと

健康、異常と正常、否定と肯定の間～ 

障がいの定義と広がりを理解する 

02 

 

ヒトとしての障がいの種類と内容 

～形態と機能の不具合さ～ 

形態と機能の用語を理解し、それが不自由であることの意味を理解する 

03 

 

ヒトとしての障がいの種類と内容 

～形態と機能の関連性～ 

形態と機能の関連性を理解し、その不自由さのメカニズムを理解する 

04 

 

ヒトとしての障がいの種類と内容 

～形態と機能の関連性 2～  

実例をもって形態と機能の関連性を理解し、その不自由さのメカニズムを理解する 

05 

 

人・人間としての障がいの種類と内容～

活動の制限と参加の制約～ 

運動能力の障害を理解し、その不自由さのメカニズムを理解する 

06 

 

障がいにとっての個人・環境因子 

～介入と考慮のちがい～  

個人因子と環境因子の定義を理解し、障がいへの影響を理解する 

07 

 

ICFまとめ～ICF と理学療法の関係 理学療法の実施に対して ICFが答えていることを理解する 

08 

 

ICF(1～7講)の到達度評価 演習として ICFの概念と拡がりについて、実例をもって説明できる 

09 

 

形態の障がいの病態と原因 

 (骨‐支持体) 

形態としての骨について理解を深める 

10 

 

機能の障がいの病態と原因 1 

 (運動器＝骨・関節‐フレーム) 

関節を構成する骨について理解を深める 

11 

 

機能の障がいの病態と原因 2 

 (運動器＝筋 1‐アクチュエーター)   

関節を動かす筋の性質を理解する 

12 

 

機能の障がいの病態と原因 3 

 (運動器＝筋 2‐アクチュエーター) 

筋の物性を理解する 

13 

 

機能の障がいの病態と原因 4 

（神経系＝脳と脊髄 1‐制御） 

神経系の機能分担を理解する 

14 

 

機能の障がいの病態と原因 5 

（神経系＝脳と脊髄 2‐制御 

運動制御における神経の役割を理解する 

15 

 

 

 

機能の障がいの病態と原因 6 

（呼吸・循環系＝心肺機能‐エネルギー） 

運動にとっての呼吸循環器系の働きを理解する 

 

 教 科 書 
1~8講義 障害者福祉研究会（編集）：ICF国際生活機能分類－国際障害分類改訂版．中央法規出版 

9~15講義 講義資料を配布する 

 参 考 書 上田敏：ICF国際生活機能分類の理解と活用－人が生きることの困難（障害）をどうとらえるか．きょうされん 
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理学療法学科【専門-71】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 セ ミ ナ ー   単 位 認 定 者  鈴 木   学 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 演習と実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日 12:30～13:00 

科 目 の 目 的 

各学生が評価実習で学んだ理学療法評価技術から問題点の抽出、プログラム立案までの一連の過程をグ

ループワークを通して統合することを目的とする。また、総合臨床実習にむけた学習準備状態の確立を目

指す 

学 習 到 達 目 標 

グループワークを通して設定された模擬患者を対象とした系統的な理学療法過程を検討し、理解すること

ができる。 

各疾患に対する適切な理学療法評価の選択ができる。 

視聴覚教材を用いた動作分析ができる。 

理学療法評価を基に必要な理学療法プログラムの立案ができる。 

臨床の現場で状況に応じた行動がとれるようにする 

関 連 科 目 理学療法評価学演習、臨床推論演習、評価学実習、総合臨床実習Ⅰ、Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 平常点 100％ 

準 備 学 習 の 内 容 評価学実習の不十分な内容の把握 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10 
11 

12 
13 

14 
15 

 

オリエンテーション 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

グループ学習 
グループ学習 

オリエンテーション，評価実習の反省 

 

 

 

グループワークを中心とする。 

症例発表 

評価学実習で学んだ知識・技術の共有と統合 

模擬患者を対象とした系統的理学療法過程の学習，etc. 

 

 教 科 書 使用せず 

 参 考 書  
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理学療法学科【専門-72】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 特 論   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 グループワークと講義を中心に行う。 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 
専門基礎科目，専門科目において習得した既存知識を総復習し，臨床実践に向けた学習準備状態の確

立を目指す。 

学 習 到 達 目 標 
グループワークなどを通して，専門基礎科目・専門科目で習得した基礎知識を広く理解することができる。

さらには臨床実践に対応できるように，基礎知識を応用的に活用することができる。 

関 連 科 目 理学療法セミナー、各専門基礎科目，各専門科目 

成績評価方法 ・ 基準 グループワーク活動状況 70％，記述試験 30％ 

準 備 学 習 の 内 容 四年間の集大成としてテキストを熟読すること 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

理学療法特論１ 

 

理学療法特論２ 

 

理学療法特論３ 

 

理学療法特論４ 

 

理学療法特論５ 

 

理学療法特論６ 

 

理学療法特論７ 

 

理学療法特論８ 

 

グループワーク 

 

グループワーク 

 

グループワーク 

 

グループワーク 

 

グループワーク 

 

グループワーク 

 

まとめ 

解剖生理運動学 

 

 

 

基礎・臨床医学 

 

 

 

基礎理学療法学 

 

 

 

理学療法評価学 

 

理学療法治療学 

 

解剖生理運動学 

 

基礎・臨床医学 

 

基礎理学療法学 

 

 

 

理学療法評価学 

 

理学療法治療学 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 理学療法士・作業療法士 間違いだらけの国家試験対策勉強術 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-73】 

 授 業 科 目 名  臨 床 推 論 演 習   単 位 認 定 者  鈴 木   学 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 グループ学習、実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日 12:30～13:00 

科 目 の 目 的 
病院や施設などでエビデンスに基づいた症例の情報の分析や臨床推論を実施および状況に即した行動

ができるようにする 

学 習 到 達 目 標 

模擬症例の情報から重要な事実を抽出できる。 

事実から的確な問題点を想定できる。 

問題点に対して仮説の設定および修正ができる。 

自己学習の方法、文献検索、プレゼンテーションができる。 

チーム医療に必要なコミュニケーションができる。 

シナリオの情報を基に総合的な問題点抽出、ゴール設定、治療プログラム立案ができる。 

臨床推論に基づいた評価実技の克服 

関 連 科 目 

運動学、臨床運動学、臨床神経学、理学療法評価学、理学療法評価学演習、臨床動作分析学、神経系理

学療法評価･治療学演習Ⅰ、神経系理学療法評価･治療学演習Ⅱ、装具学、地域理学療法学、評価学実

習、理学療法セミナー、総合臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 平常点 100％ 

準 備 学 習 の 内 容 1,2年次の基礎医学、臨床医学、運動器および神経系理学療法の知識 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10 
11 

12 
13 

14 
15 

 

オリエンテーション 

グループ演習 
グループ演習 

グループ演習 
グループ演習 

グループ演習 
グループ演習 

グループ演習 
グループ演習 

グループ演習 
グループ演習 

グループ演習 
臨床推論発表 

臨床推論発表 
実習前実技演習 

 

臨床推論推論とは，PBLによる推論の必要性と手順、グループ編成 

 

 

各グループ単位でPBLチュートリアル方式により模擬症例のシナリオの事実から問題

点を抽出、仮説の設定をしていく過程でシナリオの問題をまとめながら最終的に臨床

推論としてゴール設定や治療などについてをまとめる 

各グループにはチューターを配属予定（鈴木、蛭間、加藤、仲保、黒川） 

 

 

 

 

 

各グループの臨床推論の発表 

各グループの臨床推論の発表、反省会 

OSCEによる実技演習 

 

 教 科 書 臨床推論の初回講義用資料を配付 

 参 考 書  
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理学療法学科【専門-74】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 研 究 論   単 位 認 定 者  木 村   朗 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火 or水 12:10~12:50(木村研究室) 

科 目 の 目 的 

理学療法の治療は、日進月歩進んでいるが、そのような進歩は、絶え間ない基礎研究や臨床研究によるも

のである。また、理学療法の技術開発を指向し、学問体系を作るためにも、毎日の研究が必要である。また

臨床判断の基礎となる知見を集積が疫学研究のプロセスを必要としていることを学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 

理学療法が対象とする病気・障害を扱う臨床・疫学研究で表される情報の基本的読解力を身につける。学

内や臨床の場で、興味のある基礎研究、臨床研究、調査研究等の計画を立案するための基本的知識と情

報機器の操作スキルを身につける。実験および調査研究手法の基礎を習得させることを目標とする。 

関 連 科 目 
運動学、臨床運動学、臨床心理学、理学療法概論、基礎理学療法学、理学療法評価学、各系理学療法

学、物理療法学、日常生活活動学 

成績評価方法 ・ 基準 課題レポート、発表報告（約 50％）、授業参加度等（約 50％）を総合して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 
各回の講義内容部分について、新しく目にした単語・概念・計算式等について、教科書およびWeb上で可

能な限り調べ、ノートを準備の上、確認しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

 

5 

6 

 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

オリエンテーションと研究とは 

 

 

研究方法論 

 

 

研究と倫理 

 

 

 

論理学 

 

 

研究読解のための情報収集 1 

研究読解のための情報収集 2 

 

研究デザインと統計手法 1 

研究デザインと統計手法 2 

研究デザインと統計手法 3 

研究デザインと統計手法 4 

 

理学療法研究の実際 

理学療法研究課題 基礎演習 1 

理学療法研究課題 基礎演習 2 

理学療法研究課題 基礎演習 3 

理学療法研究課題 基礎演習４ 

授業日程、理学療法の研究の必要性 

現在の理学療法・士における研究の意義 

 

「研究は誰のために行うのか」理学療法の歴史と研究対象・研究の種類・研究の流れ 

創造性と独創性（文献調査・社会調査・実験計画・臨床疫学-1） 

 

医療と倫理 

研究と倫理 

ヘルシンキ宣言 

 

推論・判断と論理学の基礎 

 

 

文献の読み方（文献調査・社会調査・実験計画・臨床疫学-2） 

文献の探し方（実習） 

 

PECOの考え方と、実験・介入研究の読解法、バイアス、交絡要因 

代表値の差の検定を必要とする研究デザイン 

代表値の比率・要因の効果の検定を必要とする研究デザイン 

代表値の度数の検定を必要とする研究デザイン 

 

研究の実際（理学療法プロパー教員の研究等の紹介） 

演習 1 既存研究論文の PECOに基づく読解デモンストレーション 

演習 2 既存研究論文の再掲示(パワーポイントによる紹介)発表１  

演習 3 既存研究論文の再掲示(パワーポイントによる紹介)発表２  

演習 4 既存研究論文の再掲示(パワーポイントによる紹介)発表３ 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
はじめての研究法 神陵文庫 

医療系研究論文の読み方・まとめ方 東京図書 

 参 考 書 www.kimuakilabo.main.jp（Web） 

http://www.kimuakilabo.main.jp
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理学療法学科【専門-75】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 管 理 学   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 7 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 講義・演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 

 理学療法の質の保証、および適切な理学療法提供システムを理解するために，効率的な財政的･物質

的･人的資源確保について，計画･組織および運用方法に関し医療機関内理学療法、施設内理学療法、

および地域理学療法それぞれにおけるマネージメントについて学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 

＜到達目標＞ 

 実際の理学療法業務における人的管理，リスク管理，情報管理，財政的･物質的管理について理解する 

 

＜行動目標＞ 

１． 理学療法に必要な管理について概略を説明できる． 

２． 自身のキャリア形成と人を育てる臨床教育の側面から人的管理ついて理解する． 

３． 健康保険診療のルールに沿って，リスク管理，情報管理などの業務管理について理解する． 

４． 臨床実習指導者として，臨床教育に関わる心構えを身につける． 

５． 人間関係力について理解する． 

６． 実際の管理について知る． 

 

関 連 科 目 
関連し合う科目−理学療法概論，リハビリテーション概論，臨床実習科目 

この科目が基礎となる科目－ 

成績評価方法 ・ 基準 
すべての講義態度，姿勢により減点する．欠席（一回-10点） 

簡単なレポートを課す．100点． 

準 備 学 習 の 内 容 理学療法士の業務全体について理解しておくこと． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

 

 

7 

8 

 

 

 

コース オリエンテーション 

理学療法管理とは 

 

業務管理/自己管理/人事管理 

 

情報管理/物品管理/リスク管理 

 

医療機関でのマネージメント 

 

臨床実習教育方法論 

 

人間関係論 

 

 

 

理学療法管理の実際 

オリエンテーション 

理学療法の管理とは 

 

自己管理とキャリアデザイン．人を育てる． 

 

個人情報と守秘義務．安全と物品の管理．リスク管理とは． 

 

保険診療とルール．上手な診療録の書き方，施設間の連携と情報の共有 

 

理学療法教育論と臨床実習教育方法論〜より良い臨床実習を目指して〜 

 

職場に於ける人間関係論（スタッフ間の人間関係，患者・家族との人間関係） 

フォーマルとインフォーマル．人間関係力など． 

グループ演習を含む 

 

臨床に於ける管理の実際 

 パネルディスカッション「テーマは別途掲示予定」 

 司会：江口勝彦 パネラー2〜3名 

 

 

 

 教 科 書 別途指示 

 参 考 書 
奈良勲：理学療法概論．医歯薬出版． 

細田多穂，半田健壽，中山彰一，他編：理学療法士プロフェッショナルガイド．文江堂． 

日本理学療法士協会：理学療法白書． 
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理学療法学科【専門-76】 

 授 業 科 目 名  卒 業 研 究   単 位 認 定 者  木 村   朗 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 3 0 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  選 択 

 

指 導 方 法 
演 習（理学療法学科 PR、基礎医学

担当教員が行う） 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火 or水 12:10~12:50(木村研究室) 

科 目 の 目 的 

本科目は生涯に亘り、問題解決能力の向上を目指す意志と態度を養うために、理学療法学と保健科学関

連学問領域に及ぶ課題の設定、研究立案、論文作成等一連の取り組みを通して、学生自ら主体的に探究

し、併せて理学療法学研究に資する高い読解力を身につけさせることを目的としている。専門科目担当教

員の指導の下、研究テーマを定める。具体的には、研究の必要性の理解、研究課題の設定、文献検索、

研究テーマの選択、研究方法の選択、倫理的配慮、研究計画書の作成、テータの収集・処理・考察、研究

発表を経て、論文作成を行う。 

学 習 到 達 目 標 各指導教員の下、自分の選定したテーマに従い研究計画を立案・実践し、その成果について論文にする。 

関 連 科 目 それまで学習した科目のすべてと関連する。 

成績評価方法 ・ 基準 学習過程を鑑み、論文により評価する（100％）。 

準 備 学 習 の 内 容 
各自、研究課題を遂行するにあたり、必要な知識を整理し、文献等の収集、実験機器、スケジュールを見

積もること、研究遂行ノートを準備すること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 1 

 

5 

  

10 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業研究ゼミナールにより指導 

オリエンテーション 

研究計画立案 

 

パイロット研究・調査 

実験・調査等 

データ分析 

研究発表準備 

研究抄録作成 

研究発表会 

卒業論文提出 

各指導教員の研究室に配属し、ゼミ単位で行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 これまで学習で使用した教科書を参考にする。 
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理学療法学科【専門-77】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 評 価 学   単 位 認 定 者  加 藤 仁 志 

 対 象 学 年  1 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義及び演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
講義日の昼休み 

木曜日 17:50～18:30 

科 目 の 目 的 
(1)理学療法評価の意義、目的、評価の過程を知ること。(2)基本的事項である情報収集、問診、記録と形態

計測および関節可動域測定の知識と技術を習得すること。 

学 習 到 達 目 標 

理学療法評価の意義、目的及びその過程が言及できる。情報収集、問診の必要項目を列挙できる。 

記録方法を言及できる。評価時に理学療法士が配慮すべき点を列挙できる。学生同士で形態計測 

及び関節可動域測定を実施できる。 

関 連 科 目 

解剖学Ⅰ・Ⅱ、運動学Ⅰ・Ⅱ、理学療法概論、表面解剖学と触診法、理学療法評価学演習、運動療法総

論、運動器系理学療法評価・治療学、神経系理学療法評価・治療学、呼吸・循環・代謝系理学療法評価・

治療学、見学実習、評価学実習、総合臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 
筆記試験(8割)及び実技試験(1割)、中間試験(1割)とともに学習態度、演習時の出席状況などを総合的に

判断する。筆記試験を成績判定の基礎とするが、そのためには実技試験の合格が前提となる。 

準 備 学 習 の 内 容 
身体のランドマーク、関節可動域測定の基本軸、移動軸、参考可動域を演習実施までに全て覚えること。

各演習の前には必ず実技の予習を行うこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

総論 1 講義（担当：中） 

 

総論 2講義（担当：中） 

 

総論 3講義（担当：中） 

 

各論 1講義（担当：中） 

 

各論 2演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 3演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 4講義（担当：中） 

 

各論 5演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 6演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 7演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

試験 8演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 9演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 10演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

各論 11演習（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

まとめ（担当：加藤、黒川、鳥海、TA） 

 

定期試験 

講義の概要・ガイダンス・評価の概念・目的 

 

理学療法に「おける評価の種類（時期と対象） 

 

問題解決のための評価課程 

 

形態評価の意義と目的 

 

形態計測(演習 1) 四肢長 

 

形態計測(演習 2) 周径 

 

関節可動域測定の意義と目的 

 

関節可動域測定 (演習 1) 上肢 

 

関節可動域測定 (演習 2) 上肢 

 

関節可動域測定 (演習 3) 上肢 

 

関節可動域測定 (演習 4)：上肢検査の到達確認演習 

 

関節可動域測定(演習 5)：下肢 

 

関節可動域測定(演習 6)演習：下肢 

 

関節可動域測定(演習 7)演習：下肢 

 

関節可動域測定(演習 8)演習：頸部，胸腰部 

 

演習試験：形態計測および関節可動域測定（担当：加藤、黒川、鈴木、鳥海） 
 

 教 科 書 「理学療法評価学改訂第 4版」松澤 正著（金原出版株式会社） 

 参 考 書 
「PT・OTのための測定評価 DVD series1 ROM測定」、「PT・OTのための測定評価 DVD series2 形態測定・反射検査」福田 

修監修（三輪書店） 

その他：講義にて随時紹介する。 
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理学療法学科【専門-78】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 評 価 学 演 習   単 位 認 定 者  黒 川  望 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火曜：12：15～12：55 

科 目 の 目 的 

解剖学・運動学で学んだ知識を再確認しながら，筋力検査の方法について理論と技術を学ぶ． 

評価技術の基本となる筋力検査として徒手筋力検査(MMT)を中心に学習し，1年時に学習した基本的な検

査・測定技術を再確認し，確実に習得することを目的とする． 

学 習 到 達 目 標 

1.理学療法の記録や患者オリエンテーションの内容を臨床的に適切な言動や態度で説明できる． 

2.筋力検査の目的・意義・代表的な測定方法を説明できる． 

3.MMTを実施できる（注意点や代償運動を説明できることを含む）． 

4.形態測定・関節可動域測定・筋力測定を他者に実施できる． 

関 連 科 目 

解剖学Ⅰ・Ⅱ，運動学Ⅰ・Ⅱ，理学療法概論，表面解剖学と触診法，理学療法評価学演習，運動器系理

学療法評価・治療学，神経系理学療法評価・治療学，呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学，見学実

習，評価学実習，総合臨床実習Ⅰ，総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 
筆記試験(9 割)及び実技試験(1 割)とともに学習態度，演習時の出席状況などを総合的に判断する．筆記

試験を成績判定の基礎とするが，そのためには実技試験の合格が前提となる． 

準 備 学 習 の 内 容 
MMT の演習が始まるまでに作用する筋の起始，付着，神経支配，髄節を全て覚えること．各演習の前には

必ず実技の予習を行うこと． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

総論 講義 1（中） 

 

総論 講義 2（浅田） 

 

総論 講義 3（浅田） 

 

各論 講義１（中） 

 

各論 演習 1（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 2（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 3（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 4（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 5（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習６（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習７（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習８（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習９（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 10（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

各論 演習 1１（黒川・加藤・鳥海・TA） 

 

理学療法における記録方法と情報収集 

 

臨床で求められるセラピストとしての接遇 1 

 

臨床で求められるセラピストとしての接遇 2 

 

筋力測定の意義と目的 

 

徒手筋力測定演習：肩関節 

 

徒手筋力測定演習：肘関節・前腕 

 

徒手筋力測定演習：手関節・手指 

 

徒手筋力測定演習：肩甲帯 

 

到達度確認演習：上肢の徒手筋力検査 

 

徒手筋力測定演習：股関節 

 

徒手筋力測定演習：股関節・膝関節 

 

徒手筋力測定演習：足関節 

 

徒手筋力測定演習；頸部・体幹 

 

徒手筋力測定演習；全体のまとめ 

 

到達度確認演習：下肢，頸部・体幹の徒手筋力検査 

 

 

 教 科 書 
「理学療法評価学改訂第 4版」松澤 正著（金原出版株式会社） 

「新・徒手筋力検査法 原著第 8版」Helen J. Hislop，Jacqueline Montgomery著，津山直一・他訳(協同医書出版社) 

 参 考 書 
「PT・OT のための測定評価 DVD series3 MMT-頭部・頸部・上肢」「PT・OT のための測定評価 DVD series4 MMT-体幹・下

肢」福田 修監修（三輪書店） 

その他：講義にて随時紹介する． 
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理学療法学科【専門-79】 

 授 業 科 目 名  臨 床 動 作 分 析 学   単 位 認 定 者  高 橋  正 明 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火曜日 18：00～19：00 

科 目 の 目 的 

理学療法士が運動障害を評価する上で動作や姿勢を観察により分析し，その原因を仮説立てることおよび

治療介入方法を示唆できることは重要である．整形疾患，中枢神経系疾患の基本動作を視聴覚教材，症

例記録等を用い相互の意見交流や動作の模倣等により演習形式で授業を進め，より専門的な科目への基

礎作りを目的とする． 

学 習 到 達 目 標 

前半：正常基本動作の分析 

健常人の基本動作を観察により力学的に解釈し，説明できる． 

後半：疾病により生じる異常な動作の特徴を症候学的および力学的に説明できる．ビデオで示される代表

的動作障害を持つ症例について動作分析し，介入方法が示唆できる． 

関 連 科 目 運動学Ⅰ，運動学Ⅱ，運動学実習、ＡＤＬ実習、各疾患別理学療法科目 

成績評価方法 ・ 基準 動作分析の試験で 60点以上を合格とする．（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 正常動作は力のモーメント、異常動作は各疾患の特徴を教科書で予習しておくこと． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

3 

4 

5 

 

6 

 

 

7 

 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

 

15 

 

オリエンテーション 

正常動作 講義 

正常動作 講義 

正常動作 演習 

正常動作 演習 

正常動作 演習  

 

異常動作 

 

 

臨床動作分析の過程 

 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

疾患別動作障害 

 

まとめ 

 

動作理解のための力学的基礎 （高橋正明） 

動作理解のための力学的基礎 （高橋正明） 

正常基本動作の分析とは何か  （高橋正明）  

椅子からの立ち上がり動作の分析 （高橋正明） 

座位動作、寝返りの分析  （高橋正明） 

 

異常動作のとらえ方、正常要素と異常要素   

異常動作の分類、陽性徴候と陰性徴候   （高橋正明）  

 

動作パターンと動作の異常，無意識的要素の意識化（高橋正明） 

  

整形疾患の異常動作の特徴，末梢神経損傷，ＯＡ，他 （高橋正明） 

筋ジストロフィー児の動作分析  （高橋正明） 

片麻痺者のマット上動作の特徴と陽性徴候と陰性徴候の分析 

片麻痺者の歩行分析  （高橋正明） 

脊髄損傷者のＡＤＬ動作の分析   （高橋正明） 

パーキンソン病，失調症の異常動作の特徴  （高橋正明） 

脳性麻痺児、高齢者，義足による動作、他 （高橋正明） 

 

まとめ （高橋正明） 

 

 

 

 教 科 書 「臨床動作分析」 標準理学療法シリーズ 高橋正明編 (医学書院) 

 参 考 書 「基礎運動学」 中村隆一，他 （医歯薬出版） 
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理学療法学科【専門-80】 

 授 業 科 目 名  運 動 療 法 総 論   単 位 認 定 者  加 藤  仁 志 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義（一部演習と実技実習を含む） 

15 コマ 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 

講義日の昼休み および 

毎週木曜日 17:50～18:30 

科 目 の 目 的 

本講義では、運動療法を行う前提として知っておかなければならない基礎知識を理解することを目的とす

る。具体的学習内容としては運動療法の概念と基礎知識、運動の種類、基本的な運動療法、などを学習す

る。 

学 習 到 達 目 標 

本講義の到達目標は、運動療法の基礎知識を整理・理解し、より専門的な理学療法治療学（運動器系・神

経系・呼吸循環代謝系・徒手系・高齢者・スポーツ傷害の理学療法治療学）を学ぶための基礎的学習能力

を確立させることである。 

関 連 科 目 

専門基礎科目群：解剖学Ⅰ・Ⅱ、生理学Ⅰ・Ⅱ、運動学Ⅰ・Ⅱ、運動生理学 

専門科目群：運動系理学療法評価・治療学、神経系理学療法評価・治療学、呼吸・循環・代謝系理学療法

評価・治療学、徒手系理学療法学、スポーツ傷害理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 
定期試験（40%）に加え、小テスト（25%）・実技テスト（25％）、課題レポート（5%）・授業参加度（5%）などを加味

して評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 各回授業範囲の教科書内の専門用語の意味を事前に調べて理解しておくこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

 
14 

 
15 

 

 

 

オリエンテーション 

 
運動療法の概念 

 
運動療法の基礎 

 
〃 

 
〃 

 
〃 

 
〃 

 
バイタルチェック 

 
基本的な運動療法 

 
〃 

 
〃 

 
〃 

 
〃 

 
     〃 

 
〃 

 

今後の講義予定 

 
運動療法の歴史・定義・方法・今後の課題 

 
筋生理学、神経生理学の復習 

 
関節の構造と運動、関節運動の制限 

 
随意運動のメカニズム 1 

 
随意運動のメカニズム 2 

 
運動制御と運動学習 

 
血圧、脈拍、呼吸数の測定 

 
全身調節運動、リラクセーション 

 
関節可動域運動 

 
筋力増強運動 

 
持久力増強運動 

 
協調性運動 

 
バランスの獲得・改善 

 
基本動作練習 
 

 

 

 教 科 書 

「標準理学療法学 専門分野 運動療法学 総論」 吉尾雅春 編集 （医学書院） 

「運動療法学」 柳澤健 編集 （金原出版） 

「基礎運動学」 中村隆一、齋藤宏、長崎浩 著 （医歯薬出版） 

「理学療法 ゴールド・マスター・テキスト 2 運動療法学」 柳澤健 編 （メジカルビュー社） 

 参 考 書 「理学療法Ⅲ 運動療法Ⅰ」 千住秀彰 監修 河元岩男、溝田勝彦 編集 （神陵文庫） 
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理学療法学科【専門-81】 

 授 業 科 目 名  運動器系理学療法評価・治療学   単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 木曜日：12：00～13：00 

科 目 の 目 的 

１理学療法の対象となる障害のうち、最も多くの割合を占める運動器系(骨･関節、筋、末梢神経、軟部組

織)疾患の概念を理解する 

２運動器疾患の概念を理解する 

学 習 到 達 目 標 各疾患別を学ぶため基礎知識の獲得 

関 連 科 目 
解剖学，生理学，運動学，基礎理学療法学， 

運動器系理学療法評価・治療学演習 I、運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 中間テスト（2回）：30％、定期試験：40％、授業態度その他：30％にて総合評価する 

準 備 学 習 の 内 容 授業範囲は広範となる、授業前に予習部位は指定する、授業後の復習も必修である。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

1 

 

 

2 

3 

 

4 

 

 

5 

6 

 

 

7 

 

8 

 

9 

10 

 

 

11 

 

12 

13 

14 

 

15 

 

オリエンテーション  

 

 

整形外科疾患評価法 

 

 

痛みとその評価 

 

 

骨折 

靱帯損傷、腱断裂 

 

 

中間テスト 

関節リュウマチ 

 

 

末梢神経損傷； 

 

 

 

中間テスト 

 

脊髄損傷 

 

 

 

まとめ 

科目の概要・講義スケジュール 

 

 

 

整形外科疾患とその評価法 

 

 

整形外科的痛みとその評価 

 

 

骨折の運動療法：総論 

骨折の運動療法：総論 

靱帯損傷、腱断裂の運動療法：総論 

 

 

関節リウマチの運動療法：総論 

 

 

末梢神経損傷； 

胸郭出口症候群、肘部管症候群、 

手根管症候群等 知覚異常大腿痛 

梨状筋症候群、足根管症候群等 

 

 

脊髄損傷：総論 

脊髄損傷の評価 

脊髄損傷の治療 

 

 
 

 教 科 書 

中村 利孝：標準整形外科学 12版．医学書院 

野村嵯他 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学医学書院 

高橋正明他 標準理学療法学・作業療法学 運動学  （医学書院） 

基礎運動学 第 6版中村隆一、他 （医歯薬出版） 

奈良 勲（監修）：標準理学療法学 運動療法学 各論．医学書院 

松澤 正著 理学療法評価学改訂第 4版 （金原出版株式会社） 

 参 考 書 
細田 多穂 他編：理学療法ハンドブック第１～３巻（協同医書） 

「新・徒手筋力検査法 原著第 8版」Helen J. Hislop，Jacqueline Montgomery著，津山直一・他訳(協同医書出版社) 
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理学療法学科【専門-82】 

 授 業 科 目 名 運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅰ  単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習・実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 木曜日：12：00～13：00 

科 目 の 目 的 
理学療法の対象となる障害のうち、多くの割合を占める運動器系(骨･関節、筋、末梢神経、軟部組織) 

疾患の理学療法を行うために必要な基礎知識を学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 外傷性疾患の理学療法に関わるための基礎知識の獲得 

関 連 科 目 
解剖学，生理学，運動学，基礎理学療法学， 

運動器系理学療法評価・治療学、運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 中間テスト（2回）：30％、定期試験：40％、授業態度その他：30％にて総合評価する 

準 備 学 習 の 内 容 授業範囲は広範となる、授業前に予習部位は指定する、授業後の復習も必修である。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

14 

15 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

上肢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間テスト 

（上肢外傷疾患）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間テスト 

（下肢外傷疾患）  

まとめ 

科目の概要・講義スケジュール 

  

課題担当決定 

 

外傷疾患 肩関節疾患 上腕骨疾患  

 

 

外傷疾患  肘関節疾患  

 

 

外傷疾患  前腕部疾患 手の骨折と脱臼疾患  

 

  

外傷疾患  股関節疾患 

 

 

外傷疾患 股関節疾患 

 

 

 

外傷疾患 大腿骨疾患 膝関節疾患   

 

 

外傷疾患 膝関節疾患 下腿部疾患  

 

 

外傷疾患 足関節疾患  

 

 

 

 教 科 書 

中村 利孝：標準整形外科学 12版．医学書院 

島田洋一、高橋仁美：術後理学療法プログラム メジカルビュー 

「理学療法評価学改訂第 4版」松澤 正著（金原出版株式会社） 

基礎運動学 第 6版中村隆一、他 （医歯薬出版） 

奈良 勲（監修）：標準理学療法学 運動療法学 各論．医学書院 

 参 考 書 

細田 多穂 他編：理学療法ハンドブック第１～３巻（協同医書） 

片田重彦/吉澤英造：整形外科手術 後療法ハンドブック．南江堂 

林 典雄ほか：関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション―下肢・体幹 

林 典雄ほか：関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション―上肢 

堀尾重治: 骨・関節 X線写真の撮りかたと見かた 第 8版. 医学書院 
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理学療法学科【専門-83】 

 授 業 科 目 名 運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅱ   単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習・実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
木曜日： 

12：00～13：00 

科 目 の 目 的 
理学療法の対象となる障害のうち、多くの割合を占める運動器系(骨･関節、筋、末梢神経、軟部組織)疾患

の理学療法を行うために必要な基礎知識を学ぶ。 

学 習 到 達 目 標 理学療法に関わるための各疾患別理学療法の基礎知識の獲得 

関 連 科 目 
解剖学，生理学，運動学，基礎理学療法学， 

運動器系理学療法評価・治療学、運動器系理学療法評価・治療学演習Ⅰ 

成績評価方法 ・ 基準 中間テスト（2回）：30％、定期試験：40％、授業態度その他：30％にて総合評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 授業範囲は広範となる、授業前に予習部位は指定する、授業後の復習も必修である。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

2 

3 

4 

 

 

5 

 

 

6 

7 

8 

9 

 

10 

 

 

11 

12 

13 

 

14 

 

15 

 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

上肢疾患 

 

 

 

 

中間テスト 

（上肢疾患）  

 

脊柱疾患 

 

 

 

 

中間テスト 

（脊柱疾患） 

 

下肢疾患 

 

 

 

 

 

まとめ 

課題担当決定 

 

 

肩関節疾患  

肘関節疾患 

手関節および手指疾患 

 

 

 

 

 

頚椎疾患 

胸椎疾患  

腰椎疾患 

 

 

 

 

 

股関節疾患 

膝関節疾患 

足関節と足趾 

 

 

 

 

 教 科 書 

中村 利孝：標準整形外科学 12版．医学書院 

島田洋一、高橋仁美：術後理学療法プログラム メジカルビュー 

「理学療法評価学改訂第 4版」松澤 正著（金原出版株式会社） 

基礎運動学 第 6版中村隆一、他 （医歯薬出版） 

奈良 勲（監修）：標準理学療法学 運動療法学 各論．医学書院 

 参 考 書 

細田 多穂 他編：理学療法ハンドブック第１～３巻（協同医書） 

片田重彦/吉澤英造：整形外科手術 後療法ハンドブック．南江堂 

林 典雄ほか：関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション―下肢・体幹 

林 典雄ほか：関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション―上肢 

堀尾重治: 骨・関節 X線写真の撮りかたと見かた 第 8版. 医学書院 
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理学療法学科【専門-84】 

 授 業 科 目 名  神経系理学療法評価 ・治療学   単 位 認 定 者  鈴 木   学 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日 12:30～13:00 

科 目 の 目 的 

脳神経など末梢神経と中枢神経系疾患に生じる障害の評価のための検査法と検査結果を如何に統合解

釈し、問題を抽出し、目標を設定していくかを学習する。具体的には。片麻痺機能テスト、筋緊張検査、深

部腱反射、病的反射、感覚検査、姿勢反射検査、協調性検査、高次脳機能検査などを取り上げ、それらの

検査の意義、正常と異常の違いなどを学習する。さらに各種検査を統合し、その結果から問題点の抽出、

目標設定を行う能力を養う。 

学 習 到 達 目 標 

1．神経系疾患に生じる障害の機能評価としての各種検査法を実施することができる。 

2．疾患に即した検査方法を選択することができる。 

3．検査結果を統合・解釈し、問題点を抽出、目標を決定することができる。 

関 連 科 目 

運動学、臨床運動学、臨床神経学、理学療法評価学、理学療法評価学演習、臨床動作分析学、神経系理

学療法評価･治療学演習Ⅰ、神経系理学療法評価･治療学演習Ⅱ、臨床推論演習、評価学実習、総合臨

床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 試験(筆記,実技) 90％、平常点 10％ 

準 備 学 習 の 内 容 神経系の解剖学,生理学の知識をもっていることが望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

神経疾患とは 

各種神経系検査の理論と実技(1) 

各種神経系検査の理論と実技(2) 

各種神経系検査の理論と実技(3) 

各種神経系検査の理論と実技(4) 

各種神経系検査の理論と実技(5) 

各種神経系検査の理論と実技(6) 

各種神経系検査の理論と実技(7) 

各種神経系検査の理論と実技(8) 

各種神経系検査の理論と実技(9) 

各種神経系検査の理論と実技(10) 

各種神経系検査の理論と実技(11) 

各種神経系検査の理論と実技(12) 

各種神経系検査の理論と実技(13) 

各種神経系検査の理論と実技(14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神経疾患の病態，筋緊張のしくみ：筋紡錘と腱紡錘 

筋緊張検査, 各種反射検査 

各種反射検査，片麻痺の運動の特徴 

片麻痺回復段階検査Ⅰ：ブルンストロームテスト 

片麻痺機能検査Ⅱ：上田式 

実技演習：筋緊張検査，反射検査，片麻痺機能検査 

実技演習：筋緊張検査，反射検査，片麻痺機能検査 

感覚検査 

失調検査 

脳神経検査 

バランス機能検査  

実技演習：感覚検査，失調検査,脳神経検査,バランス機能検査 

実技演習：感覚検査，失調検査,脳神経検査,バランス機能検査 

意識障害，知能 

言語障害，失認と失行 

 

 

 教 科 書 
「神経診察クローズアップ」鈴木則宏偏（メジカルビュー社） 

パワーポイント資料を PDFファイルにて配布予定 

 参 考 書 
「臨床評価指標入門－適用と解釈のポイント」内山靖，小林武，潮見泰三編（協同医書出版社） 

「片麻痺の運動療法」ｼｸﾞﾈ･ブルンストローム著，松村秩訳（医師薬出版） 
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理学療法学科【専門-85】 

 授 業 科 目 名 神経系理学療法評価・治療学演習Ⅰ  単 位 認 定 者  鈴 木   学 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日 12:30～13:00 

科 目 の 目 的 

脳出血や脳梗塞などの脳血管障害，外傷性頭部損傷，脳腫瘍の症状と、それにともなう障害についての知

識を習得するとともに、それらの理学療法、具体的には運動療法の原理、治療体系、評価、問題点抽出、

目標設定、治療計画の立案方法、リスク管理方法について学習する。治療体系については技術面の習得

も演習を実施する。具体的には急性期･回復期･慢性期それぞれに対応した治療アプローチの習得を目指

し評価から効果判定まで、系統的な理学療法ができるようにする。 

学 習 到 達 目 標 

1.脳血管障害、頭部外傷，脳腫瘍などに生じる障害について説明できる。 

2.片麻痺障害や四肢麻痺に対する理学療法おける評価、治療プログラム作成、理学療法実施方法につい

て説明できる。 

3. 片麻痺障害や四肢麻痺の理学療法を実施する上でのリスク管理について説明できる。 

関 連 科 目 
解剖学Ⅰ,Ⅱ  生理学Ⅰ,Ⅱ  臨床神経学Ⅰ  神経系理学療法評価･治療学、神経系理学療法学演習

Ⅰ  臨床推論演習  評価学実習  総合臨床実習Ⅰ  総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 試験(筆記,実技) 90％  平常点 10％ 

準 備 学 習 の 内 容 神経系の解剖学,生理学の知識をもっていることが望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10 
11 

12 
13 

14 
15 

 

片麻痺の病態(1) 

片麻痺の病態(2) 
片麻痺の治療原則 

片麻痺の急性期理学療法  
片麻痺の回復期理学療法(1) 

片麻痺の回復期理学療法(2) 
片麻痺の回復期理学療法(3) 

片麻痺の回復期理学療法(4) 
片麻痺の回復期理学療法(5) 

片麻痺の回復期理学療法(6) 
片麻痺の回復期理学療法(6) 

片麻痺の問題点への対処 
片麻痺の予後予測 

基本動作復習 
基本動作復習 

片麻痺を生じる疾患 

片麻痺の機能障害と回復過程 
回復時期別の理学療法と治療の原則 

急性期の評価とベッドサイド訓練の実際，リスク管理 
回復期の評価と治療の流れ 

起居移動動作の実際 
起居移動動作の実際 

起居移動動作の実際 
起居移動動作の実際 

四肢の分離運動の促通 
歩行訓練 
片麻痺の問題点の理解と対処法 

予後予測とゴール設定 

実技試験 

実技試験 

 

 教 科 書 
理学療法テキスト「神経障害理学療法学Ⅰ」石川朗 総編集（中山書店） 

パワーポイント資料を PDFファイルにて配布予定 

 参 考 書 
「Steps to Follow」Ｐ.Ｍ.デービス著（シュプリンガー・フェアラーク東京） 

「系統理学療法学 神経障害系理学療法学」丸山仁司 編（医歯薬出版） 
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理学療法学科【専門-86】 

 授 業 科 目 名 神経系理学療法評価・治療学演習Ⅱ  単 位 認 定 者  鈴 木   学 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 水曜日 12:30～13:00 

科 目 の 目 的 

パーキンソン病、脊髄小脳変性症などの成人神経系疾患の症状とそれに伴う障害についての知識を習得

するとともに、それらの理学療法（運動療法の原理、治療体系、評価、問題点抽出、目標設定、治療計画立

案、リスク管理）について学習する。治療体系については技術面の習得も演習を実施する。各種神経筋疾

患の進行段階に合わせた理学療法、非進行性疾患に対する理学療法の能力の習得を目指し、評価から

効果判定まで効果的な理学療法ができるようにする。尚、2年次の神経系理学療法学評価治療学および演

習Ⅰで習得できなかった内容についても網羅する。 

学 習 到 達 目 標 

1.脳血管障害、頭部外傷，脳腫瘍などに生じる障害について説明できる。 

2.パーキンソン病や脊髄小脳変性症などの神経疾患に対する理学療法おける評価、治療プログラム作成、

理学療法実施方法について説明できる。 

3. パーキンソン病や脊髄小脳変性症などの神経疾患に対する理学療法を実施する上でのリスク管理につ

いて説明できる。 

関 連 科 目 
解剖学Ⅰ,Ⅱ  生理学Ⅰ,Ⅱ  臨床運動学  臨床神経学Ⅰ  神経系理学療法評価･治療学 

神経系理学療法学演習Ⅰ  評価学実習  総合臨床実習Ⅰ  総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 試験 90％  平常点 10％ 

準 備 学 習 の 内 容 神経系の解剖学,生理学の知識をもっていることが望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 
3 

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10 
11 

12 
13 

14 
15 

 

神経系の機能 

各種疾患の病態と理学療法(1) 
各種疾患の病態と理学療法(2) 

各種疾患の病態と理学療法(3) 
各種疾患の病態と理学療法(4) 

各種疾患の病態と理学療法(5) 
各種疾患の病態と理学療法(6) 

各種疾患の病態と理学療法(7) 
各種疾患の病態と理学療法(8) 

各種疾患の病態と理学療法(9) 
各種疾患の病態と理学療法(10) 

各種疾患の病態と理学療法(11) 
各種疾患の病態と理学療法(12) 

各種疾患の病態と理学療法(13) 
各種疾患の病態と理学療法(14) 

 

錐体外路系の機能 

高齢者の理学療法 
高齢者の理学療法 

頭部外傷の病態と理学療法 
パーキンソン病の病態 

パーキンソン病の理学療法 
筋萎縮性硬化症の病態と理学療法 

まとめ 1：小テスト 
小脳失調症の病態と理学療法 

脊髄小脳変性症の病態と理学療法 
多発性硬化症の病態と理学療法 

重症筋無力症と成人筋疾患 
脊髄疾患の病態と理学療法 

末梢神経疾患の病態と理学療法 
まとめ 2：小テスト 

 

 教 科 書 
理学療法テキスト「神経障害理学療法学Ⅱ」石川朗 総編集（中山書店） 

パワーポイント資料を PDFファイルにて配布予定 

 参 考 書 
系統理学療法学 神経障害系理学療法学」丸山仁司 編（医歯薬出版） 

理学療法学ゴールドマスターテキスト 5「中枢神経系理学療法学」柳澤 健編集（メジカルビュー社）  
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理学療法学科【専門-87】 

 授 業 科 目 名 呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学  単 位 認 定 者  仲 保   徹 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習・実技実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー  

科 目 の 目 的 
本科目の目的は，呼吸器系・循環器系・代謝系疾患に関連する領域の基礎知識を広く理解し，それぞれ

の疾患に対応した理学療法の評価と治療法の基本を身につけることである． 

学 習 到 達 目 標 
呼吸器疾患患者に対する理学療法の標準的な治療法・理学療法の適応と禁忌の判断・効果判定・リスクを

説明することができる． 

関 連 科 目 
専門基礎科目群：生理学，運動生理学，リハビリテーション医学，内科学 

専門科目群：呼吸･循環･代謝系理学療法評価･治療学演習 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（100％） 

準 備 学 習 の 内 容 
各回の講義内容部分について，新しく目にした単語・概念，または既に学習済みであっても忘れている内

容について，教科書およびWeb上で可能な限り調べ，ノートを準備の上，確認しておく． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
12 

 
13 

 
14 
 

15 

内部障がい（呼吸器疾患）の基礎 

 
 

呼吸器系の解剖学・運動学 
 

呼吸器系の生理学 
 

呼吸不全と呼吸器疾患 
 

呼吸理学療法のための評価１ 
 

 
呼吸理学療法のための評価２ 

 
呼吸理学療法基本手技１ 

 
呼吸理学療法基本手技２ 

 
呼吸理学療法基本手技３ 

 
酸素療法及び在宅酸素療法 

 
人工呼吸療法 

 
呼吸リハビリテーションのガイドライン 1 

 
呼吸リハビリテーションのガイドライン 2 

 
吸引 

 
呼吸関連障害・まとめ 

内部障がいにおける呼吸器疾患の位置づけ． 

呼吸リハビリテーション，呼吸理学療法の必要性． 
 

呼吸の概念，呼吸器系の解剖学，胸郭の構造 
呼吸運動のメカニズム，胸郭運動について 

換気，ガス交換，血液ガスの評価 
 

呼吸不全の病態 
呼吸不全を呈する代表的な疾患について 

評価の目的 
フィジカルアセスメント，ADL，QOLの評価，画像所見の評価 

 
肺機能検査，運動耐容能の評価 

 
コンディショニング，リラクセーション 

 
体位排痰法，スクイージング 

 
呼吸介助，その他理学療法アプローチ 

 
酸素療法の目的，在宅酸素療法について 

 
人工呼吸器とは 

人工呼吸器が生体に与える影響，ウィーニング 
急性呼吸不全に対する理学療法 

 
慢性呼吸不全に対する理学療法 

 
呼吸理学療法における吸引の意義及び注意点，吸引の基礎，実際 

 
呼吸関連障害について 
まとめ 

 

 教 科 書 「第３版 リハ実践テクニック 呼吸ケア」塩谷隆信 髙橋仁美 編集 （メジカルビュー） 

 参 考 書 
「理学療法学 6 内部障害系理学療法学」 柳澤 健編集（メジカルビュー） 

「呼吸運動療法の理論と技術」本間生夫 監（メジカルビュー） 

「15レクチャーシリーズ理学療法テキスト 内部障害理学療法学 呼吸」石川 朗編（中山書店） 
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理学療法学科【専門-88】 

 授 業 科 目 名 呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学演習  単 位 認 定 者  木 村   朗 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火 or水 12;10～12:50(木村研究室) 

科 目 の 目 的 
本科目の目的は、主として循環器疾患（者）・糖尿病患者を主とする理学療法プログラムを立案し、安全に

実践するための根拠のある知見に基づく基本的能力を身につけさせることである。 

学 習 到 達 目 標 

各内部疾患(者)の病態を理解し、基本的な評価項目と治療法を列挙することができる。 

各内部疾患(者)に対応した理学療法プログラムを立案することができる。 

各内部疾患(者)・合併者のリスクを判断し、理学療法の評価法・治療法を実施するための適応禁忌の判断

基準に基づいて、基本的技術を模擬患者および健常者に対し試みることができる。 

関 連 科 目 
専門基礎科目群：生理学、運動生理学、リハビリテーション医学、内科学 

専門科目群：呼吸・循環・代謝系理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験(50％)に加え、実技テスト・小テスト・課題レポート・授業参加度など（50％） 

準 備 学 習 の 内 容 
各回の講義内容部分について、新しく目にした単語・概念、または既に学習済みであっても忘れていること

について、教科書およびWeb上で可能な限り調べ、ノートを準備の上、確認しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

1 

 

 

 

2 

3 

4 

5 

 

6 

7 

8 

9 

10 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

14 

15 

 

 

 

Ⅰ.内部障害のリハビリテーションと循環

器系疾患と理学療法  

系統発生・進化と心臓病の起源 

 

循環器系疾患フィジカルアセスメント 

循環器系疾患フィジカルアセスメント 

循環器（心臓）の評価 1 

循環器（心臓）の評価 2 

 

循環器疾患患者(心臓)の病態評価 

循環器疾患患者（PAD） 

循環器系理学療法評価(演習)1 

循環器系理学療法(演習)2 

循環器系理学療法(演習)3 

 

代謝系疾患(糖尿病)の疫学、診断基準 

 

 

糖尿病の理学療法評価（演習） 

 

 

糖尿病の理学療法（演習）１ 

糖尿病の理学療法（演習）２ 

その他代謝系疾患の理学療法（演習） 

 

 

内部障害のリハビリテーション、内部障害に対する理学療法症の意義。生活習慣病、

動脈硬化症、循環系疾患と代謝系疾患、血管障害に至るロングスパンの理解、疫

学。人間の発達と、心臓疾患の起源、循環器の構造と機能 

 

循環系疾患の理学所見のとり方（フィジカルアセスメント 視診・触診） 

循環系疾患の理学所見のとり方（フィジカルアセスメント 聴診・心音） 

心電図モニタリング基礎 1 

心電図モニタリング基礎 2 

 

循環器疾患者(心臓)の運動療法プログラム作成の基礎理論１ 

循環器疾患者（PAD）の病態、評価項目、理学療法プログラム 

心疾患の理学療法の実際 1 

心疾患の理学療法の実際 2 

心疾患の理学療法の実際 3 

 

代謝疾患(主として糖尿病・肥満)の疫学、糖代謝機序、DM診断基準 

運動と代謝 エネルギー基質、糖尿病の病態と合併症進展の機序 

 

食事療法・薬物療法、検査・SMBG・糖尿病の運動療法の禁忌と適応条件、SMGBデ

モンストレーション 

 

SMBG(安静時)、運動強度測定方法（HR法）、運動処方と運動指導の演習 

SMBG（運動前後）、身体活動量測定法 

肥満症、透析患者、悪性腫瘍等体力消耗性疾患者の理学療法、 身体活動モニタリ

ングの基礎 

 

 

 

 

 教 科 書 
標準理学療法学 運動療法学総論 3版（医学書院） 

理学療法士のための運動処方マニュアル（文光堂） 

ビジュアルレクチャー内部障害理学療法学（医歯薬出版） 高橋哲也編 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-89】 

 授 業 科 目 名  小 児 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  中    徹 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と実技 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 火曜日一日中いつでも来て下さい 

科 目 の 目 的 
＜一般目標＞ 発達に障害をもつ人々の障害を理学療法評価を通じて理解し、その上でその人々の運動

能力改善ひいては生活改善のための理学療法の体系と方法論を理解する 

学 習 到 達 目 標 
＜行動目標＞ 脳性麻痺・発達遅滞・重症心身障害・筋ジストロフィ・二分脊椎の障害を理学療法評価項

目で説明でき、それぞれの理学療法の方針と内容を示すことができる 

関 連 科 目 
本科目に先立って基礎となる科目…運動学・生理学・心理学・臨床心理学・公衆衛生学 

本科目と関連しあう科目…小児科学・臨床神経学・臨床動作分析学・神経理学療法関連科目 

成績評価方法 ・ 基準 
毎回の提出課題 20%＋定期試験課題(2回)60%＋ノート提出 20% 

上記の課題はそれぞれ基準点(講義内提示)を設け、基準点以下の場合は再試験・再提出を課す 

準 備 学 習 の 内 容 

#以下の講義内容に指定された予習・復習内容について、指定された時間を目安に学習すること  #その

学習記録をノートとしてまとめ(講義内容の下線が書項目)、最終講義で一旦提出すること 

#予習復習にはプリントと併せ、教科書の該当部分を読んで準備・整理すること 

*講義ではあるが、実技を交えることがあるので動ける服装で受講すること 
 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

脳性まひの定義から・脳性まひの判定的

評価 1＝麻痺のタイプと身体分布 

予習；45分 プリント第 1講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

2 

 

脳性まひの判定的評価 2＝重症度とタ

イプ別の機能的予後 

予習；45分 プリント第 2講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

3 

 

脳性まひの機能的な評価 1－運動機能

の変化を捉えるために 

予習；45分 プリント第 3講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

4 

 

脳性まひの能力的な評価 2－運動能力

の変化を捉えるために 

予習；45分 プリント第 4講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

5 

 

脳性まひの治療体系と理学療法 1/2 予習；45分 プリント第 5講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

6 

 

脳性まひの治療体系と理学療法 2/2 

健康スポーツとリハビリテーション 

予習；45分 プリント第 6講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

7 

 

脳性麻痺の知識到達度確認－記述演

習(50分)・解説(40分)－ 

予習；45分 プリント第 7講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

8 

 

知的障害・ダウン症の評価と理学療法 

健康スポーツとリハビリテーション 

予習；90分 1~6講義の内容を読み返し、重要事項を要約し理解する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

9 

 

ハイリスク新生児の理学療法・てんかん

の評価と理学療法 

予習；45分 プリント第 9講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

10 

 

重症心身障害児（者）への評価と理学療

法 

予習；45分 プリント第 10講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

11 

 

二分脊椎の評価 予習；45分 プリント第 11講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

12 

 

二分脊椎の理学療法 

健康スポーツとリハビリテーション 

予習；45分 プリント第 12講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

13 

 

筋ジストロフィの評価 予習；45分 プリント第 13講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

14 

 

筋ジストロフィの理学療法 

健康スポーツとリハビリテーション            

予習；45分 プリント第 14講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

15 

 

神経筋疾患・その他の先天性疾患の理

学療法 

予習；45分 プリント第 15講を読み要約し、疑問点を整理する 

復習；45分 講義内容をまとめ、講義で判った点、疑問点を整理する 

  *ノートを提出する (提出確認だけで、試験のためにすぐ返却。本提出は試験後) 
 

 教 科 書 
シンプル理学療法学シリーズ 第 2版 小児理学療法学テキスト 

*講義に該当するところは、最初の講義で説明する 

*理解を助けるために講義資料を pdfで配布するので各自プリントし準備・復習に利用し受講してください 

 参 考 書 数多くあるので、講義内で提示する 
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理学療法学科【専門-90】 

 授 業 科 目 名  理 学 療 法 特 殊 講 義   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 7 . 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義・演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 

 主たる対象疾患の一つである脳血管障害においては，前頭葉運動野にあるBetzの巨大細胞から始まる

錐体路を中心とした運動の神経機構の破綻のみならず，特殊な高次脳機能の障害による症候が存在す

る．     

 また，理学療法の臨床を取り巻く状況は，高齢社会，介護保険などに象徴されるように在宅ケア，ターミナ

ルケアへと広がりつつある一方で，高度先進医療あるいは超急性期治療への参画などにも広がっている．

更には保健あるいは予防の分野まで職域は拡大している． 

 上記を踏まえ，本講義においては，高次脳機能，急性期リハビリテーションという 2 つのテーマについて，

臨床的なあるいは新しいトピックスを交えながら概説する．加えて，保健・予防分野の理学療法について概

説する． 

学 習 到 達 目 標 

1） リハビリテーション前置主義について理解する． 

2） 重症疾患患者とリスク管理について理解する． 

3） 清潔・不潔の概念，手洗いの重要性を理解する． 

4） 救命救急センター・周術期・集中治療室における理学療法について知る． 

5） 臨床疫学に基づくライフステージ毎の保健学的課題を理解する． 

6） 予防領域に求められる保健行動理論を理解する． 

7） 保健・予防領域における理学療法について説明できる． 

8） 理学療法に関連する高次脳機能について，局在と症候を中心に理解する． 

9） 理学療法に関連する高次脳機能障害に関する評価について理解する． 

10） 理学療法に関連する高次脳機能障害に関する治療戦略について理解する． 

関 連 科 目 
関連し合う科目−臨床神経学，臨床医学特殊講義，各理学療法評価・治療学，ほか 

この科目が基礎となる科目－総合臨床実習，ほか 

成績評価方法 ・ 基準 講義出席，態度，レポート，筆記試験 

準 備 学 習 の 内 容 脳の解剖，臨床神経学神経，臨床神経学の復習 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

4 

 

 

5 

〜 

8 

 

 

 

 

 

 

＜第1部＞ 

急性期・集中治療における理学療法 

（江口勝彦） 

 

 

 

 

＜第 2部＞ 

保健・予防領域における理学療法 

（木村 朗） 

 

＜第3部＞ 

高次脳機能障害と理学療法 

（柴田雅祥） 

 

１． リハビリテーション医療，理学療法の変遷 

２． 急性期理学療法とリスク管理 

        重症疾患患者／体力消耗状態 

３． 急性期理学療法とリスク管理（脳卒中を中心に） 

４． 清潔と不潔 手洗い 感染予防 

５． 集中治療室における理学療法 

６． 救命救急センター・周術期理学療法の例 

 

１．臨床疫学に基づくライフステージ毎の保健学的課題と理学療法  

２．予防領域に求められる保健行動理論と理学療法 

 

 

１. 高次脳機能とは 

２. 入力系の障害，出力系の障害 

   言語の障害，認知の障害，行為の障害 

３. 中枢神経系の構造と局所機能の復習 

４. 病巣と高次脳機能障害 

      局在論，症候・症状，評価，治療 

５. 高次脳機能に対する理学療法 

 

筆記試験 
 

 教 科 書 初山 泰弘（監）：図解 自立支援のための患者ケア技術．医学書院 

 参 考 書 別途紹介 
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理学療法学科【専門-91】 

 授 業 科 目 名  物 理 療 法 学   単 位 認 定 者  黒 川  望 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
火曜：12:15～12:55 

（1 号館 601研究室） 

科 目 の 目 的 

物理療法は、運動療法と共に、理学療法の中で車の両輪をなすもので、その治療法を理解することは、

疾病治療を進める上で欠かせないものであり、物理療法の治療根拠と実際を学習する。物理療法の前半と

して、マッサージ、電気療法、電気診断、超音波療法、牽引療法等について、その定義、分類、原理、生理

学的作用、適応、禁忌、実際について、基本的事項を習得させることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

臨床実習において、物理療法の治療にあたり、その治療根拠を理解し、各種疾患に対し適切な治療が

できるようにすることを目標とする。なお、グループワークの中で、自分の果たす役割ができるようにすること

を目指す。 

関 連 科 目 生理学Ⅰ・Ⅱ 運動学Ⅰ・Ⅱ 内科学 整形外科学Ⅰ・Ⅱ 基礎理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 
筆記試験やレポート等を総合して評価する。 

試験 50％、実習レポート 50％ 

準 備 学 習 の 内 容 
教科書および実習書の該当部分を熟読した上で参加すること。 

実習においては、動ける服装で参加すること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

～ 

15 

 

 物理療法の定義、位置付け、物理療法の原理、分類 

マッサージⅠ（定義、生理学的作用、基本手技） 

マッサージⅡ（身体各部の手技の実際） 

温熱療法Ⅰ（定義、熱力学、生理学的作用） 

温熱療法Ⅱ（温熱療法の実際） 

寒冷療法Ⅰ（定義、分類、生理学的作用） 

寒冷療法Ⅱ（寒冷療法の実際） 

超音波療法（定義、原理、生理学的作用、治療の実際） 

実習ガイダンス 

以上、講義で取り上げた治療法（ホットパック療法、パラフィン療法、極超短波療法、

寒冷療法、超音波療法）について、グループワークを週毎に治療法を変えて実習す

る。 

 

 

 教 科 書 「物理療法学」松澤正・他（金原出版） 

 参 考 書 「図解 物理療法学実習」群馬パース大学保健科学部理学療法学科・編 
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理学療法学科【専門-92】 

 授 業 科 目 名  物 理 療 法 学 演 習   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義と実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

物理療法は、運動療法と共に、理学療法の中で車の両輪をなすもので、その治療法を理解することは、疾

病治療を進める上で欠かせないものであり、物理療法の治療根拠と実際を学習する。物理療法の後半部

分で、温熱療法、水治療法、光線療法等について、その定義、分類、原理、生理学的作用、適応、禁忌、

実際について基本的事項を習得させることを目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

臨床実習において物理療法の治療に当り、その治療根拠を理解し、各種疾患に対し、適切な治療ができる

ようにすることを目標とする。なお、グループワークの中で、自分の果たす役割ができるようにすることを目指

す。 

関 連 科 目 生理学 運動学 内科学 整形外科学 基礎理学療法学 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験（45％）実習レポート（45％）学習態度・その他（10％） 

準 備 学 習 の 内 容 事前に教科書ならびに実習書、実習要項を熟読の上参加すること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 温熱・寒冷療法Ⅰ（定義、熱力学、生理学的作用） 

温熱・寒冷療法Ⅱ（寒冷の定義、分類、生理学的作用）温熱・寒冷療法Ⅲ（温熱療法

の実際、寒冷療法の実際） 

高周波療法（高周波療法の原理、生理学的作用、治療効果） 

高周波療法（超短波療法、極超短波療法、適応、禁忌） 

水治療法Ⅰ（水治療法の定義、生理学的作用：非特異的作用、特異的作用） 

水治療法Ⅱ（水治療法の実際） 

光線療法Ⅰ（光線療法の定義、分類、生理学的作用） 

光線療法Ⅱ（光線療法の実際：赤外線療法、日光浴、紫外線療法） 

光線療法Ⅲ（レーザー療法：定義、生理学的作用、応用） 

以上、講義で取り上げた治療法（ホットパック療法、パラフィン療法、クリッカー、寒冷

療法、極超短波療法、ハバートタンク、全身浴、赤外線療法、紫外線療法、レーザー

療法）について、グループワークを各週毎に治療法を変えて実習する。 

まとめ 

 

 

 

 

 

 教 科 書 「物理療法学」 金原出版  

 参 考 書 「物理療法学実習書」 群馬パース大学編 
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理学療法学科【専門-93】 

 授 業 科 目 名  装 具 学   単 位 認 定 者  江 口  勝 彦 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 3 0 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義，実技演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 毎週水曜日 12:10-12:30 

科 目 の 目 的 理学療法の治療手段の一つとして，装具を理解する． 

学 習 到 達 目 標 

 理学療法治療学との連携を考慮し，有効な治療手段として装具を選択できることを第一の目標とする． 

 装具に関する基礎的知識と理学療法に必要な適合判定を学ぶ．基礎的知識は，装具の定義，歴史，目

的，装具の種類，装具の適応，装具の構造と材料などを内容とする．非常に多くの種類の装具について，

形・名称のみならず憶えなければならない事項がたくさんあるので，自信で描いてみたり，実物を装着して

みたりしながら学習するとよい． 

 また，演習としてギプス採型，装具作成などを行う． 

関 連 科 目 
関連し合う科目−各理学療法評価・治療学，臨床実習科目 

この科目が基礎となる科目－ 

成績評価方法 ・ 基準 

1）前回の講義の内容に関してミニクイズを行い，学習度を評価する． 

2）講義最終に中間のまとめとして筆記試験を行う． 

3）上記1），2）の点数が合格ライン（各60％）に達しない学生に対し，最終回に再度試験を行う． 

4）実技演習での参加，態度，成果（採型実習各10％，製作作品，足底板・スプリント各15％）を成績に反映

する． 

5）実技演習は全時間の参加をもって，単位認定の条件とする． 

準 備 学 習 の 内 容 

第2講：力学の復習 

第3講〜第10講：下肢の解剖，運動学の復習 

第11講〜第13講：脊柱の解剖，運動学の復習 

第14講〜第15講：手の解剖，運動学の復習 

第17講 運動器系理学療法評価・治療学の復習 

第18講 神経系理学療法評価・治療学の復習 

第19講 呼吸循環代謝系理学療法評価・治療学の復習 

演習 1〜8：演習ガイダンスで説明する 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

 

 

 

3 

4 

 

5 

6 

 

7 

8 

 

9 

10 

 

11 

12 

 

13 

14 

コースオリエンテーション 

概論 

 

 

 

下肢装具① 

下肢装具② 

 

下肢装具③ 

下肢装具④ 

 

下肢装具⑤ 

下肢装具⑥ 

 

下肢装具⑦ 

下肢装具⑧ 

 

体幹装具① 

体幹装具② 

 

体幹装具③ 

上肢装具① 

コースオリエンテーション・科目の概要・学習法など 

装具学概論 

下肢装具総論 

下肢装具総論 

 

ミニクイズ・短下肢装具① 

短下肢装具② 

 

ミニクイズ・短下肢装具③ 

股装具・膝装具 

 

ミニクイズ・長下肢装具 

その他の下肢装具 

 

ミニクイズ・靴の補正 

足底装具 

 

ミニクイズ・体幹装具① 

体幹装具② 

 

ミニクイズ・体幹装具③ 

上肢装具① 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

15 

16 

 

17 

18 

 

19 

20 

 

21 

22 

 

23 

24 

 

25 

26 

 

27 

28 

 

29 

30 

 

 

上肢装具② 

中間のまとめ/演習ガイダンス 

 

臨床編1（鈴木 学） 

臨床編3（木村 朗） 

 

演習① 

演習② 

 

演習③ 

演習④ 

 

演習⑤ 

演習⑥ 

 

演習⑦ 

演習⑧ 

 

演習⑨ 

演習⑩ 

 

演習⑪ 

演習⑫ 

 

ミニクイズ・上肢装具② 

筆記試験/演習ガイダンス 

 

神経系理学療法における装具 

内部障害系理学療法における装具 

 

スプリント作成（短対立装具） 

スプリント作成（短対立装具） 

 

ギプス採型実習（体幹装具） 

ギプス採型実習（下肢装具） 

 

スプリント作成（短対立装具） 

スプリント作成（短対立装具） 

 

足底板作成 

足底板作成 

 

足底板作成 

足底板作成 

 

足底板作成 

足底板作成 

 

筆記試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
日本整形外科医学会，日本リハビリテーション医学会監修：義肢装具のチェックポイント．医学書院． 

日本義肢装具学会 監修，加倉井周一：装具学．医歯薬出版． 

 参 考 書 別途紹介 
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理学療法学科【専門-94】 

 授 業 科 目 名  義 肢 学   単 位 認 定 者  平 井  正 利 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義形式の座学および実習。 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義の前後 

科 目 の 目 的 
義肢の目的、構造、処方、適合判定の基礎知識を学ぶ。 

義肢の組立、調整方法、異常歩行の分析などの実習を行う。 

学 習 到 達 目 標 
症例に合った義肢の適応判断、適合判定が行える様になる。知識的には国家試験レベルを最低ライ 

ンとする。 

関 連 科 目 
解剖学，生理学，運動学，運動生理学，整形外科学，理学療法評価学，運動器系理学療法学，神経系理

学療法学，装具学，高齢者理学療法学，スポーツ傷害理学療法学，他 

成績評価方法 ・ 基準 試験 100％（平常点 10％） 

準 備 学 習 の 内 容 各回授業範囲の専門用語の意味を事前に調べ理解しておく。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

 

義肢総論 

 

義肢総論 

 

下腿義足 

 

下腿義足 

 

大腿義足 

 

大腿義足 

 

ｻｲﾑ・股義足 

 

下腿義足 

 

大腿義足 

 

大腿義足 

 

義手 

 

義肢装着訓練 

 

国家試験対策 

 

国家試験対策 

 

国家試験対策 

 

概論・力学・足部 

 

膝継手 

        

ＰＴＢ式・ＰＴＳ式・ＫＢＭ式・ＴＳＢ式  

 

アライメント・適合・異常歩行 

 

四辺形・ＩＲＣ 

    

アライメント・適合・異常歩行 

 

概論 

 

疑似体験実習 

 

組み立て実習  

 

組み立て実習  

 

概論 

 

概論 

 

過去の試験問題を理解する 

 

過去の試験問題を理解する 

 

過去の試験問題を理解する 

 

 

 教 科 書 「義肢装具学テキスト」細田多穂（南江堂） 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-95】 

 授 業 科 目 名  徒 手 系 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義及び実技指導 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 金曜日：12：00～13：00 

科 目 の 目 的 

本科目では，理学療法の一画をなす徒手理学療法の体系，治療原理，各手技の適用や基本的な技術に

ついて学ぶ． 

特に固有受容性神経筋促通法（Proprioceptive Neuromuscular Facilitation; PNF）、関節、軟部組織、神経

モビライゼーションの原理を理解し，基本手技を修得することを目的とする． 

学 習 到 達 目 標 
それぞれの徒手理学療法の手技の治療原理と適用、その根拠が言える． 

PNFの基本パターンが実施できる。適切なモビライゼーションを選択し実施できる． 

関 連 科 目 
解剖学，生理学，運動学，基礎理学療法学，運動器系理学療法学評価治療，運動器系理学療法学評価

治療演習Ⅰ、運動器系理学療法学評価治療演習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験：50％，実技試験：50％ 

準 備 学 習 の 内 容 授業後のモビライゼーションや PNF練習は必修 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

2 

 

 

 

 

3 

4 

 

 

5 

6 

 

 

7 

8 

 

9 

10 

 

11 

12 

 

13 

14 

 

15 

Manual Therapy Concept 

PNF 概念 1  

Joint Mobilization Concept  

Soft Tissue Mobilization Concept 

Nerve Mobilization Concept 

 

Thoracic vertebrae  

Lumbar vertebra 

肩甲帯パターン(PNF) 

 

Shoulder  

Elbow 

上肢パターン(PNF) 

 

Wrist 

骨盤帯パターン(PNF) 

 

Hip joint 

下肢パターン(PNF) 

 

Knee joint 

両側性対称性(PNF) 

 

Foot&Ankle 

両側性対称性(PNF) 

 

まとめ 

講義および実技 

 

 

 

 

 

講義および実技 

 

 

 

講義および実技 

 

 

 

講義および実技 

 

 

講義および実技 

 

 

講義および実技 

 

 

講義および実技 

 

 

講義および実技 

 

 教 科 書 細田 多穂：理学療法ハンドブック第 2 巻治療アプローチ 協同医書 

 参 考 書 
青木隆明, 林典夫: 運動療法のための機能解剖学的触診技術 下肢体幹第 2版メジカルビュー 

青木隆明, 林典夫: 運動療法のための機能解剖学的触診技術 下枝第 2版メジカルビュー 

石川齊, 武富由雄, 中山彰一他.: 図解 理学療法技術ガイド 第 3版. 文光堂 
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理学療法学科【専門-96】 

 授 業 科 目 名  ス ポ ー ツ 傷 害 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  城 下  貴 司 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義、演習、実技実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 金曜日：12：00～13：00 

科 目 の 目 的 本講座の目的は、スポーツ傷害・障害に対する基礎知識とその理学療法の評価・治療手技の習得 

学 習 到 達 目 標 

・スポーツ傷害に関する基礎知識を列挙することができる． 

・スポーツ傷害・障害に対する理学療法評価の意義・目的・評価過程・判断基準を列挙できる． 

・スポーツ傷害・障害に対する基本的な理学療法の治療手技を適正に実践できる． 

関 連 科 目 

専門基礎科目群：生理学，運動生理学，整形外科学， 

専門科目群：運動器系理学療法評価学，運動器系理学療法学評価治療，運動器系理学療法学評価治療

演習Ⅰ、運動器系理学療法学評価治療演習Ⅱ、徒手系理学療法学，健康増進・スポーツコンディショニン

グ論 

成績評価方法 ・ 基準 実技テスト：40％・筆記テスト：40％・授業参加度その他：20％にて総合評価する。 

準 備 学 習 の 内 容 授業後のテーピング練習は必修 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

～ 

15 

オリエンテーション 

 

スポーツ傷害の理学療法総論 

講義（外勤講師による） 

    

 

     

     

 

 

 

 

 

 

スポーツ傷害の理学療法各論 

講義 

 

    

 

スポーツ傷害の理学療法各論 

実技 

 

 

特別講義 

足底挿板療法 

今後の講義予定 

 

スポーツ医学とアスレチックリハビリテーション 

 

スポーツ医学と基礎 

 

身体運動とバイオメカニクス 

 

スポーツ傷害に対する演習 1 

 

スポーツ傷害に対する演習 2 

 

スポーツ傷害に対する演習 3 

 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）1 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）2 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）3 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）4 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）5 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）6 

スポーツ傷害に対する演習 

（スポーツテーピングを中心に）7 

まとめ 

 

 教 科 書 細田 多穂：理学療法ハンドブック第2 巻治療アプローチ 協同医書 

 参 考 書 

栗山 節郎：DVDでみるテーピングの実際 南江堂 

黒沢 尚：スポーツ外傷学 (4) 下肢 医歯薬出版 

Clinical Sports Medicine   Peter Brukner and Karim Khan ,McGraw.Hill Australia 
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理学療法学科【専門-97】 

 授 業 科 目 名  日 常 生 活 活 動 学   単 位 認 定 者  浅 田  春 美 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー  

科 目 の 目 的 

日常生活活動（ＡＤＬ）の概念とその範囲＜起居・移動，食事，排泄，入浴，更衣，整容＞・より広い日常生

活関連動作、ＱＯＬなどの概念との関係を理解する． 

またＡＤＬ動作の分析・評価方法，また患者さんや家族への練習・指導方法などについて学習する．さらに

日常生活活動各動作の自立度の改善向上に有効な手段である歩行補助具，車いすなどの 

使用法，適応などについて学ぶ． 

学 習 到 達 目 標 

１．ADL・APDL・IADL・QOL の概念や範囲を説明できる． 

２．代表的な ADL 評価法の目的と活用法について説明できる． 

３．基本動作を含む ADL を運動学的にとらえ，模倣することができる． 

４．移動・移乗動作の指導・介助ができる． 

５．移動補助具の基本構造が説明でき，適合・指導することができる． 

関 連 科 目 

日常生活活動学演習，理学療法評価学，臨床動作分析学，生活環境学，生活環境学演習，地域理学療 

法学，地域理学療法学演習，運動器系理学療法評価・治療学，神経系理学療法評価・治療学，呼吸・循 

環・代謝系理学療法評価・治療学，小児理学療法学，装具学，義肢学，評価学実習，総合臨床実習Ⅰ，総 

合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験(８０％)，演習への取り組み・課題評価(２０％) 

準 備 学 習 の 内 容 

・授業前にテキストを読み、疑問点について調べてくること ＜必要に応じて運動学の復習を行うこと＞ 

・演習後のレポ－ト課題に取り組むこと 

・授業後に実技練習を実施し、技術の向上に努めること 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

 

１４ 

総論＜概念＞ 

 

 

総論＜ADL評価＞ 

 

 

各論１ 

 

各論２ 

 

各論３ 

 

演習１ 

 

各論４ 

 

演習２ 

 

各論５ 

 

演習３ 

 

 

各論６ 

 

演習４ 

 

演習５ 

 

 

各論７ 

ガイダンス 

ADLの概念と範囲 

 

ADLの評価：目的・基準・尺度  

ADLの評価：代表的な評価表① 

 

ADLの評価：代表的な評価表②   ＜FIMについての課題提示＞ 

 

身の回り動作の構成要素①（食事・排泄・更衣・入浴） 

 

身の回り動作の構成要素②（食事・排泄・更衣・入浴） 

 

ADL評価演習：FIM課題報告 

 

基本動作① 

 

基本動作② 

 

移動補助具（杖・松葉杖）①  

 

移動補助具（杖・松葉杖）② 

複合動作練習 

 

移動補助具（車いす）① 

 

移動補助具（車いす）② 

 

移動補助具（車いす）③ 

複合動作練習     

 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援機器①（福祉機器・自助具その他 
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回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

１５ 

 

各論８ 

 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援機器②（福祉機器・自助具その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 教 科 書 
千住秀明監修：日常生活活動（ADL）第 2版，神陵文庫，2008． 

齋藤 宏他著：姿勢と動作 第 3版，メヂカルフレンド社，2014. 

千野直一他：脳卒中の機能評価 SIAS と FIM，金原出版株式会社，2014 

 参 考 書 
Bengt Engstrom著，高橋正樹他訳：からだにやさしい車椅子のすすめ，三輪書店，2007． 

勝平純司他著：介助にいかすバイオメカニクス，医学書院，2011. 

高橋正明編：標準理学療法学 臨床動作分析，医学書院，2005. 
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理学療法学科【専門-98】 

 授 業 科 目 名  日 常 生 活 活 動 学 演 習   単 位 認 定 者 浅 田  春 美 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 当該講義終了後 

科 目 の 目 的 

日常生活活動学で学んだセルフケアや基本動作について，疾患，障害別に分析・評価および練習・指導 

方法を学習する． 

具体的には，中枢神経疾患，脊髄損傷，関節リウマチ，骨・関節疾患，筋萎縮性側索硬化症などの疾患

特有の障害に対し，歩行補助具，車いす，自助具，コミュニケーション装置の使用方法を含めた日常生活

へのアプローチ技術（介助方法・動作練習方法・動作指導方法）を習得する． 

学 習 到 達 目 標 

１．各疾患・障がいの機能障害を想起し、そこから派生する ADLの特徴を列挙できる 

２．各疾患・障がいに対して ADL評価を実施できる 

３．各疾患・障がいの ADL上の問題に対して、その解決法を指導できる 

＜方法の工夫：各動作の手順の説明、必要な介助方法を演示し確認する＞ 

４．各疾患・障がいの ADLに必要な自助具、福祉機器を選定できる 

関 連 科 目 

日常生活活動学，生活環境学，生活環境学演習，地域理学療法学，地域理学療法学演習，運動器系理 

学療法評価・治療学，神経系理学療法評価・治療学，呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学，小児理 

学療法学，運動器系理学療法評価・治療学演習，神経系理学療法評価・治療学演習，呼吸・循環・代謝 

系理学療法評価学演習，評価学実習，総合臨床実習Ⅰ，総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験(９０％)，課題提出(１０％) 

準 備 学 習 の 内 容 

・各課題に取り組むにあたり最低限教科書を読み、必要に応じて参考書、文献などから情報を収集すること 

・授業後に該当する国家試験問題に取り組むこと 

・担当講義前には、グループ内で実技練習を十分に行っておくこと 

・日常生活活動学で学んだ基本的なことは随時、復習をしておくこと 
 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

１ 

２ 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

 

１３ 

１４ 

１５ 

講義および演習（担当；浅田） 

講義および演習（担当；浅田） 

講義および演習（担当；浅田） 

 

講義および演習（担当；浅田） 

 

講義および演習（担当；浅田） 

 

講義および演習（担当；浅田） 

 

講義および演習（担当；浅田） 

 

講義（担当；浅田） 

 

講義および演習（担当；城下） 

講義および演習（担当；城下） 

講義および演習（担当；城下） 

講義および演習（担当；城下） 

 

講義および演習（担当；中） 

講義および演習（担当；中） 

講義および演習（担当；中） 

移動補助具（車いす）① シーティング 

移動補助具（車いす）② 車いすの適合   ＜課題提示＞ 

脳卒中片麻痺の ADL① 

＜・機能障害 ・ＡＤＬの特徴 ・ＡＤＬ評価 ・ＡＤＬ指導の実際＞ 

脳卒中片麻痺の ADL② 

＜・機能障害 ・ＡＤＬの特徴 ・ＡＤＬ評価 ・ＡＤＬ指導の実際＞ 

脳卒中片麻痺の ADL③ 

＜・機能障害 ・ＡＤＬの特徴 ・ＡＤＬ評価 ・ＡＤＬ指導の実際＞ 

パーキンソン病の ADL 

＜・機能障害 ・ＡＤＬの特徴 ・ＡＤＬ評価 ・ＡＤＬ指導の実際＞ 

筋萎縮性側策硬化症の ADL 

＜・機能障害 ・ＡＤＬの特徴 ・ＡＤＬ評価 ・ＡＤＬ指導の実際＞ 

行動分析手法を使った ADL指導 

 

脊髄損傷の ADL指導１ 

脊髄損傷の ADL指導２ 

脊髄損傷の ADL指導 3 

関節リウマチの ADL指導 

 

脳性まひの ADL指導 1 

脳性まひの ADL指導 2 

筋ジストロフィの ADL指導 

 

 教 科 書 
千住秀明監修：日常生活活動（ADL）第 2版，神陵文庫，2008． 

齋藤 宏他著：姿勢と動作 第 3版，メヂカルフレンド社，2014. 

 参 考 書 
伊藤利之他編：新版 日常生活活動(ADL)，医歯薬出版，2010. 

山崎裕司・山本淳一編：リハビリテーション効果を最大限に引き出すコツ，三輪書店，2010． 
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理学療法学科【専門-99】 

 授 業 科 目 名  地 域 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  加 藤  仁 志 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
講義日の昼休み 

木曜日 17:50～18:30 

科 目 の 目 的 

国民の疾病構造の変化と少子高齢化の進行に伴って病院を中心としたリハビリテーションサービスの提供

から在宅や地域中心のリハビリテーションサービスの提供へと変化してきた。本講義では地域リハビリテー

ションサービスおよび理学療法サービスの目的、位置づけ、現況等を概説するとともに、通所・入所施設及

び在宅で生活をする障害者・高齢者を対象に理学療法を提供する際に必要な知識・技術を修得することを

目的とする。 

学 習 到 達 目 標 

地域リハビリテーションの概念及び定義を理解する。特に介護保険制度の実態や概念を通して以下につい

て理解する。1.地域理学療法の機能を理解する。2.通所、入所施設、在宅での理学療法の目的と実践方

法を理解する。3.介護保険の仕組みついて理解する。 

関 連 科 目 

日常生活活動学、日常生活活動学演習、地域理学療法学演習、生活環境学、生活環境学演習、運動器

系理学療法評価・治療学、神経系理学療法評価・治療学、呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学、小

児理学療法学、運動器系理学療法評価・治療学演習、神経系理学療法評価・治療学演習、呼吸・循環・

代謝系理学療法評価学演習、見学実習、評価学実習、総合臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 筆記試験によって判定する。(100％) 

準 備 学 習 の 内 容 前回の講義の内容を復習し、次回の講義との関連性を事前に理解して講義に臨むこと。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

概論 1（担当：加藤） 

 

総論 1（担当：加藤） 

 

総論 2（担当：加藤） 

 

総論 3（担当：加藤） 

 

各論 1（担当：加藤） 

 

各論 2（担当：加藤） 

 

各論 3（担当：加藤） 

 

各論 4（担当：加藤） 

 

各論 5（担当：加藤） 

 

各論 6（担当：加藤） 

 

各論 7（担当：加藤） 

 

各論 8(担当：伊藤) 

 

各論 9(担当：伊藤) 

 

各論 10（担当：加藤） 

 

各論 11（担当：加藤） 

講義の概要・ガイダンス、地域リハビリテーションの歴史と定義 

 

介護保険制度：導入の社会的背景と概要 

 

介護保険制度：サービス利用の仕組み 

 

介護保険の財源構成 

 

要介護認定の仕組み 

 

居宅サービス 

 

施設サービス 

 

地域密着型サービス 

 

訪問リハビリテーションの実際 

 

介護保険施設における理学療法士の資質と役割 

 

介護保険サービスの課題 

 

都市型地域理学療法 I 

 

都市型地域理学療法 II 

 

介護予防 I 

 

介護予防 II 
 

 教 科 書 
「標準理学療法学専門分野 地域理学療法学 第 3版」 牧田光代・金谷さとみ編 （医学書院） 

「運動療法学各論 高齢者の機能障害に対する運動療法」市橋則明編（文光堂） 

 参 考 書 

「PTマニュアル 地域理学療法 第 2版」 伊藤日出男・香川幸次郎著 （医歯薬出版株式会社） 

「理学療法MOOK11 健康増進と介護予防」 黒川幸雄・高橋正明他編 （三輪書店） 

「地域リハビリテーション学テキスト」 備酒伸彦・他編 （南江堂） 

「理学療法学ゴールド・マスター・テキスト 地域理学療法学」柳澤健編（メジカルビュー社） 

「ビジュアルレクチャー 地域理学療法学」浅川育世編（医歯薬出版株式会社） 
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理学療法学科【専門-100】 

 授 業 科 目 名  地 域 理 学 療 法 学 演 習   単 位 認 定 者 加 藤  仁 志 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および演習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 
講義日の昼休み 

木曜日 17:50～18:30 

科 目 の 目 的 
地域理学療法学演習では、地域理学療法学で習得した内容を基礎として、それらを実践的に活用できる

思考および技術の習得を目標とする。 

学 習 到 達 目 標 

住宅改修や福祉用具に関する支援制度やその実態について理解し、説明できることを目標とする。 

介護予防に関する制度や概念を理解し、説明できることを目標とする。 

介護予防事業における集団プログラムを挙げられることを目標とする。 

関 連 科 目 

日常生活活動学、日常生活活動学演習、地域理学療法学、生活環境学、生活環境学演習、運動器系理

学療法評価・治療学、神経系理学療法評価・治療学、呼吸・循環・代謝系理学療法評価・治療学、小児理

学療法学、運動器系理学療法評価・治療学演習、神経系理学療法評価・治療学演習、呼吸・循環・代謝

系理学療法評価学演習、見学実習、評価学実習、総合臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 
筆記試験(8 割)に加え課題(2 割)とともに学習態度、演習時の出席状況などを総合的に判断する。ただし、

成績の評定には演習に必ず出席することが前提となる。 

準 備 学 習 の 内 容 
前回の講義の内容を復習し、次回の講義との関連性を事前に理解して講義に臨むこと。また、「地域理学

療法学」の内容についても各自で復習すること。 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

4 

 

5 

6 

 

7 

8 

 

9 

10 

 

11 

12 

13 

 

14 

15 

 

 

 

 

 

 

総論 1（担当：加藤） 

 

総論 2（担当：加藤） 

 

各論 1、2（担当：加藤） 

 

 

各論 3、4（担当：加藤） 

 

 

各論 5、6（担当：加藤） 

 

 

各論 7、8（担当：加藤） 

 

 

演習 1、2、3（担当：加藤） 

 

 

 

演習 4、5（担当：加藤） 

対象者のディマンズとニーズの発見の視点 

 

地域、在宅サービスにおける多職種の連携と役割 

 

住宅改修費用補助 

 

 

福祉用具貸与 

 

 

福祉用具購入費補助 

 

 

介護予防事業における理学療法士の関わり 

 

 

介護予防事業の実際（学外演習） 

 

 

 

住宅改修及び福祉用具の実際（学外演習） 

 

 教 科 書 
「標準理学療法学専門分野 地域理学療法学 第 3版」 牧田光代・金谷さとみ編 （医学書院） 

「運動療法学各論 高齢者の機能障害に対する運動療法」市橋則明編（文光堂） 

 参 考 書 

「PTマニュアル 地域理学療法 第 2版」 伊藤日出男・香川幸次郎著 （医歯薬出版株式会社） 

「理学療法MOOK11 健康増進と介護予防」 黒川幸雄・高橋正明他編 （三輪書店） 

「地域リハビリテーション学テキスト」 備酒伸彦・他編 （南江堂） 

「理学療法学ゴールド・マスター・テキスト 地域理学療法学」柳澤健編（メジカルビュー社） 

「ビジュアルレクチャー 地域理学療法学」浅川育世編（医歯薬出版株式会社） 
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理学療法学科【専門-101】 

 授 業 科 目 名  生 活 環 境 学   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義および実習（11 コマ）ならびに学

外演習（3 コマ）予定 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 

生活環境学では，日本国憲法第 25 条に定められた生存権を基本概念として，高齢者や障害者がよりよい

生活を営むことができるように，理学療法として高齢者・障害者を取り巻く，物理的環境，経済的環境，制度

的環境，人的環境に関する調整を行うために必要な知識の整理とその方法論について学び，生活環境学

の考え方について理解することを学習目標とする． 

学 習 到 達 目 標 

1. 高齢者・障害者を取り巻く 4つの環境について説明できる． 

2. 「まち」における物理的環境の制約要因について説明できる． 

3. 福祉機器の種類や適応を理解することができる． 

4. 高齢者・障害者を取り巻く経済制度，法制度について理解できる． 

関 連 科 目 
日常生活活動学・日常生活活動学演習・地域理学療法学・地域理学療法学実習・環境理学療法学 

リハビリテーション工学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）レポート（10％）学習態度・発表会（10％） 

準 備 学 習 の 内 容 専門用語などについて事前に調べておくことが望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

生活環境学概論 1 

 

生活環境学概論 2 

 

生活環境学概論 3 

 

経済制度と法制度 

 

都市交通工学概論 1 

 

都市交通工学概論 2 

 

都市交通工学概論 3 

 

都市交通工学概論 4 

 

都市交通工学概論 5 

 

福祉機器概論 1 

 

福祉機器概論 2 

 

福祉機器概論 3 

 

都市交通工学概論 6 

 

都市交通工学概論 7 

 

 

生活環境学とは 

 

生活環境と人間 1 

 

生活環境と人間 2 

 

介護保険制度を中心とした保険制度 

 

まちを考える 1 

 

まちを考える 2 

 

まちを考える 3 

 

まちめぐり実習 1 

 

まちめぐり実習 2 

 

福祉機器総論 

 

福祉機器見学実習 

 

福祉機器見学実習 

 

まちめぐり発表会 

 

まちめぐり発表会 

 

まとめ 

 

 教 科 書 ユニバーサルデザインのまちづくり 森北出版 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-102】 

 授 業 科 目 名  環 境 理 学 療 法 学   単 位 認 定 者  目 黒   力 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  2 単 位 （ 1 5 コ マ ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 講義および実習 オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 講義日の昼休み 

科 目 の 目 的 環境理学療法学では，生活環境学で学んだ事を更に発展させ，より実践的に学習することを目標とする． 

学 習 到 達 目 標 

1. 日本における住環境を理解し，ハウスアダプテーションの概念を理解することができる． 

2. CADを使って簡単な設計図面を描くことができる  

3. 実際の場面に即した簡単な福祉機器を製作することができる． 

関 連 科 目 
日常生活活動学・日常生活活動学演習・地域理学療法学・地域理学療法学実習・生活環境学 

リハビリテーション工学 

成績評価方法 ・ 基準 定期試験（80％）レポート（10％）学習態度・発表会（10％） 

準 備 学 習 の 内 容 事前にテキストなどを予習しておくことが望ましい 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

住環境演習 1 

 

住環境演習 2 

 

住環境演習 3 

 

住環境演習 4 

 

住環境演習 5 

 

住環境演習 6 

 

住環境演習 7 

 

住環境演習 8 

 

住環境演習 9 

 

福祉機器概論 1 

 

福祉機器概論 2 

 

住環境演習 10 

 

住環境演習 11 

 

まとめ 

日本人と住居 

 

日本人と住居 

 

家屋調査と住環境 

 

家屋調査と住環境 

 

2次元 CAD演習 

 

2次元 CADcad演習 

 

3次元 CAD演習 

 

特別講義 

 

特別講義 

 

イレクターパイプによる福祉機器作成 

 

イレクターパイプによる福祉機器作成 

 

発表会（バリアフリー住宅発表会） 

 

発表会（バリアフリー住宅発表会） 

 

 教 科 書 
やさしく学ぶ Jw_cadデラックス 

福祉住環境コーディネーター検定試験 2級公式テキスト 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-103】 

 授 業 科 目 名  見 学 実 習   単 位 認 定 者  黒 川  望 

 対 象 学 年  2 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  1 単 位 （ 1 週 間 ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義，事前学内実習（OSCE1日）， 

学外演習（1週間），実習後発表 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 

科 目 の 目 的 

病院・施設等における理学療法の臨床場面の見学を通し，社会人・専門職としての基本的態度を養い，

また，見学施設での理学療法士の役割，理学療法業務，リハビリテーションの中での位置づけを理解する

ことを目的とする． 

3年次での評価学実習，4年次の総合臨床実習Ⅰ・Ⅱに向けての導入，準備のための実習と位置づける． 

学 習 到 達 目 標 

1．社会人・専門職としての基本的態度を身につける． 

2．見学施設における理学療法士所属部署の位置づけ，他職種との関連を理解する． 

3．見学施設における理学療法の対象を理解する． 

4．見学施設における理学療法業務を理解する． 

関 連 科 目 評価学実習，総合臨床実習Ⅰ，総合臨床実習Ⅱ 

成績評価方法 ・ 基準 実習前準備，臨床実習での出席状況，実習後報告会での内容を総合して判断 

準 備 学 習 の 内 容 医療面接，理学療法評価（バイタルチェック，形態計測，関節可動域計測），移乗動作介助の復習 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習前準備 

 

オリエンテーション 

 

見学実習 

 

実習後報告会 

 

（理学療法士教員全員で担当） 

見学実習に関する情報収集、実技確認など 

 

見学実習の実習目的，実習内容等の説明，自己の目標設定 

 

病院等実習施設における見学実習（臨床実習） 

 

見学実習で学んできたことについての報告会， 

自己目標に対するフィードバック 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-104】 

 授 業 科 目 名  評 価 学 実 習   単 位 認 定 者  加 藤  仁 志 

 対 象 学 年  3 学 年  学 期  後 期 

 単 位 数  3 単 位 （ 3 週 間 ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
講義，事前学内実習（OSCE1日），学

外演習（3週間），実習後発表 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー  

科 目 の 目 的 
病院・施設等の実習指導者の指導のもとに，既習の知識を総動員し患者の臨床的問題を解決するための

情報収集，理学療法評価，理学療法診断，問題点抽出，目標設定ができるようになることを目的とする． 

学 習 到 達 目 標 

1．社会人・専門職としての基本的態度を身につける． 

2．理学療法を実施するのに必要な患者の情報を収集することができる． 

3．患者の疾患，障害に即した検査・測定を選択，実施することができる． 

4．情報収集，検査・測定の結果から理学療法における問題点の抽出ができる． 

5．理学療法における目標設定ができる． 

関 連 科 目 全科目 

成績評価方法 ・ 基準 
実習前 OSCE  20％ 

出欠席，総合臨床実習指導報告書，レポート等課題および学内報告会  80％ 

準 備 学 習 の 内 容 これまで学習してきた知識と技術を実習開始まで各自で整理，練習をすること． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースオリエンテーション（講義） 

 

 

 

 

実習前 OSCE（実技） 

 

 

学外施設での実習（3 週間） 

 

実習訪問 

 

 

 

臨床実習報告会 

（症例発表会，ならびに審査会） 

本科目の目的，学習到達度，成績評価方法 

実習スケジュール 

実習方法などについて 

臨床実習指導者の紹介・打ち合わせ 

 

実習前実習 

 

 

各実習地における実習 

 

各実習地へ専任教員が訪問し，実習の経過・進度の確認，その他臨床実習指導者

との打ち合わせなど 

 

 

個々の学生が，臨床実習で経験した症例の中から，1例を選択して発表する． 

発表内容，提出課題などを審査する． 

 

 教 科 書 使用しない 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-105】 

 授 業 科 目 名  総 合 臨 床 実 習 Ⅰ   単 位 認 定 者  鈴 木  学 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  7 単 位 ( 8 週 間 ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
臨床実習施設において，臨床実習指

導者の指導・監督の下実習を行う． 
オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 学外実習につき該当せず 

科 目 の 目 的 

学内で学んだ理学療法の知識，技術の全般について，病院，施設の臨床現場で実習する．特に，神経疾

患を中心に，理学療法の流れに従って，理学療法評価，治療目標の設定，治療プログラムの作成，理学療

法治療の実施，理学療法記録等を，臨床実習指導者の下，実地で習得する． 

学 習 到 達 目 標 

総合臨床実習は，1〜3 年次で修得した知識と技術の総合的な修練の場である．臨床実習指導者の指導・

監督の下，理学療法評価，理学療法診断，治療指針，目標の設定，治療計画・プログラムの設定，それら

に基づく一貫した治療（の一部）を実施し，さらには経過の観察，治療の適否・有効性について考察できる

ようになることを目標とする．また，この実習では，実際の医療チームの一員としてその役割や責務を体験

し，理解することも目的の一つである． 

関 連 科 目 全科目 

成績評価方法 ・ 基準 総合臨床実習指導報告書，レポート等課題および学内報告会などを総合して判断する． 

準 備 学 習 の 内 容 これまで学習してきた知識と技術を実習開始まで各自で整理，練習をすること． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースオリエンテーション 

 

 

 

 

実習（8 週間） 

 

実習訪問 

 

 

臨床実習報告会 

（症例発表会，ならびに審査会） 

本科目の目的，学習到達度，成績評価方法 

実習スケジュール 

実習方法などについて 

臨床実習指導者の紹介・打ち合わせ 

 

各実習地における実習 

 

各実習地へ専任教員が訪問し，実習の経過・進度の確認，その他臨床実習指導者

との打ち合わせなど 

 

個々の学生が，臨床実習で経験した症例の中から，1例を選択して発表する． 

発表内容，提出課題などを審査する． 

 

 教 科 書 臨床実習のてびき 

 参 考 書 特になし 
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理学療法学科【専門-106】 

 授 業 科 目 名  総 合 臨 床 実 習 Ⅱ   単 位 認 定 者 鈴 木  学 

 対 象 学 年  4 学 年  学 期  前 期 

 単 位 数  7 単 位 （ 8 週 間 ）  必 修 ・ 選 択  必 修 

 

指 導 方 法 
臨床実習施設に於いて，臨床実習指

導者の指導・監督の下実習を行う． オ フ ィ ス ・ ア ワ ー 学外実習につき該当せず 

科 目 の 目 的 

学内で学んだ理学療法の知識，技術の全般について，病院，施設の臨床現場で実習する．特に，神経疾

患を中心に，理学療法の流れに従って，理学療法評価，治療目標の設定，治療プログラムの作成，理学療

法治療の実施，理学療法記録等を，臨床実習指導者の下，実地で習得する． 

学 習 到 達 目 標 

総合臨床実習は，1〜3 年次で修得した知識と技術の総合的な修練の場である．臨床実習指導者の指導・

監督の下，理学療法評価，理学療法診断，治療指針，目標の設定，治療計画・プログラムの設定，それら

に基づく一貫した治療（の一部）を実施し，さらには経過の観察，治療の適否・有効性について考察できる

ようになることを目標とする．また，この実習では，実際の医療チームの一員としてその役割や責務を体験

し，理解することも目的の一つである． 

関 連 科 目 全科目 

成績評価方法 ・ 基準 総合臨床実習指導報告書，レポート等課題および学内報告会などを総合して判断する．             

準 備 学 習 の 内 容 これまで学習してきた知識と技術を実習開始まで各自で整理，練習をすること． 

 

回 講 義 題 目  講 義 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースオリエンテーション 

 

 

 

 

実習（8 週間） 

 

実習訪問 

 

 

臨床実習報告会 

（症例発表会，ならびに審査会） 

本科目の目的，学習到達度，成績評価方法 

実習スケジュール 

実習方法などについて 

臨床実習指導者の紹介・打ち合わせ 

 

各実習地における実習 

 

各実習地へ専任教員が訪問し，実習の経過・進度の確認，その他臨床実習指導者

との打ち合わせなど 

 

個々の学生が，臨床実習で経験した症例の中から，1例を選択して発表する． 

発表内容，提出課題などを審査する． 

 

 教 科 書 臨床実習のてびき 

 参 考 書 特になし 


